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はじめに

横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総合センターでは、「学力向上拠点形成事業

・文部科学省委嘱『わかる授業実現のための教員の教科指導力向上プログラム』研究会（国

語）読解力向上プログラムに係る『読解力向上のための指導事例集』作成のための委嘱事

業」を平成17年度と平成18年度の2年間にわたって行うことになりました。

また、その実践上の具体的な研究実施機関として、横浜国立大学教育人間科学部附属横

浜中学校が中核的に機能し、本委嘱事業を推進していくこととなりました。さらに、文部

科学省からの推薦委員及び神奈川県総合教育センター、横浜市教育センター、川崎市総合

教育センターからの推薦による委員によって委員会を櫛成しています。

この事業は、OECD(経済開発機櫛)が2003年７月に実施した「生徒の学習到達度調査」（PI

SA調査)の結果を踏まえ、これからの日本の教育の方向性を志向する先導的な研究実践で

あるとも言えます。

平成16年12月にOECD(経済開発機構)が2003年７月に実施した「生徒の学習到達度調査」（Ｐ

ISA調査)の結果を公表し、その結果、日本の生徒の学力は、「数学的リテラシー」「科学

的リテラシー」「問題解決能力」については上位であったが、「読解力ReadingLiteracy」

の得点がOECD平均程度まで低下をしている状況にあることが判明しました。

このPISA調査の結果を受け、文部科学省では平成16年12月にその対策を行うためにワー

キンググループを設置し、ＰISA調査における「読解力」の考え方を踏まえて、その向上を

行うための施策を行いました。この施策に沿って、文部科学省では、平成17年12月に、指

針となる『読解力向上プログラム』と『読解力向上に関する指導資料一PISA調査(読解力）

の結果分析と改善の方向一』を公表しました。

この二つには、「読解力」の考え方や、改善の具体的な方向性や、それに基づいた能力

育成の具体的な指導例が示されています。さらに、具体的な事例をもとに「読解力」を中

心としたカリキュラム編成を求めています。このカリキュラム構成は、教科国語にとどま

らず、学校教育における全ての教科にわたって行われるべきものでもあります。

この「読解力」に関する学力育成の方向性は、ＰISA調査で明らかになった学力を、どの

ように向上させることが出来るか、というこれまでの学力観とは異なった学力育成の方向

にあります。そのことは、『読解力向上に関する指導資料』に示されている7つの能力を、

学校教育全体を通して育成していくという、「読解力」をこれまでにない学力として提示

しています。

「読解力」に基づく新たな学力は、OECDが提起しているこれからの先進諸国において求

められる学力でもあります。この学力をこれからの時代の学校教育において、いかに育成

していくのか、ということが大きな課題となっています。この課題の解決に向けて、どの

ような授業を具体的に行えばよいのか、教科国語のみでなく各教科や総合的な学習の時間

にどのような授業を行うのか、ということの先導的な事例を提案し、ご紹介いたします。

平成18年3月

学力向上拠点形成事業・文部科学省委嘱「わかる授業実現のための

教員の教科指導力向上プログラム」研究会（国語）読解力向上プロ

グラムに係る「読解力向上のための指導事例集」作成委員会

委員長高木展郎
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学力向上拠点形成事業・文部科学省委嘱「わかる授業実現のための教員の

教科指導力向上プログラム」研究会（国語）諒解力向上プログラムに係る

｢読解力向上のための指導事例集」作成のための委嘱事業について

Ｉ「わかる授業実現のための教員の教科指導力向上プログラム」の実施について

「わかる授業実現のための教員の教科指導力向上プログラム」は、文部科学省初等中等

教育局長決定により、以下に示す趣旨と内容とによる調査研究である。

１．趣旨

児童生徒の学習意欲や知識・技能を活用する力の育成などの今日的な課題に対応し，

教員の実践的な教科指導力の向上を図るため，教育委員会と大学・教育研究団体等との

連携・協力による「教科指導力向上プログラム」を開発・実施することにより，「わか

る授業」を実現し，「確かな学力」の向上に資することを目的とする。

２．委嘱内容

本事業においては，

（１）教科別の効果的な指導方法及び評価方法等の開発（思考力，表現力，学習意欲など

を高める指導方法の開発，ＩＴの活用による効果的な指導方法等により教員の生産性

を高める研究など）

（２）教科指導力向上のための教員研修プログラムの開発

（３）教員養成段階のカリキュラムの充実

等の手法による「教員の教科指導力向上プログラム」の開発や同プログラムの実施を委

嘱する。．

上記の趣旨と委嘱内容とに基づき、学力向上拠点形成事業・文部科学省委嘱「わかる授

業実現のための教員の教科指導力向上プログラム」研究会（国語）読解力向上プログラム

に係る「読解力向上のための指導事例集」作成のための委嘱事業の委員会を設置すること

になった。なお、委嘱先は、横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総合センターであ

る。

Ⅱ学力向上拠点形成事業・文部科学省委嘱「わかる授業実現のための教員の教科指導力

向上プログラム」研究会（国語）読解力向上プログラムに係る「読解力向上のための指

導事例集」作成のための委嘱事業の委員会について

1．委嘱期間

委嘱を受けた日～平成１９年３月３１日

２調査研究のテーマ
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「確かな学力」の育成に関わる「読解力」向上のための研究

(小学校・中学校・高等学校国語科を中心とした全教科ならびに総合的な学習の時間）

３．調査研究の趣旨

児童・生徒に「確かな学力」を身に付けさせるためには、今日的な課題に対応しながら

「わかる授業実現」をしていく必要がある。そうした今日的課題の中でも大きな問題とな

っているものの－つに、ＰISA調査における「読解力」の育成がある。

このPISA調査の「読解力」については、文部科学省が平成17年12月に作成した「読解力

向上のための指導資料」があり、その有効活用を図っていく必要がある。そこで、本研究

においては、昨年度「読解力向上のための指導資料」に基づき作成した「読解力向上のた

めの指導事例集」の活用の仕方と、「読解力」がどのように身に付いているか調査した結

果と課題についてまとめた「読解力向上のための指導事例集の活用の仕方と読解力に関す

る課題」集を作成し、小・中・高等学校の各教科等における「読解力向上」のための授業

改善の推進に資するようにする。

４．調査研究の内容

（１）実施内容

①「わかる授業実現」推進委員会の設圃

「わかる授業実現」のための方策として「読解力向上のための指導事

例集の活用の仕方と読解力に関する課題」集作成事業を行う。その実

施内容についての企画立案，実践事例の開発調査、事業の成果報告書

の内容の検討等事業の実施にあたって必要な事項について審議するた

め，「わかる授業実現」推進委員会を設置する。

②「読解力向上のための指導事例集の活用の仕方と読解力に関する課題集」作成委員

会の実施

文部科学省が提唱する「読解力向上プログラム」の実現を図り、小

・中・高等学校の各教科等における「読解力向上」のための授業改善

の推進に資するために、「読解力向上のための指導事例集の活用の仕

方と読解力に関する課題」集作成委員会を設置して、必要な協議・研

究を行う。

③「確かな学力」育成のための先進地調査

「確かな学力」を育成するために先進地における学習指導方法やカリ

キュラムについての視察調査を実施し、「確かな学力」に関する現場

の教員の意識等について調査を行う。

④「読解力向上に関わる学習状況調査問題」の作成と調査

「読解力」を身に付けるための７つの授業改善の方向をもとに、「読

解力向上に関わる学習状況調査問題」を作成し、実施した結果をまと
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める。そしてその結果をもとに「読解力」を身に付けさせるための「わ

かる授業実現」のための課題を探る。

⑤「読解力向上のための指導事例集」の活用を目的とした研究発表会の開催

「読解力向上のための指導事例集」の活用を目的とした研究発表会

を開催する。同時に、「読解力向上に関わる学習状況調査問題」によ

る調査結果を発表する。

⑥「読解力向上のための指導事例集の活用の仕方と読解力に関する課題集」の作成

国語科を中心としながら、全教科にわたる「読解力向上のための指

導事例集の活用の仕方と読解力に関する課題」を作成する。

上記「４．調査研究の内容」の「（１）実施内容」にしたがって、本年度は、以下の

内容について実施した。

①「わかる授業実現」推進委員会の設極

②「読解力向上のための指導事例集の活用の仕方と読解力に関する課題集」作成委員
会の実施

③「確かな学力」育成のための先進地調査

④「読解力向上に関わる学習状況調査問題」の作成

上記内容を実現するための委員会を以下のように開催した。

平成18年１月23日第１回

学力向上拠点形成事業・文部科学省委嘱「わかる授業実現のための教員の教科指

導力向上プログラム」研究会（国語）読解力向上プログラムに係る「読解力向上

のための指導事例集」作成委員会

1．趣旨：文部科学省は、平成17年12月に、「読解力向上プログラム」を策定す

るとともに、同プログラムに示した指導資料を「読解力向上に関する指導

資料」として併せて作成した。今後同プログラムを効果的に実現するため、

本指導資料に基づき、国語科を中心にした「読解力向上のための指導資料

集」を作成し、もって、同プログラムの実現を図るとともに、小・中・薇

等学校の各教科等における読解力向上のための授業改善の推進に資する。

２．内容：

（１）ＰISA型読解力向上を図る授業提案を中心とし、最低必要限の解説や資料

を加える。

（２）「読解力向上のための指導資料」の指導例の具体化又は指導例を踏まえた

授業実践を工夫する。
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(３）小・中・高等学校における読解力向上のためのカリキュラム編成のための
０ 

解説や資料．、指導例を作成する。

３．実施上の留意点

（１）思考力、表現力、学習意欲を高める指導方法を開発すること。

特に、学力の質的充実のための取組をどのように行っていくのか。さら

に、思考力、表現力、学習意欲を実際にどうやって高めるのか､､効果的な

指導方を整理する。

（２）プログラム実施前と実施後の状況の比較など、現状と取組実施後の改善

状況の定量的な把握を必ず児童生徒へのアンケート調査を実施すること。

特に、実態について定量的に経年比較を行い、実証的数量的な研究成果の

提供を行うように工夫すること。（平成18年度）

（３）ＩＴの活用による効果的な指導方法の開発など、教師の朱塵挫を高める研

究も実施すること。

例えば、電子黒板の活用により、漢字や計算等の知搬・技能の効果的な習

得が可能ではないのか。こうしたことも研究する必要がある。

（４）教科指導力向上プログラムが空理空論にならないよう工夫すること。

上記委員会が作成した指導例が、本研究集録としてまとめたものである。

このＩＩＰ例集作成に当たっては、次の趣旨に添って内容を記述している。

平成17年12月に文部科学省から出された『読解力向上プログラム』『読解力向上に関す

る指導資料一PISA調査(読解力)の結果分析と改善の方向一』とによって、これからの時代

に学校教育で重視する「読解力」の内容が、具体的に提示された。

特に、『読解力向上に関する指導資料一PISA調査(読解力)の結果分析と改善の方向一」

には、読解力を高める以下のような指導例が示されている。

１指導の改善の方向

(2)改善の具体的な方向

教科国語を中心としつつ、各教科、総合的な学習の時間等を通じて、次のような方向

で、改善の取組を行う必要がある。

テキストを理解・評価しながら読む力を高めること

テキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること

様々な文章や溢料を読む機会や、自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実す

ること。

２読解力を高める指導例

１の「指導の改善の方向」を踏まえ、指導のねらいをア(ア)～ウ(イ)まで7つに分類
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する。その上で、教科国語を中心としつつ、各教科や総合的な学習の時間における指導

例を示す。

（１）指導のねらい

アテキストを理解・評価しながら読む力を高めること

（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

（イ）評価しながら読む能力の育成

（ウ）課題に即応した読む能力の育成

イテキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること

（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

（イ）日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成

ウ様々な文章や資料を読む機会や、自分の意見を述べたり書いたりする機会を充

実すること

（ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

（イ）自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

本事業では、上記7つに分類した指導例に基づき、実践を行っている。

ｎ次年度に行う予定の事業内容

次年度は、「読解力」が生徒にどのように身についたのか、ということを具体的に評価

するため調査を実施する予定である。そのための調査問題の開発と、調査の実施とを行う。

また、それまでの成果をもとに公開授業研を含めた研究発表会の実施を行う予定である。

そのために、先述した「４．調査研究の内容」の「（１）実施内容」にしたがって、以

下の内容について実施する予定である。

④「読解力向上に関わる学習状況調査問題」による調査の実施

⑤「読解力向上のための指導事例集」の活用を目的とした研究発表会の開催

⑥「読解力向上のための指導事例集の活用の仕方と読解力に関する課題集」の作成

：： 

読解力向上のためのｷ旨導事例集目次

１はじめに委員長高木展郎Ｐ．１～Ｐ６

２実践事例

Ｉ小学校Ｐ．７～Ｐ．２７

Ⅱ中学校国語科Ｐ．２９～Ｐ．６１
m中学校国語以外の教科Ｐ．６３～Ｐｇｇ

Ⅳ高等学校Ｐ１０１～Ｐ、１１５
３資料「読解力向上に関する指導資料

～PlSA鯛査（醗解力）の結果分析と改善の方向～」より抜粋
Ｐ、１１７～Ｐ１２１

４委員・執筆者一覧Ｐ、１２２

i……..….….….………..….…...…..............…….….…....…...........….........................................………...……...….……….…......….ｊ 
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国語・小３

レビューを書くために説明的文章を読む

ア（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

１身に付けたいカ

レビューを書くという目的をもって説明的

文章を読み、読んだことに対して自分の考え

をもつ力を育てる。

書き方をしたのかという意図にも気付かせて

いきたい。

５単元・題材について

レビューを書くという目的のためにテキス

トを読み、理解していく。レビューづくりは、

様々な条件が付けられた活動である。本の内

容の紹介や感想、批評などを、百字程度の中

で書かなければならない。そのため、伝えた

いことを言葉を選んで表現する必要がある。

ここに、学習の目的が生まれる。本の内容を

キーワードを押さえて短くまとめたり、批評

するために読んだりすることに対して、必然

性のある学習を行うことができる。

ここでは、レビューに譜<自分の考えをも

つために、次のようなプロセスで比べ読み活

動を行う。

①説明的文章と文学的文章を読み比べて、

説明的文章の特徴をつかみ、それについ

て自分の考えをもつ。

②教材文と関連資料の情報を比べて、筆者

の情報選択の意図について自分の考えを

もつ。

③関連資料の表現の仕方と教材文を比べて、

筆者の表現の仕方について自分の考えを

もつ。

２主たる評価規準

文章を読んでまとめた自分の感じ方や考え

と、他の人との考えとは違いがあることに気

付いている。

３単元・題材名

本のレビューを書いて、自分の考えと友達

の考えを比べよう

４指導のねらい

○目的に応じてテキストを理解する。

本のレビューを響くという明確な目的を設

定し、その解決のためにテキストを読み、自

分の考えをもつ力を育てたい。

○筆者の表現意図を解釈する。

説明的文章をテキストとして、筆者の表現

意図を解釈する力を高めたい。それには、教

材文だけを読んで考えるよりも、他の作品と

比べて読むことによって、筆者の意図が解釈

しやすくなる。３年生という明確な対象に書

かれた教材文と、ある程度幅をもたせた対象

に向かって書かれた作品を比べて読む。比べ

ることで情報の壁や表現の仕方も異なる二と

に気付かせる。同じ筆者が同じテーマで書い

た本を比べれば、その違いは一層はっきりす

る。また、筆者の表現の仕方やなぜこういう

６使用するテキスト

教科書の教材、連続型テキストである説明

的文章「すがたをかえる大豆」（光村図譜３年

生下）を主たるテキストとする。写真と絵だ

－８ 



けのページもあり、このページと内容とのか

かわりを考えることもできる。

また、比べ読みをする対象として、大豆や

大豆の加工食品について書かれている関連図

書を取り上げる。ここには、文字情報だけで

なく、大豆の加工の仕方の説明を図で表して

いるものもある。それらから必要な情報を取

り出す力が要求される。その他、教材文と同

じ筆者が同じテーマで書いた作品、出版社の

ホームページ（レビュー、内容紹介など)、同

じ題材（大豆）・テーマ（大豆が姿を変えてい

る）で書かれている文学的文章など多様なテ

キストから必要な情報を読み解く学習を行う。

自分は何が書けて、何が書けなかったの

か、また、何をどうすればよりよいレ

ビューになるかについて考えるようにす

る。よりよいレビューを書くために説明

的文章を読むという目的意識をもつこと

ができるようにする。

(2)既習の説明的文章で作成したレビューの

モデルを３例示すようにする｡その中に、

筆者の表現に対するコメントを載せ、筆

者の立場を意識することができるように

する。

(3)最後に書いたレビューを友達と読み合

い、互いの考えの違いに気付くようにす

る。

(4)学習の初めに、レビューを書くときに役

立つ語棄を表にして示し、感想や意見を

表現しやすくしておく。

７授業の実際(7時間扱い）

（１）レビューの例を読み、レビューとは何か

の大体をつかむ。

(2)教科書の説明的文章を読みレビューを書

く。

（３）レビューの例と自分が書いたレビューを

比べ、課題をはっきりさせる。レビュー

を書くために読むという目的で学習計画

を立てる。

(4)教科書の説明的文章と文学的文章を比べ

て読み、自分の感想をもつ。

(5)教科書の説明的文章に書かれていること

のほかにも大豆の加工食品があるかを資

料から探す。

・同じ筆者が同じ題材（大豆）で書いた

別の資料から探す。

・大豆について護かれている関連図書か

ら探す。

(6)教科書の説明的文章と関連図書の表現の

仕方を比べて、自分の考えをもつ。

(7)レビューを書き、初めに書いたものと比

べる。

ｇまとめ

説明的文章は、形式段落に分け、要点をま

とめていくという、これまでのパターン化し

た学習から意繊を変えていく必要がある。こ

の学習を通して、筆者の表現の意図に気付き、

「筆者は３年生にも分かる表現にしている｡」

「筆者は３年生が作れる食品を選んでいる｡」

「筆者は、大豆はすごいということを伝えた

くてこの作品を書いた。」ということをレ

ビューに書くことができた。

レビューを書くという活動は、日常の読書

活動とつなげることができる。実際に、校内

の図書館に読んだ本のレビューコーナーを設

囮したり、校内のネットワークに載せたり、

出版社のホームページに送ったりするなどの

実際の活動場面を設定したい。その際、本を

読むときの参考になったかどうかなど、レ

ビューを読んだ人の反応を受け取ることが大

切である。読むだけでなく解釈したことを表

現する力を育てるために継続することが必要

である。

（安富江理）

８この授業を行う際のポイント

(1)学習の初めにレビューを書き、レビュー

の例と比べる。そうすることによって、

－９－ 



国語・小６

筆者になったつもりで資料を選び、説明を書き加える

ア（イ）評価しながら読む能力の育成

１身に付けたい力

説明的文章に、必要な資料や説明を書き加

えることで､評価しながら読む能力を高める。

５単元・題材について

「エネルギー消費社会」は、環境問題を扱

った内容であり、筆者は、エネルギーの効果

的な利用を呼びかけている。

本テキストの特徴は、「世界の気温の変化」

「二酸化炭素のう度の増加」（折れ線グラフ）

「増えていくごみの量とその内訳」（折れ線

グラフと円グラフ）等、グラフなどが多く使

われていることである。そのため、内容を理

解するには、グラフなどの非連続型テキスト

を読む必要が生ずる。

また、以下の理由から、他からの資料を取

り入れやすいテキストと考える。

・もともと原文を再構成した教材であるか

ら、筆者の意図がよりよく伝わると考えら

れる資料（グラフなど）とその説明を挿入

しても､全体の文脈を損なう心配が少ない。

・原文が発行されてから20年程経ち、データ

が古くそのまま使うことができない。

・発行時と社会状況が大きく変わっている。

児童は筆者の立場に立ち、図やグラフに着

目しながらテキストを読み進める。そして、

最後にまとめとして、自分だけの「エネルギ

ー消費社会」の本を完成させる。

出典：「エネルギーをかんがえる－浪費社会

をこえて」（高木仁三郎・1986年・岩崎書店）

２主たる評価規準

より説得力のある文章にするために、テキ

ストの情報の確かさや、表現の妥当性を吟味

している。

３単元・題材

筆者になったつもりで資料を選び、説明を

書き加える－わたしだけの「エネルギー消費

社会」の本を作ろう－

４指導のねらい

これまでの説明的文章の指導は、主に内容

の正確な理解を目的として行われてきた。内

容を肯定的にとらえて読むだけでは、読解力

は身に付いていかない。

そこで、筆者の立場に立ってテキストを読

むことで、読解力を身に付けさせたい。筆者

の立場に立って読むことは、これまでも文章

構成や文末表現の工夫等を考えることを通し

て行われてきた。今回はそれらに加え、次の

言語活動を通して評価しながら読む力を身に

付けさせたい。

・テキストに示されている図やグラフを読

み、それらを示した理由とそのことの効果

を考える。

・教師が提示した複数の資料の中から、筆者

の意図がよりよく伝わると考えられるもの

を選択し、その資料の説明を響く。

６使用するテキスト

．「エネルギー消費社会」（説明的文章）

（学校図譜６年下）

.「製品別古紙利用率」（棒グラフ）「発電別

二酸化炭素排出量」（棒グラフ）等のエネ

10 



ルギーが効果的に利用されていることが分

かる資料（教師が準備する｡）

資料は、テキストの文脈から「自然エ

ネルギーに関するもの」「ごみのリサイ

クルに関するもの」の二つの視点から選

択するとよい。

(5)「＜見出し例３＞本当の豊かさへの道」

について自分の考えをもつ。

･これまで学習してきたことを振り返り、考

えを発表し合う。

･作成したワークシートを整理し、本にして

仕上げる。

７授業の実際（9時間扱い）

（１）「エネルギー消費社会の本を作ろう」

と呼びかけ、興味付けを図る゜

（２）文章構成を考え、大きなまとまりごと

に見出しを付ける。

＜見出し例１＞エネルギーの浪費による影響

く見出し例２＞エネルギーの効果的な利用法

く見出し例３＞本当の豊かさへの道

（３）「＜見出し例１＞エネルギーの浪費に

よる影響」を読み、ワークシートに記入

する。

①事実と意見、筆者の工夫。

②図やグラフから読み取れること。

③さらに必要と考える図やグラフ。（テキス

トの情報の確かさや、表現の妥当性を吟味

する｡）

＜ワークシート例＞

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）教師が本テキストの原文を読むこと。

教科書は新しいデータで示しているこ

と、教材は原文を再構成したものである

こと等が分かる。これらは、教師の読解

力を高めることになる。

(2)筆者の意図がよりよく伝わるような資

料を選択し、その説明を脅かせる。その

ために必要な資料を教師が準備してお

く。

（３）児童に提示する資料は、以下の理由か

ら「＜見出し例２＞エネルギーの効果的

な利用法」に絞った方がよい。

・教師が事前に準備しておく資料が、インタ

ーネット等から入手しやすい。

･児童が選んだ資料とその説明文を、テキス

トのどこに挿入するか、その場所を児童自

身で見付けやすい。．

（４）「＜見出し例２＞エネルギーの効果的

な利用法」を読む。

.（３）の①～③に従って学習を進める。

・教師がインターネット等で複数の資料を準

備しておき、児童たちに提示する。児童は、

さらに必要と考えた資料を選び、その資料

の解説と解説を書き加えたことの効果を書

く。（テキストの情報の確かさや、表現の

妥当性を吟味する｡）

＜準備する資料の例＞

・太陽熱機器利用における代替エネルギー効

果

・日本の古紙利用率・回収率推移

ｇまとめ

小学校高学年になると、説明的文章に図や

グラフ等が挿入されることが多くなるが、そ

れらを意識的に読む児童は少ない。それらか

ら読み取れることは何かを考え、本文とつな

げて読む。そして、さらに説得力が増す資料

を選び、その説明を書き加える。説明を書き

加えたことの効果を考えることを通して、評

価しながら読む能力が高まっていくと思われ

る。（中村弘志）

11 



１身に付けたい力

昆虫の生態について興味をもち，実際に観

察したり，科学図鑑や科学読み物を比べ読み

したりすることで，目的に応じて，説明文を

読み抜く力を育てる。

まりや相互の関係を捉えるには，分かりやす

い展開となっている。

しかし，この「問いかけ」は，筆者が対象

をどのようなカテゴリーで捉えているのかに

よって，当然大きく変わってくる。

例えば，「①本当に，ありは行列をつくっ

ているのか」「②あり以外に行列をつくる生

き物はいないのか」「③なぜ，ありは行列を

つくるのか」「④ありは，本当に，ものｶｺﾞよ

く見えないのか」など，数え切れない程の問

いかけが生まれてくる。

その中から，「なぜ筆者は，この問いかけ

を選んだのか｡」「自分だったら，どう問い

かけるか｡」といった，多様な考え方を育て

るのに,本教材と他の図書資料の比べ読みは，

効果があると考える。

２主たる評価規準

「問いかけ」の段落と答えの段落の相互関

係と，その他の段落の役割を考えながら読ん

でいる。

３単元・題材名

昆虫のふしぎ，問いかけ集を作ろう

４指導のねらい

従来，説明文では，目的意識のないまま，

文章の始めに投げかけられる「なぜ，・・な

のでしょう。」の問いかけの答えを，文中か

ら探すような読みをしがちであった。

説明文における問いかけが，読者の興味を

惹きつけるためにとられる手法の一つである

ことを考えれば，本来は，その答えを探すの

ではなく，「自分ならば，こう問いかける，

こう答える」という考えをもって，読み進め

られるべきであろう。

今回は，対象となる昆虫のカテゴリーに着

目し，様々な問いかけを考え出す力を育てた

い。

６使用するテキスト

「ありの行列」（光村図書３年）

「アリに知恵はあるか？」（偕成社）他

今回，比べ読みに使用した科学読み物は，

昆虫の生態に対する記述だけでなく，筆者の

疑問にそって内容が展開されている。また，

科学絵本は，昆虫を擬人化することで，より

親しみやすさを与えている。こうした表現の

違いを意識させることが読みを多様化する。

つまり，ひとつの昆虫に対しても，対象の

カテゴリーに応じて表現様式は変わり，様々

な説明の仕方が可能になることを，児童に示

すことができる。自分が何を目的として読も

うとしているのか，どのように説明しようと

しているのかを明確にすることの重要性を伝

えることができるテキストである。

５単元・題材について

中心教材「ありの行列」は，中学年で出て

くる本格的な説明文の一つである。

文章構成としては，問いかけ－事例一答え

‐補足の順で内容が展開し，段落ごとのまと

1２ 



７授業の実際（９時間扱い） しておき，常時，並行読書ができるよ

うにする。

（３）段落構成の分析については，問いか

けに対して，「どのように答えを導こ

うとしているのか・どうやって答えの

正当性を説明しようとしているのか」

に視点を当てるようにする。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）児童の読みの目的が重要である。日

常，当たり前のように目にする【あり

の生態】について，改めて様々な視点

から見つめ直し，その「あり」のこと

が，読み物によってどのように描かれ

ているのかを探る試みは，児童の興味

を喚起する。それだけでなく，児童の

読みの目的が明確となり，筆者の手法

に対して自分の考えで論ずるきっかけ

を生むことになるであろう。

（２）読み手に問いかける文を考えること

で，説明文の榊成や筆者の意図を読み

とる力を育成することができる。

筆者の伝えたい事柄（主題）が明確

になっているのが，説明文である。「そ

の主題を，読み手にいかに理解させる

か」をねらいとして，文章は構成され

ている。

つまり，いかに問いかけるかによっ

て，読みの目的が絞られるのである。

その「問いかけ」を考えることは，自

己の主張したいことを端的に表す能力

の育成にもつながることが期待できる。

（１）学習課題設定の際，既習学習の説明

文の問いかけの部分を取り上げ，よく

見られる手法であることを確認してお

く。

川Ⅲ
ｐ 
－ 

ｒ１]’ 
ｇまとめ

筆者の意図を読み取ることだけをねらって

説明文を読んでいては，児童に読みの本質を

学ばせることにはならない。重要なことは，

何を目的とした段落分析であるのかを，しっ

かりと児童一人ひとりが理解していることで

ある。こうした学習の積み重ねが，必要な傭

報を選択する力の育成につながると考える。

（弓場｝煩枝）

く第三次調べ学習用ワーク〉

（２）ありや昆虫に関する科学読み物や図

鑑などは，学級文庫にコーナーを設定

1３－ 

次 時 主な学習活動

１ 

２ 

３ 

①花域にいるアリの様子を撮影.し

たビデオを見て，知っていること

を出し合い，整理する。

②「なぜ，ありの行列ができるの

でしょう」と「ありはなぜ行列す

るのでしょう」の問いかけの違い

について考え，答えを予想する。

③二つの問いかけの違いに着目

し，学習課題を設定する。

４ 

５ 

６ 

７ 

⑤教科書教材「アリの行列」を読

み，問いかけと答えを書き抜く。

⑥「クロクサアリのひみつ」を読

み，問いかけの答えを考える。

⑦「ありの行列」の段落櫛成につ

いて話し合い，もう一つの読み物

の榊成も分析する。

＝ 
￣ 

８ 

９ 

⑧その他の科学読み物を読んだ

り 自分で調べたりして ｢昆虫

のふしぎ・問いかけ集」を作る。

⑨自分のふしぎを発表する。



国語・小６

言葉の決まりを調べ，「正しい日本語」を使って話そう

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

１身に付けたい力

辞典や事典を生かした調査活動を行い，猶

得した言語知識を正しく活用することを通し

て，自分の考えを表現する力を育てる。

言語生活を様々な視点から振り返ることがで

き，忘れがちな「言葉のきまり」を再認識で

きるような構成になっているものが少なくな

い。

こうした点を生かし，個々にしっかりとし

た課題を持たせ，調査活動を進めることで，

自分の言語生活を見直すだけでなく，他の人

たちへも注意を促す取り組みへとつながるこ

とが期待できるであろう。

２主たる評価規準

調査活動の成果や結果をもとに，課題に対

する自分の考えを，効果的にまとめている。

３単元・題材名

「正しい日本語」という題でスピーチをする ６使用するテキスト

「わたしたちの言葉」（光村図書６年）

「まちがいだらけの言葉づかい」ポプラ社

｢ことわざ辞典」小学館

４指導のねらい

私たちが，日常生活で常用している言葉や

文には，適切でない使い方や意味が暖昧にな

っているものが多く見られる。そうした言語

の意味や活用について疑問を持ち，自分なり

に課題解決の方法を探ることは大切である。

ここでは，児童が，聞き取りや図書資料の

選択などを通して情報収集し，必要なことを

集約した上で．原稿にしていく過程を重視し

ながら情報活用能力も高めたい。

ことわざ辞典は，その目的に応じて多様な

活用方法が考えられる。特に，意味把握に限

らず,例文や類語の類も紹介されている点が，

発表原稿の構成を考える上で大変参考にな

る。また，「まちがいだらけの言葉づかい」

は，反対に，間違った言い回しの例を紹介し

ながら，本来の意味や使い方について説明を

加えており，双方を比較しながら読んでいく

ことで，自分の考えや内容構成が明確になっ

ていくであろう。

その結果として，今まで，どの言葉をどの

ように使ってきたのかを分析し，正しい使い

方へと導くスピーチ原稿が構成されていくと

考える。引用についても，必要箇所を絞り，

的確に書き抜くことができるようにしていき

たい。

５単元・題材について

中核教材「わたしたちの言葉」は，いくつ

かの事例を紹介しながら，児童に課題を選択

させる形式をとった文章構成になっている。

児童が，日常，違和感なく使っている言葉

に焦点を当てることで，興味をもたせ，課題

選択への意欲を高めることができる。

同様に,課題解決に活用する辞典や事典も，

1４－ 



７授業の実際（9時間扱い） （１）テキスト（情報）として，メディアや

漫画なども取り入れる。

児童の言語生活を左右する媒体の一つに，

テレビや漫画が考えられる。その中で使用さ

れる言葉の意味や正当性を調査する活動は，

自身の言語認識を振り返る上でも価値がある

と考える。さらに，調査した言葉の本来の意

味や語源を知ることで，日本語の歴史や外来

語と日本文化の関わりなどに関して興味を高

めるきっかけにもなることが期待できる。

（２）調査報告書をスピーチ原稿へ生かす。

調査結果をどのような表現にまとめさせる

かは，「身につけさせたい能力は何か」とい

うことと大きく関係してくる。

今回は，読解力の一つとして，児童の引用

力・要約力の育成に力点をおいた。それぞれ

の資料から情報収集した結果を，より的確に

しかもコンパクトに表現させたいと考え，報

告書を一枚のリーフレットに作成させること

にした。

また，その内容を４００字程度のスピーチ

原稿に書き換えさせることで，主張が一層明

確になるようにしたいと考えた。

ｇまとめ

言葉は,生活の中にあふれている。そして，

日々変化している。時代が言葉を創り，言葉

が時代を反映することも事実であろう。

その一語一語やきまりについて，「何が正

しいのか，語源はどこにあるのか，根拠は何

か｣等を児童自らが課題探究していく活動は，

非常に楽しいものとなることが予想できる。

その手だてとして，多くのテキストを準備

することが教師の役割とも言える。さらに，

いくつかの場面で引用する力や要約する力の

育成を繰り返すことにより，テキストを利用

して自分の考えを表現する力を伸ばすことが

できると考える。（弓場順枝）
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<第二次調査報告下書き用ワーク〉

Ｂこの授業を行う際のポイント

1５－ 

次 時 主な学習活動

１ 

２ 

①「間違った言葉づかい」に関す

るテレビ番組を視聴し，自分の経

験を出し合う

②中核教材「わたしたちの言葉」

を例に取り上げ，使われている場

面について話し合い，『見直そう，

私たちの言葉』という学習課題を

立てる。

－ 

－ 

－ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

③自分が日頃使っている言葉の意

味を辞典などで再調査する。

④自分の調べたい言葉を決め，課

題と調査方法を考える。

⑤聞き取りや図書資料などで調査

活動を行う。（含課外活動）

⑥調査結果をもとに，調査報告書

を作成する。

⑦報告書をスピーチ原稿に書き換

え，シミュレーションをする。

⑧スピーチ原稿を仕上げる。

⑨スピーチ大会を開く。



総合・小６

他者の読書生活に学ぶ「私の読書生活」

イ（イ）日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成

１身に付けさせたい力

友達、家族、中学生、シニア世代の読書生活

を知ることで､自らの読書生活をより豊かに構

築する力を高める。

６使用するテキスト

読書アンケート

友達の読書についての作文

フ授業の実際（９時間扱い）

（１）友達の読書生活

以下の子どもの作文を導入とし､各自が読書

生活をふりかえるよう単元の流れを知らせる。

２主たる評価規準

自分の読書生活を他者とに比較によって､改

善しようとしている。

「自分の読替生活はどのように変わったか」

一月ごろから私はよく市立図轡餉へ行くようになりまし

た。いつも三冊ぐらい借りるけど、本当は十冊まで借りら

れるので、もっと借りたいです。

なぜ、本を醜むようになったかというと、「読替通桜」が

始まったからです。読書通帳を目標にしているので、「あっ

説まなきや」と思って、ついつい腕んでしまうのです。

（中略）

一日に－回は醜ひょうになりました。今、図瞥室に「ミ

ステリーランド」というシリーズの「ぼくと未来歴の夏」

という本があります。長くて３０２ペ_じもあったけど面

白くて、私は全部読めました。みんなも、できる人は長い

本に挑戦してみてください。「ミステリーランド」をおすす

めします。

３単元・題材

「私の読書生活」

４指導のねらい

読書の指導は､読み聞かせやプックトークな

ど直接本にふれさせるものや､読書記録や文庫

作りなど読書環境に係わるものを年間の活動

の中で、随時行っていくことが必要である。

また、４年生になるとメタ言語、即ち自分の

言語活動を見つめたり、計画を立てていったり

する活動そのものが､言語活動を向上させる要

因となる。

本単元では､読書をテーマに身近な人々に係

わっていくことで､自分の読書生活の特徴がと

らえられ、つかみやすいものになると考えた。 作者に返事を書くつもりで､各自に読書生活

をふりかえらせる。その中で、４月から読んだ

本で「好きな本ベスト５」を選定させる。

（２）読書生活調べの計画

友達だけでなく、身近な人の読書生活を調べ、

そのよさを自分の読書生活に取り入れようと

投げかける。

子どもから出た身近な人は.家族・中学生・

読み聞かせをしているシニアボランティア･他

となった。

５単元・題材について

メタ言語、自己評価の能力の伸張は、４年生

あたりから急速についてくる。

低学年の認識力から成長し、自他の違いや量

的､質的な差異を認識できるようになってくる。

こうした発達上の特質を踏まえて、自らの読

書生活を見つめさせることで､子どもの読書生

活は豊かになると考える。

1６－ 



（３）アンケート作り

身近な人に予め訊ねたいことをアンケート

にして、答えてもらうことを伝え、質問項目を

考えさせる。

アンケート項目

○読譜する時間と場所

○いい本の見つけ方

○読んでみて、つまらなかったらどうするか

○４年生の時の好きな本

○図譜館・本屋・古本屋にどのくらい行くか

○本と漫画どちらが好きか

○本の備報交換をしているか

○読むようになったきっかけ

以上の項目を基本とし、独自質問も設けさ

せた。

（４）中学生の読欝生活

総合的な学習の時間で職業体験を行う中学

生に、アンケートをしてもらい、教室に招き入

れた。

「本を読むことが好きではない人にアドバイ

スをしよう」というテーマで話し合いを行った。

簡単な本でもいい本がある｡難しい文字があっ

たら人に聞けばいい｡本の具体名を挙げてすす

めるなど、実感的なアドバイスがあった。

子どもたちは、アンケートから、中学生にな

ると読む時間が少なくなることを読み取った。

子どもたちの話を聞いた中学生に授業のし

めくくりとして､読祷についてのスピーチを頼

んだ.

すると、－人の女子中学生が「本は必ず読ま

なくてはいけないものではないと思う。無理し

て読むということは、その本がかわいそうだ。

みんなには､自分が読みたいものを読みたいと

きに読んでほしい」というスピーチをした。

これを聞いた子どもたちは､杓子定規な読書

すべき論ではなく、いっそう読書への意欲を駆

り立てられたように感じた。

（５）家族の読書生活

家族にもアンケートを依頼し､家の人はどの

ような読書生活を過ごしているかを調べさせ

た。

教室で､そのアンケート結果を見ながら読瞥

への思いをまとめた。

お母さんが一日に醜む時間は４０分ぐらいで、ほとん

どが施車の中。脇んでいるのは小説や賞をとった本だそ

うです。仕珈先では回覧されてくる雑防などを読むそう

です。新聞は１５～３０分。未来に醜みたい本は特になく、

ぼくには証みたい本をどんどん醜めばと言っていまし

た。４年生の時は「シャーロックホームズ」「小公子」な

どを跳んでいたそうです。（後略）

ぼくも．醜みたい本をどんどん探して跣みたいです。

（６）シニア世代の読書生活(２時間）

本校では、休み時間に地域のシニア・ボラン

ティアが図譜室で読み聞かせを行っている。

子どもたちも顔見知りであり、時折低学年と

一緒に読み聞かせを聞いている。そこで、この

シニア世代にもアンケートをとり、さらにディ

スカッションの場を設定した。

（７）私の読鵜生活(２時間）

これまでの他者からの学びを､これからの自

分の読書生活に生かすことをまとめさせる。

Ｂこの授業を行うポイント

アンケート項目を自ら作っていくことによ

って、答えを読むだけでなく、その理由や背紫

を知りたくなる学習となった。

ｇまとめ

子どもにとってメタ言語として読書生活を

ふりかえることは思いの外､高度な活動である。

しかし､身近な人と係わることが学習の見通し

を分かりやすいものとした。（新垣英一）
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国語･小３

読んでいる間に心にひらめいたものを大切にし，その感想を語り
本の楽しさを友と共有する。

ウ(ア)多様なテキストに対応した読む能力の育成

ｌ身に付けたい力

実生活における子どもの読謹活動を一層

推進していくために，題名読みや目次読み，

そして比べ読みや重ね読みなど,多様なテキ

ストに対応した読む能力の育成を図る゜

５単元・題材について

「エルマーのぽうけん」「エルマーとりゅ

う」「エルマーと１６ぴきのりゅう」（福音館）

３冊のシリーズを扱う。読書単元の導入で

は，主人公エルマーやりゆうへの興味，そし

て学習活動への関心を高めるために,クイズ

やアニマシオン等，ガイダンスの工夫する。

次に，どの子にも読んでいる間に心にひら

めきがもてるよう「手引き」を準備するとと

もに,グループを単位として個の言語活動を

十分に保障をする。また，グループでの話合

いが機能する手立てを識じる。

【目次のⅢね醜み】最後に，選択教材（教科

２主たる評価規準

自覚的な読みの能力を育成するために，

「同じシリーズの本」を読む中で，まとめた

自分の感じ方や考え方と他の人との感じ方

や考え方とは違いがあることに気付いてい

る。

３単元・題材名

「本ってこんなに楽しいよ」

～ぼくの（わたしの）エルマー紹介～

書教材のみ・いずれか－冊，

数冊など）グループで，ク

イズ・絵・ペープサート・

寸劇などにしての“紹介の

会,,を通して読書の楽しさ

を味わう。

４指導のねらい

知識や技能が生活に生きる力として転移

するためには，読欝では，場面や段落で区切

り詳細な読解をすることばかりではない｡多

様なテキストとの出合いを大切にし，さまざ

まな読み方を子どもに獲得させていく必要

がある。

例えば，比べ読みや重ね読み，調べ読み，

中でも結論から先に読む，目次読み，見出し

読み，そして斜め読みなどでは，－冊の本を

まるごととらえ摘読していくことの楽しさ

を子どもたちに味わわせたい。「すじ」とか

「どういう人物が描かれているのか」という

問いを避け，「休ませ楽しみを得る読書があ

ること」を知らせたい。

また,－冊の本であってもその人の既有経

験・見方・考え方が違うように，感じ方や受

学習後もファンタジーへの誘いとともに

情報（映像・ｗｅｂ含）交流，そして個の読

書生活につなげていく働きかけを行う。

６使用するテキスト

テキストの中の文字言語ばかりでなく，表

紙のイラストや題名，目次のイラストや文言，

テキストの挿絵など,視覚的な非連続型テキ

ストも対象とする。また，冒険地図は，シリ

ーズを重ねて読んでいくことへの興味付け

となり得る。本テキストでは，作者のﾙｰｽ･ス

タイル･ｶﾞﾈｿﾄと挿絵画家ﾙｰｽ･ｸﾘｽﾏﾝ･ｶﾞﾈｯﾄは親

子であり，挿絵とお話を重ねて読むことでそ

のテーマ性がうかがえたり，読み深めたい視

点が見えてきたりするという特性もある。

1８－ 
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 ８この実践を行う際のポイント

いずれも正解を問うのではなく，根拠を話

し合うことを大切にして取り組む。

(1)題名(表紙)読み

エルマーは見た目どんな男の子で何歳？

お話の内容がよく分かる題名は？

(2)目次読み

挿絵と目次で３冊とも同じところは？

話の内容が分かる目次は？

(3)表紙・目次・冒険地図合わせ

表紙と目次と冒険地図合わせをしよう。

必ず根拠を付けて説明しよう。

「理由は，～だからです」

(4)心のひらめきを得る「手引き」

どの子どもも読む中で心のひらめきをも

てるように「手引き」を工夫する。

・エルマーの勇気

こわいだろう，しんぼうづよいな，わたしだった

らにげだしたくなるのに.．

・エルマーの知恵・ユーモア

すごくかしこい，よく考えたな，思わずわらいだ

してしまいそう

・その様子が目に浮かぶ

きれいだろうな，かわいいだろうな，きもちわる

いだろうな，こわいだろうな，つらいだろうな

(5)紹介する様式の明確化

どの子も話したくなるような「話し出

し」の手引きを準備する。

・わたしが紹介する本は「エルマーの○

○○」です。冒険地図を使ってたいへ

ん好きな場面をお話します。

・この本を読んでいて思わず笑い出し

てしまいました。それは，こういう理

由からです。

・１６ぴきのりゅうの家族を紹介します。

女の子は６匹，男の子は７匹，それに

ポリスとお父さん，お母さんです。

女の子のりゆうの名前は・・・等

ｇまとめ

多様なテキストを自覚的に読み，理解し，

利用する能力は,実生活を送る上でかかせな

い能力である。（永池啓子）
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園藷・小６

調べたことをもとに，討論会で表現する

ウ（イ）自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

１身に付けたい力

「カラス問題」について調べた多様な資料

を，様々な視点，違った立場から多面的に読

み取り，討論会の活動を通して，自分の考え

を表現する能力を高める。

教科等の内容としては，国語科「共通理解

や問題解決，新たな考えを生み出すために互

いの意図や考えを積極的に出し合う」ことを

重視すると同時に，総合的な学習の時間の「自

ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体

的に判断し，よりよく問題を解決する資質や

能力を育てる」こと，理科「生物と環境とを

関連付けながら調べ，見いだした問題を多面

的に追及する活動を通して，生命を尊重する

態度を育てる」ことなどについて横断的に指

導する。

２主たる評価規準

図鑑，カラス被害のインターネットサイト

情報，インタビュー等聞き取り調査による資

料，カラスに荒らされたゴミ捨て場の写真や

ビデオなど，さまざまな資料を多面的に読み

取ることを通して自分の考えをもち，環境討

論会の中で，人間とカラスの望ましいかかわ

り合いについての意見・主張を相手に伝わる

ように表現している。

５単元・題材について

カラスや動物など生き物による環境問題は

多い。身近な問題を取り上げ，その対策につ

いて討論会を行うことは立場や意図を明確に

した表現力を伸ばす活動として適している。

調査メモ，写真，文献，図鑑などの情報を

読んだことと関連付けて，自分が感じたこと

や考えたことをわかり易く表現する能力を育

てることが大切にし，意見や主張としてまと

め，討論する学習を行う。自分の経験や心情

を伝えるだけでなく，被害者の立場，カラス

擁護の立場から目的や条件を明確にして主張

を交わすことを通して，人間とカラスの共存

を考えていくような展開を組み立てたい。

３単元・題材

子ども環境討論会を開こう

４指導のねらい

身近な環境問題である「カラス被害」を扱

うことで，既製の資料だけではなく自分で調

査した資料を加え，多様なテキストから必要

な情報を読み取っていくとともに，「カラスの

行為を許せない」と考える立場，「人間にも原

因がある」と考える立場など，自分なりの考

え方で意見を表現する力を育てる。

テキストから情報を取り出し，解釈し，熟

考し，意見を論ずるという読解プロセスをて

いねいに扱い，討論会の活動を通して、読ん

だ二とをもとに自分の主張を表現する力の向

上を目指していきたい。

６使用するテキスト

カラスの生態を示す図鑑，インターネット

情報等，紙面による儒報のほか，写真やビデ

オ，聞き取り調査のメモなど，多様なテキス

トから総合的に読み解く学習を創造する。

２０－ 



７授業の実際（総合・国語計８時間扱い）

まちの中の身近な環境問題について知って

いることを発表し合い，子ども環境討論会の

開催の見通しをもつ。

(1)まちの中の身近な問題を発表し合い〆学

習目的，討論会の形式を共通理解する。

(2)カラス問題をテーマに，資料を収集する

方法について考えを出し合い，調査，討

論会開催の計画を立てる。

ごみをあさるだけで殺していいか。カラス

は，雛を育てるときしか襲わないはず。

森をこわしたのは人間だ。

人間が森をなくしたのでハトの餌まで取

るようになった。

残ったわずかの森にはなわばりがあって

町のカラスは戻れない。

ごみを減らせばカラスも荒らさなくなる。

● 

●
●
 

(8)まちのために自分たちができそうなこ

とについて話し合い，活動意欲をもつ。

カラスの生態，カラス被害等について調査

する。

(3)図書室，視聴覚室などで，文献，インタ

ーネット情報を読み，基礎知繊をもつ。

(4)校外に出て，実際の被害の様子を調査す

る。

(5)調べたことをもとに，地域の人々にまち

の現状や住民感情などについて聞き取り

調査をする。

(6)調査したことを総合して自分の考えを明

確にし，討論会の準備をする。

●まちのためにわたしたちができること

○カラスが餌を取れないようなごみの収集

方法を考えよう（金属ネットの使用？)。

○生ごみの出し方を工夫する。

○（生ごみを減らすため)食べ物を残さない。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)多様なテキストから情報を取り出し，自

分の主張として表現すること。

・種類の違う資料から得た情報を総合化し，

自分の理解を深め，討論会に生かすこと

のできる読解指導をする。

・自分に必要な情報であるか考え，大切な

情報を選んで取り出すように指導する。

・テキストの中の難しい語句で説明された

内容も相手(小学生)に分かる言葉で発言

できるように指導する。

(2)立場によって読み取り方が違うことに気

づくこと。

・同じ資料を読んでも違う立場の人は情報

の受け取り方が違うことに気づき，相手

の考えも尊重するように指導する。

(7)子ども環境討論会を開く。

カラスの有害な行為を許せる力

●許せない

・カラスは，荒らしたごみをそのままにす

る。

・作物も荒らす。

．ごみを散らかすので，ごみ収集車の人が苦

労している。「生ごみ」が１０年前から散

らかっている。

・ごみ捨て場がなわばりになっていて，人を

襲う。

.近くに森はあるのに戻らない。

・カラスはやはり「害鳥」である。

●許せる

・カラスはごみを食べて生きているのだか

ら仕方がない。

．ごみをカラスにとられないような袋に入

れない人間が悪い。

ｇまとめ

テキスト等から得た情報をもとに考えたこ

とを表現するには，情報を十分理解して自分

の言葉で話す必要がある。情報を取り出し，

解釈し，熟考し，自分の意見を論ずるという

一連の活動を各教科･領域で実践することが

大切である。（鈴木彰）

2１ 



社会・小５

二つの立場から多様な資料を読み、討論する。

ア（イ）評価しながら読む能力の育成

ｌ身に付けたい力

自分の立場から様々な資料を読み、主張に

合う資料を選ぶ能力を高める。また、異なる

立場から同じ資料を読み、批判的に考える能

力を高める。

５単元・題材について

気候条件から見て特色のある地域の人々の

生活や産業の様子について学習する単元であ

る。「沖縄に住もう」「北海道に住もう」とそ

れぞれの立場に分かれて調べた資料に基づい

て討論をすることを学習活勤とする。自分の

主張をするために、気候の特色や自然環境へ

の適応の方法、人々の生活や産業の様子など

を視点として資料を収集する。それらの資料

から必要な情報を取り出し、解釈し、自分の

主張に合うものであるかを評価する活動を行

う。グラフや地図を読み比べその妥当性につ

いて考えることも必要になる。ここでは、そ

の地域に「住みたい」と実感できる資料を根

拠として提示することが大切になる。また、

立場を変えて、相手の立場からの反論を予想

して、それを翻すような資料も準備する必要

がある。相手に反論をするためには、沖縄な

らば北海道、北海道ならば沖縄のことも、上

述した視点から調べなければならなくなる。

２主たる評価規準

自分の意見を論じるために様々な資料を収

集し、それらを評価しながら読んでいる。

３単元・題材名

我が国の国土の自然などの様子

討論しよう「住もう沖縄、住もう北海道」

４指導のねらい

資料の正確性や内容を吟味・検討し、それ

ぞれの立場からその妥当性を評価する力を育

てたい。まず、自分の立場から、様々な資料

を読み、必要な情報を収集する。ここでは、

集めた資料を読み、自分の主張を伝えるため

に最もよいものはどれかを評価し、選択する

力を育成したい。さらに、同じ立場のグルー

プで集まり、主張の根拠として最もふさわし

い資料はどれかや、筋道の通った提示の仕方

などを検討し、評価しながら読む能力を高め

たい。

また、別の立場から、自分が選択した資料

を見直す活動を行う。そうすることによって、

異なる立場から見ると資料の評価が変わると

いうことに気付かせたい。資料を多面的に見

る力もここで育成したい。 グループで鋪の根拠を整理する
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それぞれの事実に対する自分の考えをもつ

ことだけでなく、相手の立場からも多様なテ

キストを読み､評価する学習活動を展開する。

（同じ資料でも見方を変えれば、反対の

ことを主張する論の根拠となることに

気付く。）

(5)学習の振り返りをする。

６使用するテキスト

教科書や社会科資料集（できるだけ多くの

出版社から出されているもの)、沖縄・北海道

に関する図書資料、インターネットの情報、

旅行会社のガイドブック、パンフレット等か

ら必要な情報を読み取る。特に、ここでは写

真やグラフなどを読み取り、解釈し、効果的

に活用する。さらに、住んでいる人へのイン

タビュー、旅行や帰省の際に撮影したビデオ

なども必要に応じて利用する。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)まず､自分の主張に必要な質料を収集し、

その中から自分の論に最も合うものを選

択することが大切になる。次に、同じ立

場のグループの中で、それぞれが根拠と

なる資料を持ち寄り、資料を評価し合う。

ここで、立場を変えて見るように助言す

る。同じ写真やグラフでも立場を変えて

見ると、違う主張の根拠となることに気

付くことになる。違う立場の視点から考

えることによって、さらに自分の論理を

組み立てることができる。

(2)討論は、ただ対立するのではなく、教室

内に支持的な雰囲気をつくり、自分の言

葉で積極的に話すことができるようにす

る。

(3)資料をもとにして、自分の立場からの意

見をまとめるだけでなく、異なる立場の

資料について解釈する時間を設定し、批

判的に読むことができるようにする。

７授業の実際

（１）「住もう沖縄」「住もう北海道」という

テーマをもとに自分の立場を決める。

（２）それぞれの立場から自分の主張に必要な

資料を集める。

・自分の主張が裏付けされるような資料、

根拠となるような資料を集める。（様々

な視点から、沖縄または北海道のよさ

をアピールできるようにする｡）

(3)同じ立場のグループに分かれて話合い、

論の構成を考える。

・自分の主張の根拠となる資料を選ぶ。

（主張することに最も適した絵や図、

写真、グラフなどを選ぶ｡）

・反論が出そうなことを予想し、反論に

対しては、「確かに～だ。しかし～だ｡」

のような形で相手を説得することがで

きる資料を集める。

・プレゼンテーション用のスライドを作

成する。

・自分たちの主張の根拠として、不足し

ている資料がないか確かめる。

・提示の仕方を考える。

(4)資料をもとに討論をする。

・資料の妥当性について評価する。

ｇまとめ

社会科の授業では、課題を解決させるため

に、多様なテキストを読み取り、自分の考え

をもつという学習が行われている。それを「読

解力」の育成という視点から考えると、資料

を収集し、解釈し、その中から自分の考えの

根拠としてより妥当なものを選択する活動が

ポイントになるだろう。その選択の中で、資

料を評価したり、批判したりする力がより育

つのである。立場を明らかにした討論と多様

なテキストを評価しながら読むこととを結び

付けることは、自分の考えを表現する力の育

成にもつながる。

（安富江理）
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総合・小６

新聞記事を読みながら自分の生活をふりかえる

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

ｌ身に付けさせたい力

１２歳の現在について記されている新聞記事

を読み、その中心のテーマについて、自分の生

活を重ね合わせて､考えをまとめる能力を高め

る。

大単元のノートに貼り合せ、学習の記録(単元

ノート)とする。

本題材では､Ａ４機右側に新聞の記事を配し、

左側に､題材の導入活動及び自分の考えを表記

させる。

２主たる評価規準

新聞記事について、自分なりのキーワードを

見つけながら読み、理解し、そこから自己の在

り方について考えを生み出している。

６使用するテキスト

１２歳の今をとらえた新聞短期連載記事(全８

回掲載)。本題材で取り上げたテーマは、その

うちの５回分である。「生活アンケートと働く」

「食事と栄養」「友達について」「伝え方パソ

コン」「家族とテレピゲーム｣。３単元･題材

「夢のとびらノート」（卒業に向けて取り組

んでいる大単元「夢のとびらをたたこう」の－

題材という位置付け）

題材には新聞の短期連載記事を用いる。

７授業の実際(6時間扱い）

（１）「生活アンケートと働く」

アンケート１２歳の現在を扱った全国アン

ケートと同じ項目のアンケートを行う。全員が

終了したら､全国の集計とその解説を読ませる。

解説のキーワードは「欲張らず」「クール」「平

気感覚｣。

将来を見据え､働いている子どもの記事を読

み、アンケートと合わせて、自分の感想をまと

める。

（２）「食事と栄養」

新聞連赦記事の写真（３人家族の食卓のひと

コマ）だけを見せ、何をしているところかを推

理させる。推理したことを交流していくと、３

人が家族であること､手前の子どもの行為に何

かありそうだということが絞り込まれる。

自分にとって､気になる言葉を拾いながら新

聞記事を読む。サプリメントメデイアリテラ

シーなどの解説を聞かせる。

自分の食事と新聞記事を重ね合わせて生ま

れた考えをまとめる。

４指導のねらい

卒業式までのカウントダウンが始まる３学

期は、子どもたちにとっては、精神的にゆれる

時期でもある｡子どもの内面がゆれるのと同時

に、時代の変化もゆさぶりをかけてくる。そこ

で、本単元では、１２歳の今、過去、近い未来

を考え、行動することで、一人一人が地に足を

つけた学びを達成できると考えた。

大単元「夢のとびらをたたこう」の一環とし

て「夢のとびらノート」に取り組ませることを

榊想した。冬休みから始まった、新聞の短期連

載記事を利用して、１２歳の今について、自ら

の考えをもたせ、成長の一助としたい。

５単元･題材について

「夢のとびらノート」を学習材とする。体裁

はＡ４横二つ折り版とし､書き上げたものから
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（３）「友達について」

自分が友達に良かれと思ってしていること、

しないようにしていること。及び、友達にして

ほしいこと、してほしくないことを具体的に箇

条書きで記す。

互いの箇条書きを発表し合い､友達について

日頃感じていることを共感し合う。

友達関係に悩む２人の事例を扱った新聞記

事を読む｡読んだことによって生じた違和感や

共感を交流する。

自分にとって､友達関係とはどのようなもの

かをまとめる。

（５）「テレピゲームと家族」

テレピゲームとの関わりを想起し､メモをす

る。自宅でテレビゲームをしている様子を発表

し、交流する。そのことによって、家族の介入

(禁止や制限など)が話題となる。

学校へも行かず､ゲームに熱中している少年

に関する記事を読む｡テレビゲームに熱中して

いること以外は少年を否定的には報じていな

い。

少年について討論をする。当初、テレビゲー

ムのやりすぎはよくないが､将来はゲームクリ

エーターに成れるかも知れない｡家の手伝いも

ちゃんとしているから､親に迷惑はかけていな

い。といった少年に理解を示す意見が続いた。

しかし、－人の子が「この人は、親に迷惑は

かけていないが､心配をかけているのでよくな

い」という意見を述べると、家族と少年が互い

に相手をどう思っているかに討論の焦点が移

った。

塵

□Ｂ月毛くて官詫

Ｂこの授業を行うポイント

毎回、新聞記事を読むことの前に、自分の生

活をテーマに沿ってふりかえったり、想像した

りする活動を設定した。そのことによって、読

むことの必然性や目的意識が高まった。

さらに､再度ラインを引きながら読むことで、

内容を焦点化することができた。

ヨー、．＝いす理

2:Wi豊E；｛票壺三蒙藺ラ
鰯』ﾌﾞB:iE葛'Yji

（４）「伝え方パソコン」

友達に何かを伝えたい時の手段や方法を出

し合う。・話す．手紙を書く．メールをする・

以心伝心・他の友達に頼む．電話をかける、他

この中で、自分がよく利用する、好ましく思

うものと、あまり利用しない、好ましくないも

のとに分ける。

分けた方法について、具体的な長所と短所、

相応しい場面や内容､関係などを考えながら話

し合う。

パソコンを利用している小学生についての

新聞記事を読み､自分の生活と重ね合わせて考

えをまとめる。

ｇまとめ

自分の生活と新聞記事に登場した１２歳を

重ねることで､子どもたちはそれぞれのテーマ

について、考えを深めることができた。

卒業を控えたこの時期に､読むことを生かし

て、自己のあり方を見つめることができたので

ある。

また、学習の価値的な面だけでなく、新聞記

事を漫然と読むのではなく、自分の考えをもっ

て読んだり、読みながら考えたりするという読

むことの一つの方法のよさを味わうことがで

きた。（新垣英一）
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総合・小６

まちの人に思いを伝えることのできる表現力を育てる

ウ（ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

１身に付けたい力

まちについての文献，まちについて調べた

他学年の資料を読んで，まちを愛する心をも

ち，自分が暮らすまちを盛り上げ，高めよう

とする思いを表現する能力を高める。

「まちのお店のＰＲ大作戦」は，不特定多数

の人に配るちらしを作る活動であるため，誰

にも理解してもらえる表現でなければならな

い。また，新聞広告等と同じでは意味がない

ので，様々な資料を読み解いたことをもとに

感じた「小学生の視点から見たまちのよさ」

を表現しなければならない。ここに，自分の

思いを表現する大きなねらいがあるといえ

る。

相手・目的・状況・条件・方法等を意識し，

限られた紙面の中に表現する力を育てていき

たい。

２主たる評価規準

「まちのお店のＰＲ大作戦」の中で，自分

が選んだ店のよさ，店の人と共に小学生の視

点から考えた新メニューなどのよさについ

て，不特定多数の読み手に伝わるようにちら

しの中に表現している。

３単元･題材

大倉山と共に生きる～IloveOkurayama～

５単元･題材について

まちでの活励は，たくさんの資料を読み，

人とつながりをもつ中で進められていく。

児童・生徒が自ら調べ.まとめ・発表する

などの活動は，テキストから情報を取り出し，

解釈し，熟考し，自分の意見を論ずることを

内容とする「読解プロセス」と相通ずるもの

がある。資料を読み解いたこと，人から学ん

だことなどをもとに自分の考えを深め，自分

なりの言葉でまとめ，表現することができる

ように単元を組み立てることが大切である。

まちの人と協力し，小学生の視点からまち

（店）のよさをちらしにまとめ，表現するこ

とが活動の完成形となるように，活動を進め

ていきたい。

４指導のねらい

自分が住むまちを調べ，知ることを通して，

子どもたちはまちを好きになる。まちの名前

の由来や歴史，駅や商店街の特徴とそのよさ，

まちで暮らす人々の思いを知ることによっ

て，「自分の住むまちに対して，自分にできる

ことは何か」と考え始める。これが，「小学生

の視点から見た商店街マップ作り」「まちのお

店のＰＲ大作戦」へとつながっていく。

図書室，資料・教具室などに保管してある

生活科，社会科，総合的な学習の時間で，ま

ちについて調べまとめた作品，まちの歴史書，

絵や写真，ホームページ，まちで集めた取材

メモなどの資料を読み，まちのよさを理解し

ていく。小学生の視点から，まちのよさをち

らしの中に表現していく力を育てていく。

６使用するテキスト

教科等の調べ学習の作品，歴史書，絵，写

真，ホームページ，取材メモなど。
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７授業の実際(総合３５時間扱い）

○総合的な学習の時間のテーマ・内容につ

いて話し合い，見通しをもつ。

大倉山のまちを知ろう

ていくことは，わたしたちの役目なのではな

いかな。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)総合的な学習の時間で，学級または個々

の課題を解決していく活動の中に，読解

力の育成を位置づけること。

・たくさんの資料の中から自分に必要な

ものを選び，総合的に読み解いていく

力を身に付けることができるように指

導する。

。読み解いたことを基に，自分の表した

いことをキャッチコピーのような短い

言葉なども活用しながら，表現できる

ように指導する。

・体験活動等を通じて芽生えた課題意識

を基にして，情報を自分の知識・技能

と結び付けて考えるように指導する。

(2)各教科と関連させた取組をすること。

・国語科「話すこと．開くこと」「書くこ

と」「読むこと」，あるいは言語事項の

取り出し指導，社会科の歴史など，他

教科と関連した学習の進行を計画す

る。

わたしたちは，大倉山のまちに住んでいま

す。わたしたちの暮らしに大きな変化が起こ

らないかぎり，これからも大倉山に住み続け

るのです。だから，わたしたちは，大倉山の

ことをもっと知って，大倉山を愛して，共に

生きていきたいと思います。

○まちの名前の由来，まちのシンボルとなっ

ている記念館について調べ，まちの成り立

ちを知る。

「大倉山」という地名はない。なぜ，このま

ちの人はこんなにも「大倉」という言葉を大

事にするのかな。

「大倉山記念館の大倉さんが立派だったから

尊敬されているにちがいない。大倉さんにつ

いて調べにいこう｡」「大倉山駅の駅員さんに，

なぜこの名になったか直接聞いてみよう。

○まちの人とつながりをもつ。

・駅について調べる。

・商店街を調べる。

○まちのために自分ができることについて考

え，実行する。

大倉山のまちにかかわろう ｇまとめ

読んだこと，調べたことをそのまま書くの

ではなく，読み解いたことを自分に取り入れ

て小学生の視点から表現できるようにするこ

と，まちを歩く誰が読んでも伝わるように表

現できるようにすることが大切な学びとな

る。

様々な資料や自らの調査の中から，まちの

よさが感じられる内容を糖査し，相手・目的・

状況・条件・方法等を意識しながら，自分な

りの意見を明確にしてＰＲの紙面を作り上げ

ていくことは，教室での学びのみならず，日

常生活に生きる学びとして，身に付いていく

だろう。（鈴木彰）

「小学生の視点から見たエルム通りマ

ップ作り」「まちのお店のＰＲ大作戦」に

取り組んでみようよ。

「小学生お勧め新メニューを作りたい」

とハンバーガーショップの人に言われた

から，協力したい。

○まちと共に生きるために，どんな思いをも

ち続けることが必要か話し合う。

まちと共に生きよう

「大倉山梅まつり」や「太尾太鼓」は，ど

のように続けられたのだろう。わたしたちが

大人になったときは，どうなるのだろう。

まちの行事を引き継いだり，商店街を活性

化させ続けたり，これからも元気なまちにし
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国語・中１

筆者の表現意図を考えながら文学作品を読む

ア（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

１身に付けたい力

物語の展開のしたかを中心に読むことか

ら、表現意図を解釈する力を高める。

かなど、筆者の表現意図を解釈する力を高め

る」ことをねらいとしている．特に作品全体

の構成と表現のされ方に焦点を当てて読むこ

とにより、どのように「読まされている」か

を実感させることに重点を魁いた。２主たる評価規準

作者の意図を考えながらテキストに現れて

いる表現や構成を読んでいる。 ５単元・題材について

今回の学習は、一人称の語りによって進め

られる文学作品を題材として選んだ。生徒が

語り手の視点を借りて物語の世界に入りやす

いからである。そして、語り手によってどの

ように世界が切り取られ、どのように描かれ

ているかについて考えることにより、生徒自

身が「どのように読まされているか」に気付

きくことを目標とし、「物語の作られ方を読

む」という単元を設定した。

題材として「そこに僕はいた」を選んだ理

由としては、まず、１年生の教材として教科

書に掲載されていることが挙げられる。従来

の「読解力」を育成する授業をもとに、ＰISA

型の「読解力」へと視点を広げて行く意味で

もわかりやすいからである。次に、この作品

が、「僕」の語る一人称の形で書かれている

ことが挙げられる。作品の物語世界を生徒自

身が語り手の視点を借りて主観的、肯定的に

味わい、その後に視点から離れて読み直す作

業を効果的に行いやすいからである。

３単元・題材

単元：「物語の書かれ方を読む」

４指導のねらい

文学作品としての物語を読むとき、読者は

その語り手の視点から物語の世界を垣間見る

ことになる。そして登場人物の感じたことや

考えた二とは、そのまま物語の世界での「真

実」として語られる。その語りを肯定的に受

けとめることによって、読者は感情の動きを

共有し、物語から感動を得ることができる。

しかし、その物語は作者によって作り出さ

れた世界であり、作者はあるテーマを伝えよ

うとする「意図」を持ってその世界を形作っ

ている。それに気づくことにより、これまで

気付かなかった作品世界があることを知り、

よりテキストへの深い理解が生まれてくる。

今回は、東京書籍「新しい国語１」に収

められている「そこに僕はいた」を題材に、

その物語の世界がどのように描かれているか

を分析し、作者の意図について考える学習に

取り組んだ。

この学習は、「自らの目的に応じてテキス

トの意味や構成を理解したり、表現の細部が

全体においてどのような役割を果たしている

６使用するテキスト

「そこに僕はいた」辻一成（東京書籍１年）

今回取り上げたテキストは、作者である辻

一成の小学校から高等学校までの出来事をつ
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づった十八篇のエッセイで構成されている作

品集の中の－篇である。ＰISA調査における

「読解力」で扱われるテキストとしては「連

続型テキスト」に分類される。

物語を語っているのは「僕」であり、エッ

セイという枠で考えれば、それは作者辻一成

として読むことができる。

中心となる話題は小学校３年生くらいの頃

に一緒に遊んだ「あ一ちゃん」と呼ばれる少

年の思い出である。「右足の付け根から先が

義足」である「あ一ちゃん」と過ごした時間

の中での「僕」の変化が描かれている。描か

れている内容は、いくつかの出来事を経る中

で「僕」と「あ一ちゃん」の心が通い合い、

「あ一ちゃん」を理解するまでが描かれてい

るように読むことができる。

しかし、実際には、作品中では「あ＿ちゃ

ん」が「僕」をどう見ていたかについては語

られてはいない。「あ一ちゃん」と過ごした

時間の中で「僕」がどのように変わっていっ

たのかが「僕」の視点を通して語られている

だけである。

二人の心が通い合ったように読めるのは、

作中で「僕」によって語られる出来事の構成

のされ方と、その出来事を通して「僕」が感

じたことの描かれ方のためである。授業の中

ではテキストを考えながら読むことで、具体

的にその点に生徒が気付くことができるよう

に心がけた。

・物語を櫛成するエピソードを取り上げ

た作者の意図。

・一つ一つの表現についての熟考。

例）「本当に自然に手を差し出し」た

「僕」に「あ一ちゃん」の手が「ごく自

然に差し出されていた」という表現は、

本当に二人の心の通い合いを描いている

と考えられるか。

(3)テキストに現れた具体的な表現や榊

成を挙げながら、筆者の工夫について確

認する。

（４）確認した点を意識してテキストを読

み返し、文学作品の書かれ方について

考える。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）まず初めに、作品を肯定的に読ませ

ることで、その作品世界を理解させる。

（２）課題を与えることで、新たな視点で

再度テキストを読ませる。

（３）テキストに書かれていることを踏ま

えて、作者の意図を読み解いて行く。

ｇまとめ

文学作品を作者の意図を考えるという視点

で読んだ経験のない大部分の生徒には、とて

も新鮮であったことが授業の意見交換の様子

からうかがえた。「僕」の視点でのみ語られ

ていることに早くから気づき、「僕」と「あ

一ちゃん」の心の通い合いを疑った生徒は、

作者の意図した物語世界から離れられない生

徒とまつこうから対立した。そして、テキス

トに現れた具体的な表現を挙げながら意見交

換をすすめていく中で、自分が受けとめた物

語世界とは違う新たな解釈が存在することに

気が付いていった。

ただ物語を読むのではなく、「なぜそう書

かれたのか」を意識して読むという視点を持

たせることで、「読解力」の育成を意識した

授業になる。（高橋励）

７授業の実際（４時間扱い）

（１）作品全体を通して読み、時間の経過、

場面の展開、登場人物の関係について整

理する。

（２）作者が伝えようとしたテーマについ

て考えを述べ、そのテーマを伝えるため

にどのような工夫がされているかを、具

体的な作品の書かれ方から考える。

．「あ一ちゃん」に対しての「僕」の気

持ちの変化。

－３１ 



国語・中１

新聞の「見出し」を検証しよう

ア(イ)評価しながら読む能力の育成

１身に付けたいカ

メディアが形作る「現実」を批判的（ク

リテイカル)に読み取る力を高める。

ある。「締め切り」という時間制約，紙面

・放送時間等の情報量的制約，編集方針等

により，同じ事実や情報源を基にしても，

扱い方の異なりや記事内容が異なる。そし

て，表現者(編集者等)の意図の異なりを端

的に表しているのが，紙面の扱いであった

り，「見出し」であろう。

そこで，本単元では，

①マスメディアの情報も加工情報である

ことに気付く（表現者の意図やねらい

が表現に表れていることに気付く）。

②情報源と考えられる事実(表現)や他紙

の表現との「読み比べ」を通して，そ

れぞれの記事・見出し(テキスト）の内

容や表現を吟味・検討したり，その妥

当性，適性を評価する。

ことをねらいに，学習活動を考えた。

２主たる評価規準

事実と響き手の意見・評価とを読み分

け，同一情報(事実)に基づく異なる表現を

基に，その表現者の意図を考えたり，事実

と表現の妥当性を評価しながら読んでい

る。

３単元・題材

新聞の「見出し」を検証しよう

４指導のねらい

現代社会は，新聞・放送・インターネッ

ト等多様な媒体による情報化の社会であ

る。こうした情報化社会においては，膨大

な情報を速やかに処理・判断する力，必要

な情報と必要でない情報を判断する力，多

くの必要な情報の中から本質をつかみ取る

力等が必要であろう。そして，こうした大

量情報が加工情報である以上，常にその事

実と意見の区別や意見・主張の妥当性への

吟味・判断が，受け手には常に必要になっ

てくる。その際の手立ての一つが「読み比

べ」であろう。

生徒たちはウエブサイトの情報に関して

は，「誰がどのような視点で作ったかわか

らない」という観点から，今日「読み比べ」

や吟味・検証の必要性は実感しつつある。

一方,マスメディアが送る情報に対しては，

そのマスメディアたるゆえの信頼性におい

て，吟味・検証する視点は持たない。ある

いは，マスメディアの情報も加工情報であ

るという意識すら薄いのが現実である。

マスメディアの情報もやはり加工情報で

５単元・題材について

マスメディアの情報は個々の取材に基づ

いて行われる。それゆえに，紙面(情報)の

異なりが独自の取材の異なりによることも

少なくない。それゆえに，題材として取り

上げるテキストの要件は，

①独自取材に基づく事実が極めて少ない

と考えられる「発表」や「数値データ」

等による記事及び見出し

②「発表」や「数値データ」という同一

情報源を基にしながらも，表現者(編

集者等)の意図の差異が見出しに評価

語として表れている記事及び見出し

である。

具体的には，政府発表等に基づく記事で

あり，元の情報源(発表内容)をウエブ検索

等で入手可能な記事(見出し)や，選挙結果

等の数値データに基づく記事(見出し)等が

考えられる。
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６使用するテキスト

（１）第１時・第２時で使用するテキスト

①朝日新聞：平成１７年２月１６日朝刊

②産経新聞：平成１７年２月１６日朝刊

③日本経済新聞：平成１７年２月１５日夕

刊・平成１７年２月１６日朝刊

④毎日新聞：平成１７年２月１６日朝刊

⑤読売新聞：平成１７年２月１６日朝刊

⑥地方新聞(京都新聞）：平成１７年２月

１５日夕刊

⑦中央教育審議会総会第４７回における

文部科学大臣あいさつ

http:"wwwmext・gojp/b-menu/shingi/chukyo/ch

ukyoO/gijiroku/001/05021501/001.ht、

（２）第３時で使用するテキスト

上記６紙の平成１６年７月１２日付朝刊

(第２０回参議院選関連記事）

増を』」「ゆとり教育5Lg:Rと秋までに方
向付け中教審に文科相要請２０００年度

にも改正着手」１１鹿と-12數宣脱却塗』・文

科相中教審に要請へ」等の見出しが紙面に

掲げられている。そして，第１時では，そ

れぞれの表現の差異により，①「見出しに

より，受け手(読み手)がどのような印象の

違いを持つか｣，②「文科相は中央審議会

で，どのようなことを話し，要請したのか」

を見出しから想像してまとめさせる。さら

に第２時では，中教審での文科相の「あい

さつ」を読み，自分の想像との一致や違い

を確認し，「あいさつ」本文との比較から，

各紙の「見出し」の内容や表現の妥当性等

に対する自分の考え(評価)を持たせる。

なお，そうした際も文科省のホームペー

ジに挙げられている「あいさつ」も実際に

総会でなされた「あいさつ」とは異なる加

工情報である可能性や他の取材も加えた記

事である可能性の余地は踏まえておく。

第３時では，何を一番大きな「横見出し」

にし，どのＩ順序で表現しているかから表現

者の意図を考えたり，「敗北」「伸びず」「改

選割れ」「不振」「騒進」「大躍進」等の同

じ事実に対する評価語の差異から受ける印

象の違いを考えさせたりする。その際にも，

締め切り時間の差異から事実となる議席数

の異なりも考えられるので，いつのデータ

に基づく表現かは確認して意見を持たせる

ようにする。

７授業の実際(３時間扱い）

（１）各紙の見出しを読み比べ，その違いを

確認し，表現の違いから受ける印象の違

いを考え，どのような事実・話に基づく

記事かを想像してまとめる。

（２）情報源となったと思われる「あいさつ」

を読み，自分の印象や想像との同一点や

差異を確認し，各紙の内容や表現の妥当

性等を評価する。

（３）表現には，事実に対する評価語等の表

現の差異に，表現者の伝えたい意図やね

らいが表れていることを確認する。

Ｂこの授業を行う際のポイント

同一情報源を元にしていると思われる記

事(見出し)においても，新聞各紙によりそ

の「見出し」や「記事内容」が異なってい

る点をまず生徒と確認したい。各紙の紙面

には，「ゆとり教育秋までに金E鯉j自u式
文科相中教審に報告要請指導要領０６

年度にも改訂」「ゆとり教育艮直､Ｌを中
教審総会文科相蔓丞」「ゆとり教育衾鹿

５４度JL多文科相中教審に審議要請ご」「ゆ

とり教育艮真､Ｌ今秋までに方向性中教

審，授業時間増を検討」「ゆとり教育艮直

｣易く全中教審総会中山文科相『授業時間

ｇまとめ

表現は事実を写し取ろうとする記録で

も，何を記述するのかという点に表現者の

考えが反映されている。まして，選材，要

約，デフォルメ等の編集を伴うものであれ

ばなおさらである。「評価語」は表現者の

考えの反映であり，読み手はその表現に接

し，表現者の考えと対話し，自分の考えを

深めていく。「事実」と「評価語」をキー

ワードにする読みは，古典を含む随筆・評

論等の学習でも意識したい。何を「あはれ」

と感じ，何を「をかし」と表現しているの

か等を確認する学習である。（今村高治）

－３３ 



国語・中１

対象と目的を明確にした「お薦め本パンフレット」を作る

ア（ウ）課題に即応した読む能力の育成

１身に付けたい力

対象と目的に応じた文章を意識し、読んで

解釈した内容を対象に訴えかける表現で書い

て説明する力を高める。

５単元・題材について

この単元は、教科書掲救の「学校案内パンフ

レットの作成しよう」の展開を参考にし、図

書紹介に焦点を当てた題材である。１年生で

はこれまでの学びとして、１枚の葉書にイラ

スト入りで譜き表す「読書郵便」や、簡単な

スピーチの中での読書紹介を行ってきた。中

学１年終了期という発達段階を意識し、新入

生に伝えるという具体的な目的意識をもって、

短い形式のパンフレットに書き表すプロセス

を、「課題に即応した読む能力の育成」という

視点からとらえてみる。

具体的には次のようなプロセスになる。

①読書課題を知る

②必要な惰報に照らした本の選択

③課題に沿った熟考

④活用する、表現する

２主たる評価規準

「お薦め本パンフレット」選びの条件を満

たした本を自分の読書履歴や図書室の本を参

考にして進んで選び、目的や対象、構成を意

識して条件に即した文章を書いている。

３単元・題材

新入生に贈る！

「お薦め本パンフレット」を作ろう

（参考：三省堂）

４指導のねらい

この学習で身に付けさせたい力は、提示さ

れた課題に即応し、自らの目的に合わせて分

析的にテキストを読み､表現する能力である。

自分で選んだ本がテーマと結びついているか、

理解し、解釈した内容を、短い文章スタイル

でまとめていくパンフレットという形式の中

で表す読み方が必要になってくる。また、そ

の際どんな相手に何を伝えるか、というこの

言語活動の明確な目的意識も大切であろう。

学習者の実態や進歩の状況に着目しながら、

学習者一人ひとりの言語活動に対する意識を

育てていくとともに、テーマと関連付け、整

理し、既に身に付けた知識を使いこなしてい

く力を育てたい。

《パンフレットの書式・作成のための条件》

・100～150字程度で１冊を紹介する。

．読んでみたいと思わせる「キャッチコピ

ー」を表題として入れる。

・あらすじのみではなく、選んだジャンル

との関連性についてふれる。

・対象(新入生)に向けた語蘂を意識する。

・その他、関連するイラスト等を入れる。

「お薦め本パンフレット」を作成するという

課題選択からの読書活勤を通して、理解する

読み方からより課題や目的に応じた表現する

読み方へつなげることができると考える。

－３４－ 



６使用するテキスト

ニこでは現在使用している教科書に掲載さ

れている参考図替資料の他に、図書室に並ぶ

本などが挙げられる。

・教科書等に掲載されるさまざまな「パン

フレット」の紹介｡過去の生徒作品の例。

・各教科書資料編の読み物

・図書室の本

（新刊本、絵本、授業で扱った作品に関連

する本、図鑑、写真集、詩集なども取り

あげるとよい｡）

８授業を行う際のポイント

この授業では、学習者の興味・関心に合う

ジャンルの本を選択しながらも、パンフレッ

トの受け手という対象を想定し､短い文章で、

しかも限られたスペースに的確に表していく

過程を大切にしたい。学習内容の理解や考え

の榊築までのプロセスに応じた指導を行うこ

とが肝要であろう。課題とテキストの関連性

を活用する学習のために、次の点に留意し

たい。

（１）個人の興味や関心に合わせて選択でき

る課題を用意する。

→これまでの学びの連続性から考える。

（２）－人ひとりが選択した課題にじっくり

取り組ませる。

（３）パンフレットの概要や字数、「読んでみ

たい」と思わせる表現例を示し、パンフ

レット完成までの条件を明らかにする。

（４）小グループの交流を活性化させ、個人

の気付きに結びつける。

７授業の実際（６時間扱い）

（１）「お薦め本パンフレット」の学習内容を

知る。

（２）「お薦めジャンル_覧」の中から、自分

の興味・関心に合うテーマに沿って本を

探す。

（３）共通するジャンルを選んだ者で、小グ

ループを櫛成する。（１グループ４，５人）

（４）小グループの中で、それぞれが選んだ

本がジャンルに沿ったものか検討し、パ

ンフレットの概要を考える。

（５）薦める理由、内容を明らかにして、パ

ンフレットを作成する。

（６）作成したパンフレットをもとに気付い

たことを他のグループと相互交流を図る゜
．◆■・・・■■●ＣＯ●｡■●●□Gee●●c●■●●●●●■●●□●●●●●DOG●●■ﾛ゛●■■●■■●ﾛ■●●●●□●●■●●■印●■■●B●｡■ｑい●ＯＳ■●●■巳●■e●■巳●●■●■■■｡．．

／『お薦め本、ジャンノレの例』

ｉ・元気になりたい時に読む本

１.笑いたい時に読む本

；・物知りになりたい時の本

Ｉ．生きることや平和を考えたい時の本

；・何かに感動したい時の本

；・空想、ファンタジーの世界に浸りたい時；

；に読む本

:．やさしい気持ちになりたい時の本

１．歴史や伝統とじっくり向き合う時の本ｉ
ｉ 

ｉなど

。■■．．...．ﾛ.．..．.....．....古．..．..□..．．.p,.．｡n年．.弓．...．.q，．．，.．.q、，.。......□..．□．.□．.．．□.．．.▲、□印.．.．q･●●

ｇまとめ

書かれている内容を整理し､ワークシート

に答えを記入するなどの学習には憤れている

が、目的に沿った課題を選択し、課題との関

連性を見いだし、自分の思いを表現していく

ためには、読むための目的や知識を生活に生

かしていく学習を意図的に単元の中に組み入

れていくことが肝要である。目的に沿った本

を選び、本のあらすじにとどまらず、自分が

薦める理由と、対象を明らかにすること（何

をどのように伝えたいのか)､またそれが読み

手（情報の受け手）にとってふさわしものか

どうかを、検証していくことが、これから求

められる読解力、表現力の育成の基礎につな

がっていくのはないかと思われる。

（竹下恭子）

の
●
●
●
Ｐ
Ｏ
Ｃ
●
●
●
●
Ｃ
Ｏ
Ｏ
●
●
①
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国語・中１

複数のアンケートの結果をグラフで表し、レポートを書く。．

ウ（ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

解の仕方を理解させ、論理的に自分の考えを

表現する力を養っていきたい。１身に付けたい力

複数のグラフの情報を読み取り、推論を立

て、情報を関連づけ、論理的に組み立て、結

論を導き出し、わかりやすく表現する力。

５単元・題材について

本実践では生徒自身が関心を持って取り組

むことができる題材として、自分たちの日常

生活におけるメディアとの関わりを振り返る

アンケート調査を題材とする。

中学生にとって身近なメディアはテレビ、

携帯電話、インターネット、ラジオ、雑誌な

どである。これらのメディアを「どんな時に、

どれくらい活用しているのか｣、「どんな情

報を期待し、また、活用しているのか｣、「メ

ディアを活用する際の家庭でのルール」など

質問をたてさせる。

集計結果をグラフにし、全員で結果を共有

する。レポートでは一つ一つの結果を並列式

に書き連ねるのではなく、二つから三つのグ

ラフのデータを重ね合わせ、仮のクロス集計

を行って、推論を立てさせていくとよい。レ

ポートのテーマが「２１世紀の中学生のメデ

ィア状況」であることをしっかり押さえ、傾

向が浮かび上がるように考えさせていきた

い。

２主たる評価規準

・アンケート調査の結果をグラフで効果的に

表現することができる。

･複数のグラフの情報を関連づけ推測したこ

とをグラフから読み取ったデータを根拠と

して示しながら、論理的な文章で表現でき

る。

３単元・題材

「２１世紀の中学生のメディア状況」

アンケート調査の結果から読み解き、

レポートを書く。

４指導のねらい

非連続型テキストの読解において求められ

るのは、個別に提示される情報を結びつけ、

文脈をつなげて文章（連続型テキスト）で表

現する力である。

本時ではまず、生徒にアンケート調査をク

ラスの中で行わせ、その集計結果をグラフで

表現させ、非連続型テキストの特性を理解さ

せる。そして、他のグループが作成したグラ

フと共に、分析させ、そこから読み取ること

ができる内容から､一つの推論を立てさせる。

それを、グラフのデータを根拠として活用し、

論理的に立証させていくのである。

この活動を通して、非連続型テキストの読

６使用するテキスト

生徒が作ったアンケート質問用紙とその集

計結果をパワーポイントでグラフで表現した

ものを使用する。

７授業の実際（４時間扱い）

（１）新聞などのグラフを示し、記事の内容

を分析し、データの読み取り方と文章表

－３６－ 



現の技法を知る。

班ごとにアンケートを作成し、クラスで

実施する。

(2)前時のアンケート結果をパワーポイン

トで集計し、グラフで表現する。

(3)各班のデータを見比べ、「今の中学生

の傾向」についてレポートを書く。

(4)互いのレポートを発表し合う。

させた。

以下の集計結果から、「テレビに情報を期

待する割にはニュース番組を見る人が少ない

ことから、ドラマやバラエティ番組の内容も

傭報と捉えている傾向があるかもしれない。

また、それらの情報をほとんど鵜呑みにして

信じているようだ」と読み解くことができて

いた。自らの知識や経験に照らし合わせて、

考えることができる題材だけに、意欲を持っ

て取り組むことができた。

（中村純子）

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）調査対象は級友とし、集計に時間をか

けないためにも学級単位で行うとよい。

グループ数は６つから８つが適当であろ

う。

(2)アンケートの質問項目を立てるときに、

レポートのテーマに即したものであるこ

とや集計をしやすくするために答は記号

選択方式で自由記述を避けるようにする

ことを指導しておきたい。また、それぞ

れのグループで内容が重ならないよう

に、グループ発表を行い、互いの情報を

確認させておくとよい。

(3)第２時で集計結果をグラフにするとき

に、棒グラフ、円グラフなど、どのよう

な形式で表現するとアンケート結果をよ

り分かりやすく示すことができるかを考

えさたい゜

今の中学一年生が

好きなジャンルの番組Ｊ
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ｇまとめ

本実践では「中学生のテレビとのつきあい

方」を主軸にす据えて、アンケートを学年で

実施した。

ランキングで示したい結果は棒グラフで、

傾向をパーセンテージで印象づけたいものは

円グラフで表現するように指導した。パワー

ポイントでは集計結果を打ち込めば、クリッ

ク-つで様々なグラフのデザインをすぐに示

せるので、幾通りか比較して考えさせること

ができた。また、色の配置によっても印象が

変わってくることを示唆し、色彩構成も考え

200人鬮査
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国語・中２

教科書編集者の意図を読む

ア（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

１身に付けたいカ

テキスト（教科書）編集者の意図を解釈す

る能力を高める。

が重要である。

本校では東京書籍の教科書を使っている。

光村版の「扇の的」と比較してみると、東京

書籍版の教科書には、以下の部分がないこと

が一読してわかる。２主たる評価規準

教科書編集者の意図を解釈し、登場人物の

立場や心情を読みとっている。 あまりのおもしろさに、感に堪へざる

にやとおぽしくて、舟のうちより、年五

十ばかりなる男の､黒革をどしの鎧着て、

白柄の長刀持つたるが、扇立てたりける

所に立って舞ひしめたり。

（中略）

「あ、射たり。」

と言ふ人もあり、また、

「怖けなし｡」

と言ふ者もあり。

３単元・題材

単元：古典を楽しむ

題材：①「平家物語那須与一」（平成１４

年版東京書籍）

②「扇の的『平家物語』から」（平

成１４年版光村図書）

４指導のねらい

この単元では、「平家物語」の「扇の的」

を、クラス全体で群読するという表現活動を

組む中で、「読解力」の視点を織り込んでみ

た。

群読の指導について高橋俊三氏は次のよう

に述べている。「群読をするためには、文脈

を、どこで読み分かっか、その部分を誰（と

誰）が読み担うかをきめるための話し合いが

必要となる。その決定は、作品の内容と文体

の必然性によってなされることになるから、

その話し合いは、当然、作品（教材）解釈の

紹介のし合い、説得のし合いである。子ども

たちは、この話し合いをとおして、他者の読

みに触れ、自身の読みを深める。『学び合い』

が生まれる｡」（注１）高橋氏の指摘の通り、

群読ではそれを作りあげる過程における「話

し合い｣、すなわち個々の生徒の解釈の交流

この部分があるかないかで、与一の人間像

は大きく変わってくる。上記の部分が省略さ

れている東京書籍版では、弓の名手としての

英雄的な与一の姿が浮かび上がってくるのに

対し、省略されていない光村版では、冷酷で

非情な武士の一人としての与一の姿が浮かび

上がってくるのである。ここに着目しようと

考えたのである。群読のプランを作る話し合

いの中で二つのテキストを示し、教科書編集

者の意図を読み解く段階をおくことによっ

て、「扇の的」の読みを深めることをねらっ

た。

これは、文部科学省が「読解力」の向上に

関して、指導の改善の方向として示している

項目のア（ア）、「自らの目的に応じてテキ

ストの意味や構成を理解したり、表現の細部

－３８－ 



が全体においてどのような役割を果たしてい

るのかなど、筆者の表現意図を解釈したりす

る力を高める必要がある｡」と一致している

と考える。

違いや教科書編集者の意図について意見

交換をする。

(3)光村版「扇の的『平家物語』から」

を用いて群読のプランについて話し合う。

(4)群読プランに修正を加えながら群読

練習をする。単元をふり返る。５単元・題材について

「読解力」を意識した授業を構想するにあ

たって、西辻正副氏は「学習指導を『読解力』

という視点からとらえなおしてみる」（注２）

ことの重要性を述べている。これを受けて本

校では、「全く新たな視点として『読解力』

を教科の指導に取り入れるというのでなく、

これまでの指導を意識してカリキュラムを見

直すことで、『読解力』育成への具体的対応

を図ることがポイントになる」（注３）と考え

ている。

このような意味で、今回の学習は、従来取

り組んできた群読の手法を生かした古典学習

の指導の中に、－部「読解力」を意職した取

り組みを入れたものであるといってよいもの

である。（後述「７授業の実際」の第２時

が「読解力」を意職した部分にあたる｡）

【源平に分かれての群読練習】

８この授業を行う際のポイント

（１）『学習指導要領』にある、古典の指導

に関する「配慮事項」をおさえること。

（２）その上で、「読解力」向上の視点を意

識すること。

６使用するテキスト

今回取り上げたテキストは二つの教科書に

掲載されている「連続型テキスト」である。

一方の教科書で一部が省略されていることに

着目することで、教科書編集者の意図に気づ

き、主人公の立場や心情に対する「読み」が

大きく変わることに気づかせたい。

ｇまとめ

「教科書だから人を殺す場面を載せなかっ

たのではないか」「殺す場面を載せることに

よって与一の置かれていた立場、武士の生き

方について考えることができる」といった意

見が出された。これらは特に、「扇の的」末

尾の「情けなし」の読み分担や読み方を考え

るのに有効であった。（黒尾敏）

７授業の実際（４時間扱い）

（１）ガイダンスを聞き、この単元におけ

る自分の学習目標を立てる。東京書籍版

「平家物語那須与一」の原文を繰り返

し音読する。現代語訳を読み、大まかな

内容をつかむ。

（２）光村版「扇の的『平家物語』から」

を読み､東京書籍版との相違点に気づく。

二つの教科書から受ける与一の人間像の

注１『辨座音声言語の授業④音読・朗読・群魏

の指導』高橘俊三編箸、明治図書、１９９４年、Ｐ223

注２「読解力の向上を目指した指導の改善」西辻

正副、『中等教育資料』、ぎようせい、２００５年１０月

号、Ｐ１７

注３『｢読解力とは何か』、横浜国立大学教育人M］

科学部附風横浜中学校ＦＹプロジェクト編､三省堂、

2006年、Ｐ4２
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国語・中２

新聞の報道写真を見比べ、映像情報を読み解く。

ア（イ）評価しながら読む能力の育成

１身に付けたい力

写真が伝える情報を言語化し、比較分析す

ることを通して、映像情報を評価しながら、

クリテイカルに読み解く能力を高める。

切り取られ、伝えることができる。新聞やテ

レビで見ることができる映像は、精選され、

たくさんの情報が切り落とされた－部に過ぎ

ないのである。その写真がどのような意図を

もって事実を象徴的に表しているのか、分か

りやすく伝えているかと評価しながら、読み

解いていけるように、指導していきたい。

２主たる評価規準

・報道記事の内容を最もよく映像で伝えてい

る一枚を決めることによって、写真の情報

を評価しながら読み解き、分析している。 ５単元・題材について

本単元では、複数の写真の中から、最もよ

く事実を伝えていると思う１枚を選ぶ活動か

ら､映像を評価しながら読む力を育んでいく。

本単元の題材として扱うニュースは、天候

に関するニュースが適切である。例えば、猛

暑、台風、豪雨、落雷、大雪、季節の変化な

どである。社会問題のように、ニュースの背

景の理解が難しくなく、どの生徒もその天候

に関わる何らかの体験を持つことができるか

らである。ニュースの内容を身近にとらえる

ことができ、ニュース素材の中でも最も中学

生にとって取り組みやすい内容である。

本実践では夏の猛暑を報道するニュースを

扱った。

３単元・題材

「今日の夕刊・一面の写真を選ぼう。」

報道写真・編集会議

４指導のねらい

本実践では、四～五人のグループでの編集

会議という形式を取ることによって、映像か

ら読み取れる情報を言語化する必然性が生ま

れる。そこで、非連続型テキストの読解力が

高まることが期待される。

さらに、自分が最もよいと思う写真を主張

し、相手を説得するために、他の写真と比べ

て評価する必然性が生じる。この活動を通し

て、評価しながら読み解く力を養っていきた

い。

また、生徒たちは、映像情報は事実をあり

のままに映し出していると考えがちである。

新聞の報道写真やテレビのニュース映像で、

世界中の出来事が居ながらにして見ることが

できると感じてしまいやすい。しかし、映像

情報も送り手の意図によって榊成されている

ものである。一つの事実でも様々な側面から

６使用するテキスト

・新聞記事（１つ）

報道の概要をつかませるために、「大見

出し」「中見出し」と気象状況とその被

害状況の一部を用意する。

・新聞写真（３枚）

同じ日付の新聞を複数用意し、写真だけ

を切り抜き、カラーコピーし、画用紙に
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貼り付ける。 れたキャプションを読んで、確認してお

くとよい。

７授業の実際（２時間扱い）

(1)ニュースの基礎情報を確認する。

.「都心で日中に史上最高の３９．５度を観

測」の見出しと記事の概要を読む．

．この記事を夕刊に載せるために写真を

－枚選ぶための編集会議を行うことを

確認する。

・各自、３枚の写真からどのような情報

が伝わるかを分析してワークシートに書

かせる。

・グループで編集会議を行い、どの写真

を採用するかを討議し、決定させる。

(2)各グループがどの一枚を選んだのか、

その理由を述べ、発表会を行う。

・実際の新聞記事を見せ、写真のキャプ

ションを読み、自分たちが選んだ意図と

比較分析をさせる。

.気づいたことをふりかえり、まとめる。

ｇまとめ

この実践では、どの写真を選んだのか、グ

ループで話し合わせる。話し合うことによっ

て、評価の仕方について他者と比較すること

ができ、自己の評価しながら読み解く力をよ

り高めていくことができる。どの写真を選ぶ

かについては、正解があるわけではない。そ

の写真を選んだ理由として、どのように評価

したかをきちんと述べることができる点が重

要である。評価して読み解く過程を大切にし

て指導していきたい。

この実践を通して学んだことを日常生活の

中でも活かし、新聞やテレビのニュース映像

を意織して読み解くことを勧めていきたい。

（中村純子）

８この授業を行う際のポイント

（１）一枚一枚の写真からどんな情報が伝わ

るのかを「榊図、色、光、被写体のポー

ズ、背景、アングル」などのポイントで

しっかり分析し、それをどう評価したか

の話し合いに臨ませるとよい。

カメラマンがどのような位置から、どん

な効果を狙って撮影したのかについても

推測し、分析させていきたい。

(2)写真はありのままを写しているものと、

とらえがちであるが、カメラマンの意図

と報道の意図によって編集構成されてい

ることをおさえる。

(3)情報の送り手の視点から写真を比較分析

を行う。話し合い活動をとおして、情報

が受け手によって多様な解釈がなされる

ことも同時に学ばせていきたい。

(4)写真は言葉によって読む方向を決定

づけられることも、実際の記事に添えら
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国語・中２

新聞に自分の意見を投稿する

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

１身に付けたい力

(1)新聞に投稿された複数の文章を読み、書

かれている内容を相互に関連付ける力

(2)新聞の投書内容と自分の考えや生活体験

とを結びつけて考えをまとめ、表現する力

薔欄に実際に投稿する。生徒に具体的な活鋤

目的を持たせることで「複数の投書（テキス

ト）を読むこと」と「テキストに基づいて自

分の考えを書くこと」の２つの学習活動をよ

り密接に結びつけたいと考えたからである。

また、このことは生徒の学習意欲を向上さ

せることにもつながる。本単元開始時、新聞

の投書欄へ実際に投稿することを予告し、学

習への意欲付けを図っていく。

２主たる評価規準

(1)新聞の投書から「思いを伝えることの大

切さ」や「思いを伝える方法」等について、

共通点や相違点を読み取っている。

(2)新聞の投書内容と自分の考えや生活体験

とを結びつけ、「思いを伝える」というテ

ーマで自分の考えを文章にまとめている。

６使用するテキスト

新聞に投稿された５つの文章が主なテキス

トとなる｡具体的には次のような内容である。

①年賀状の文字がほとんど印字されたもの

となっている。何か味気ない思いがする。

手書きで書かれた文字からは、その人の

温もりが伝わってくるようだ。

②携帯電話のメールで「行く？」と文字を

打ったつもりが「行く！」になっていた

ようで、友達との行き違いが生じてしま

った。メールは便利ではあるが、反面怖

さもある。

③「子供は親の背中を見て育つ」という言

葉を最近、実感している。子供に伝えた

いことはたくさんある。言葉だけでなく、

親の行動で、子供に大切なことを伝えた

い。

④子供に何か話しかけると、「別に」とい

う言葉が返ってくる。「別に」という言

葉はコミュニケーションを遮るものと感

じる。

⑤友達との間で「方言」が流行している。

様々な土地の方言を組み合わせて会話を

楽しむ。素直な思いが伝えられる二とも

ある。

３単元・題材

新聞に自分の意見を投稿する

４指導のねらい

本単元では、主なテキストとして新聞に投

稿された複数の文章を取り上げるが、投書に

対して、「賛成」「反対」という二者択一の

観点から自分の考えを述べるのではない。ま

ずは、それぞれの文章の共通点や相違点を読

み取らせることで、文章の内容を相互に関連

付ける力を身に付けさせたい。

生徒たちは、投書の共通テーマ「思いを伝

える」に対して、様々な視点からの意見や考

えを持つことが予想される。それを文章とし

てまとめる時間を設定する。その際には、自

分の意見や考えを支える根拠の一つとして、

投書内容や日常生活で実際に体験した内容を

効果的に活用させていきたいと考えている。

５単元・題材について

一人ひとりの生徒が書いた文章は新聞の役
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それが、僕には機械がしゃべっている声に

聞こえてしまうのです。（中略)。自分自

身を振り返ってみて、毎朝登校したときに

先生や友達に言う「おはようございます」

も同じなのではないかと気がつきました。

形式的な「言葉」だけでは、自分の思い

を相手に伝えられないのです。（後略）

この５つの文章は視点こそ異なるものの、

「思いを伝えることの大切さ」について述べ

ている点で共通する。それぞれの文章と関わ

りのある資料文や統計等、多様なテキストを

用意し､生徒一人ひとりの学習を支えていく。

７授業の実際（４時間扱い）

(1)テキスト（新聞投書）を読む。〈１時間〉

各自に用意させた新聞の投書欄を開か

せ、そこに自分たちが書いた文章を投稿す

ることを伝える。活動目標を明確にした上

で、主なテキストとなる５つの文章を配布

した。生徒たちはテキストを読み、その内

容の共通点や相違点をワークシートに整理

していく。相違点として挙げられたのは、

「葉書やメール等、思いを伝えるための手

段」「思いが伝わった例と伝わらなかった

例」「言葉で伝えるか、態度で伝えるか」

等であった。

(2)テキストの内容を自分の考えや生活体験

と結びつける。〈１時間〉

テキストの共通テーマ「思いを伝える」

に関して、日常生活の中で、どのような経

験があるか、またそのことについてどのよ

うに考えるのかをワークシートに整理させ

た。ここで使用するワークシートは、文章

を書く構成表の役割も果たしている。また、

自分の考えを深めたり、考えを支える根拠

として活用できるように、補助資料や統計

等を用意した。必要に応じて、生徒に手渡

していく。

(3)「思いを伝える」ということをテーマと

した文章を書く。〈１時間〉

前時に作成した構成表をもとに､文章(投

書）を書く時間を４０分間設定した。文字

数は４００字から６００字の範囲内とす

る。生徒が書いた文章には次のようなもの

がある。

この生徒は構想の段階で､テキスト①｢年

賀状の印字された挨拶文」の内容に自分の

体験や考えを重ね合わせることができてい

た。

時間内で書き終わらなかった３名の生徒

に対しては、放課後や休み時間を活用し、

助言等を繰り返していった。

(4)書いた文章を読み合う。〈１時間〉

書いた文章は学級内で読み合い、相互批

評をしていく。文章に対して、「意見がは

っきりしない」等と指摘するだけでなく、

具体的にどのように書き直せばいいのかを

話し合えるような学習の場づくりをおこな

った。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)単元全体を貫くテーマを｢思いを伝える」

，とした。生徒の考えや生活体験を導きやす

く、また考えを深めさせたいテーマを選ぶ。

(2)複数の視点から意見が述べられているテ

キストを選択することで、文章の内容を相

互に関連付けて読む力を育成する。

(3)書いた文章を互いに読み合う時間を設け

る。そのことにより、学習目的の明確化と

学習内容の深化を図っていく。

ｇまとめ

新聞に投稿する文章を書くという活動目標

に向かって生徒たちは意欲的に学習を進める

ことができていた。そのプロセスでは、テキ

ストを読むことに、そして文章を書くことに

「熟考する」生徒の姿をみることもできた。

（田沼良宣）

、

、
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１身に付けたい力

他者を読む気にさせ、実際に本を手に取り

読ませるという行為を促すためのＰＯＰを作

成することで、自分が得た情報を整理し、わ

かりやすく表現する能力を高める。

自分が得た情報や、再読して改めて感じた

思いを、ＰＯＰという媒体を通して言葉に表

していく学習活動は、単にテキストを読むだ

けではなく､、ＰＯＰの役割を認識した上で、

必要かつ重要な事柄を整理し、取捨選択しな

がら表現していく力の育成につながる。

２主たる評価規準

本を読んで得た情報や自分の思いを、ＰＯ

Ｐの役割を理解した上で取捨選択し、短い言

葉で端的に表現している。

５単元・題材について

ＰＯＰとは、書店に展示されているハガキ

大の宣伝用カードである。購買意欲をかき立

てる効果をもち、顧客に“本を手に取らせ、

買わせる,,アイテムとして価値をもつ。売り

上げを伸ばすＰＯＰの特徴について、書店員

さんは次の３点を挙げた。①インパクトがあ

る、②本の内容や実際に読んだ感想が書いて

ある、③キヤッチコピーがある。

売り上げを伸ばすＰＯＰを作成するため

に、学習者は作品を再読しながら、クライマ

ックス部分の確認や好きなフレーズの引用、

面白く感じた理由を分析していく。その過程

は、具体的な叙述を踏まえて深く考える機会

を与えるとともに、次の表現活動の土台とな

る。そこで得た情報から何を選び取るか、彼

らは限られた紙面に盛り込む内容を考え、伝

える言葉を吟味し､書き表していくのである。

３単元・題材

「本から得た情報や思いを

ＰＯＰで伝えよう！」

～ＰＯＰを使って、顧客ＧＥＴ！～

４指導のねらい

本を読んでみようという気持ちはあるが、

何を読んだらいいのかわからないという不読

者は多い。また、読書を習慣とする者も、次

に何を読もうか常に情報を求めている。新聞

やインターネット等、本の情報を得る方法は

様々あるが、ここでは、自分が出会ったとっ

ておきの本を紹介し合い、今後、選書する際

の情報を得る場を設定した。

具体的には、作成したＰＯＰを介し、お互

いが顧客となり書店員となって、自分が勧め

た本をできるだけ多くの友達に読んでもらう

ことを目標に交流を行う。また、地域の同世

代へも広く情報を発信するという目的で、Ｐ

ＯＰを地域書店へ展示する流れも組んだ。

６使用するテキスト

今までの読書生活の中からのとっておきの

－冊が各自のテキストとなる。それは、いわ

ゆる名作であったり、ベストセラーであった

りするが、“手に入るもの，,という条件以外
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(±特に指定をせず、自由に選択させた。展示

を依頼した各書店は、以下の観点で学習者の

ＰＯＰを選択、展示してくださった。

.Ａ書店：新刊本を中心に展示。

.Ｂ書店：隠れた名作・佳作を中心に展示。

そして、これらのＰＯＰが、次の選書を促

す彼ら自身のテキストとなるのだ。

７授業の実際（３時間扱い）

(1)作品を分析する

○書かれていることを根拠に作品の面白さを

考え、自分なりに分析する。

※本単元に入る－週間程前に、授業の目的・流れを

説明し、紹介したい本の再読を指示しておく。

(2)情報や思いを整理し、言葉に表す

○限られた紙面にどんな情報や思いを盛り込

むかを考えながら、ＰＯＰを作成する。

※以下の内容を入れるよう指示した。（キャッチコ

ピーについては既習）②③④に、学習者が選び取っ

た悩報や感じた思いが表れる。

i①基本情報（書名・著者名・出版社・価格）ｉ

ｉ②キャッチコピー③お気に入りのフレーズｉ

１④鯛買者をひきつける一言（おすすめの理由や自！
・１

１分の思い、作品の内容等）

(3)情報の交流をする

○ＰＯＰを使って友達と本の紹介をしあう。

※交流の経過がわかるように学習プリントを用意す

るとよい。

(4)学びを広げる

○紹介された中から選んだ－冊を実際に読

み、感想をもつ。

○書店へ出向き、採用された友達のＰＯＰを

を参考に選書し、本を読み、感想をもつ。

※単元後の活動となるが、学習プリントや読書記録

ノート等で、結果を確認したい。

【本校専用コーナーを作ってくれたＢ啓店】

取捨選択する視点を与えると同時に、自然と

言葉を吟味し表現することとなる。

(2)形や色、箪記具等における工夫

‘インパクトがあるＰＯＰ，という点にお

いて、形や色、レタリング等にこだわる気持

ちが生まれるのは当然である。身に付けたい

力と目的を確認した上で､適宜工夫させたい。

(3)ＰＯＰを実生活で活用する

学んだことが、実生活に生きる場面を作る

ことで、学びの手応えを感じさせたい。

ｇまとめ

「ほんの数行で作品の魅力を最大限に引き

出さなければならないので、どの部分を取り

上げ、どう言葉にすれば効果的か、どう書け

ば自分が紹介した本を手に取ってもらえるか

を考えるのがとても大変だった。実際に、Ｐ

ＯＰが書店に飾られたときは、『世の中に通

用するものを作ったんだ』と何だか不思議な

気持ちになった」

ＰＯＰの役割を認識した上で、必要な情報

を選択し、わかりやすく表現しようと言葉を

吟味している姿が伺える。

今回は学習者のために書店を探し、実生活

における学びの場としての価値をもたせた

が、逆に、瀞店の要望や顧客層に応じて学習

者が遺書したり、ＰＯＰを作成するといった

展開も日常的・実用的な言語活動として価値

をもつのではないか。（杉本直美）

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)‘効果的な情報の選択，を意職させる

限られた紙面の中で何を伝えるのが効果的

かを意識させることは、本当に必要な情報を

4５ 



国語・中２

私たちの言葉について考える 統計や図表を読むことを通して

ウ（ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

１身に付けたい力

(1)自分の考えや生活経験と結びつけて、統

計や図表の内容を的確に読み取る力

(2)統計や図表から読み取った内容を効果的

に活用する力

５単元・題材について

本単元の学習活動は２つの大きなまとまり

によって構成される。第１次は、統計や図表

の内容（｢国語に関する世論調査｣）を考察

するという学習活動をグループごとにおこな

う。まずは「統計や図表から気付いたこと」

「もっと知りたいこと」等の視点で読み取っ

た内容を整理させる。そして、その上で再調

査等の学習活動を展開していく。具体的な活

動例としては次のようなものが予想された。

①中学生では「なにげに」「チョー」等の言

い方がどのくらい使われているかを調べる。

②「なにげに」「チョー」等の言い方以外で

どのような言葉が問題になるか調べる。

第２次は、第１次で考察した内容をレポー

トとして文章にまとめるという活動である。

書いた文章は学級内で読み合い、相互批評も

おこなっていく。また後日、レポートをもと

にしたパネルディスカッション「私たちの言

葉遣い」を実施することを予め伝えておく。

２主たる評価規準

(1)自分の考えや生活経験と結びつけ、統計

や図表の内容を具体的に考察している。

(2)統計や図表から読み取った内容を効果的

に活用して、レポートをまとめている。

３単元・題材

私たちの言葉について考える

－統計や図表を読むことを通して

４指導のねらしⅥ

情報社会を生き抜く生徒たちにとって、デ

ータを視覚的に表現した統計や図表の内容を

読み取り、それを活用する能力は必要不可欠

なものとなる。本単元では統計や図表の数字

を漠然と受け入れるだけではなく、自分の考

えや生活経験と結びつけて考察をすること

で、統計・図表の内容を的確に読み取る力を

身に付けさせる。

また、学習の過程では考察した内容をレポ

ートにまとめるという表現活動を組み込んで

いく。読むことの学習を表現活動と結びつけ

ることにより、テキストを読む目的や視点を

明確にし、さらには、読み取った内容を効果

的に活用する能力を高めさせていきたいと考

えている。

６使用するテキスト

テキストの一つとして「平成１５年度国

語に関する世論調査（文化庁)」の統計・図

表を取り上げる。日常生活で使われる「なに

げに」「チョー」などの言葉を８例挙げ、そ

のような言い方をするかどうかについて調査

した内容である。「言葉」は生徒たちにとっ

て身近なものであり、統計・図表の内容を自

分の考えや生活体験に結びつけて読み取るこ

とが比較的容易であると考えた。

また、生徒たちが考察を深めていく過程で

－４６－ 



Iま、テキストとして「言葉」に関する３０冊

程度の本を用意し、必要に応じて読めるよう

にしておいた。また、新聞記事や雑誌・イン

ターネットから検索した資料も手に取れるよ

う整えておくこととした。

若い人の割合が高い。私たちが実施した中学

生（７２名）への調査では『使うことがある』

の割合が８０％を超える｡そこから…(後略)」

この生徒は、自らの生活経験から「なにげ

に」という言葉を使う中学生の割合が高いこ

とを予め想定した上で考察を進めていた。

レポートは学級内で読み合い、読んだ感想

や意見をレポートの横に書き込んでいく。考

察段階では同グループであっても、視点の極

き方が異なれば、レポートの内容も異なるの

だということを実感する生徒も多かった。

７授業の実際（６時間扱い）

(1)第１次の学習活動（３時間）

第１次の学習の導入で「国語に関する世論

調査」の統計・図表を生徒に示した。日常的

に使用している「なにげに」「チョー」をは

じめ、「あの人は走るのがすごい速い」「全

然明るい」等の言葉に生徒は興味関心を持っ

たようである。「自分は使っていない！」「何

でこの言葉はおかしいの？」等の発言が飛び

交っていた。

グループごとに考察をする段階では、この

調査の実施が平成１５年度（２年前）である

ことに着目し、「現在」との比較調査をおこ

なうグループもあった。身近な友達や様々な

年代の先生を対象として、「なにげに」「チ

ョー」等の言い方についての再調査をおこな

い、対象者に「どのような場面で使用するの

か」「使用することに違和感はないのか」等

の迫質問をすることで、統計や図表の内容を

深めることができていた。

その他にも、各グループごとに考察を深め

ていく過程で、言葉の使い方に関する図書や

新聞記事を読んだり、インターネットで資料

を検索する等、多様な「読み」に自覚的に取

り組む様子も多く見受けられた。

(2)第２次の学習活動（３時間）

第１次で考察した内容をレポートにまとめ

るという活動を一人ひとりの生徒がおこな

う。レポートの榊成は「統計・図表から読み

取った内容」「考察の結果」を柱とした。あ

る生徒は次のようにまとめている。

「(前略）特に、『なにげに」という言葉を

使うという人の割合は、平成８年度から大幅

に増加していることがわかる。その中でも、

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)統計や図表などをテキストとして取り上

げる場合には、その内容が生徒自身の考え

や生活体験と結びつくものを選択する。

(2)「譜くこと」「話すこと・聞くこと」の

学習活動と相互に関連づけることで、読む

ことの目的を明確にさせる。

(3)統計や図表（非連続型テキスト）に限る

ことなく、多様なテキストを用意する。本

単元では、生徒の学習活動を支えることの

できる図書や資料を予め整えておいた。

(4)生徒一人ひとりの学習過程に寄り添い、

具体的な支援をおこなう。特にグループ活

動の段階で、考察を深めるための調査等に

おける着眼点を示すことが必要である。

ｇまとめ

実際の生活場面で、統計や図表を無目的に

読むことは少ないはずである。そうであるな

ら、授業においても、目的を持って読む学習

の場を設定する必要がある。生徒がまとめた

レポートでは、自分の意見や考えを支える根

拠として、統計や図表を活用することができ

ていた。生徒一人ひとりが、それぞれの活動

目標であるレポートの作成に向かう過程で、

統計や図表の内容を的確に読み取り、それを

効果的に活用する力を身に付けることができ

たのではないかと捉えている。（田沼良宣）

－４７－ 



国語・中２

｢走れメロス」で作品のしくみを説明する

ウ（イ）自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

１身に付けたい力

目的をもってテキストを分析しげ分かった

ことや考えたことを、分かりやすく簡潔に説

明する能力を高める。

ところで、説明の学習のために文学作品を

題材に取り上げたのは、次のような理由から

である。

国語科においては、説明的文章を読んだり

書いたりする単元で、説明する力を身に付け

ていく学習を展開かるのは当たり前である。

ただ、そうした単元以外のいろいろな場面で

説明する活動を組むことは、説明の力の定着

を図るには欠かせないからである。〆

２主たる評価規準

作品のしくみについて分析して分かったこ

とや考えたことを整理して、分かりやすく説

明している。

３単元・題材

「走れメロス」を読む

５単元・題材について

「走れメロス」を題材として取りあげて授

業を行う。

「走れメロス」については、これまでに繁

者としてもさまざまな実践を行ってきたが、

どちらかと言えばメロスの心情を押さえるこ

とが中心になっていた。こうした授業では、

どうしてもストーリーの枠内に閉じこめられ

た読みになりがちである。（注１）

そこで今回はテキストの枠組みについて考

えるような授業（注２）を行いたいと考えた。

具体的には、王が気持ちを変えたことについ

て、読者が納得して受け入れていくような作

品の仕組みを分析する課題を設定した。

ところで、この課題がどうしてテキストの

枠組みについて考えることにつながるのかと

いうと、王の変心の理由はストーリーを追っ

ているだけでは解決できないからである。王

の変心を促すにいたった情報には、メロス数

々の試練が実は含まれていないのである。読

者は自分の知っている情報は、当然王も知っ

ているものとして疑いもなく読んでいるので

４指導のねらい

自分の感じたことや考えたことを簡潔に分

かりやすく表現する能力は、学校生活のいろ

いろな場面で要求されるだけでなく、社会に

出て自己実現を図っていくためには欠かせな

い能力の一つである。

とくに相手意職を持って何かを説明する力

は、分かりやすく表現する力の中心となるも

のである。

こうした説明の力は、各教科や総合的な学

習の時間において意図的に育成していかなけ

ればならないものであるが、とくに国語科に

おいても、話すこと・聞くこと、読むことの

それぞれの領域の中で育成を図らなければな

らない力の－つになっている。

そこで、今回は文学作品の読みにおいて、

作品を分析して、その仕組みについて分かっ

たことを分かりやすく説明することを考え

た。

－４８－ 



ある。王の知っている情報を分析していくこ

とで、テキストの枠組みについて考えていく

ことにつながってくるのである。

今回の授業では、作品を分析したことに対

して、自分の考えを付け加えて、分かりやす

く説明を書くという学習を行った。

このように、読むことの授業の中で、書く

活動の機会を意図的に作っていくことは簡潔

に表現する能力を育成するには重要であると

考えている。

心を納得させる作品の仕組み」について

説明を書く。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）ストーリーに流されない読みの授業を

行うには、作品の枠組みを意識した課題

を設定していくようにする。（注３）

（２）学習のプロセスで分かったことや、自

分が考えたことをメモしていく。

（３）穴埋め式のワークシートからの脱却を

図っていく。自分の考えたことを、少し

でも書くようにする。

（４）「第一に」「第二に」などのよく使う説

明の書き方を、事前にいろいろな場面で

使って説明に慣れるようにする。

６使用するテキスト

今回は、「走れメロス」（東京書籍２年）

をテキストとして使用した。このテキストを

使用したねらいとしては、文学作品の読みを

中心とした単元であっても、目的を明確にし

て自分の考えを説明するといった学習を設定

することが可能であることを示すためであ

る。その意味ではどのような文学作品でもか

まわないが、中学２年の文学教材の代表的な

ものを取り上げることで、「読解力」育成を

考えた授業を工夫する際に参考になると考え

たからである。

ｇまとめ

ここでのねらいである「目的をもってテキ

ストを分析し､分かったことや考えたことを、

分かりやすく簡潔に説明する能力を高める」

ためには、書くことの機会を多くして、書く

ことに慣れさせておくということが欠かせな

い。

そのためには、この授業を行う際のポイン

ト（３）（４）で示したように、読むことの授

業改善ということを考えていく必要があるだ

ろう。キーワードの整理に終わることなく、

そこでの自分の考えを書いたり、自分なりに

分かったことを整理させたりする学習を展開

するようにしたいものである。（岩間正則）

７授業の実際（５時間扱い）

（１）作品の朗読ＣＤを聞き、大まかにスト

ーリーの内容について理解する。

（２）「川の氾濫がなく、メロスが予想して

いた時間通りに刑場にやって来たら、王

はメロスとセリヌンテイウスをどうする

か」という課題について話合う。

（３）「王がメロスたちを許すにあたり、ど

んな情報を持っていたのか」という課題

の解決のために、作品を分析する。

(4)「王」の持っていた情報と、読者の持

っていた情報を比較することで、「王が

メロスたちを許すことをどうして読者が

納得したのか」という課題をもとに、作

品の仕組みについて検討する。

（５）これまでの学習を整理して、「主の変

（注１）牛山恵「子どもが読む『よだかの星』－

擬制を撃つ」『日本文学』（日本文学協会編２００３

年３月号１２頁）で、ストーリーに流されて既成の

慨念に閉じこめられた読みの脱却について述べてい

る。

（注２）（注３）横浜国立大学教育人間科学部附履

横浜中学校研究紀要第４４集２００５年度の国語科の

提案参照

4９－ 



国語・中３

文章の再構成を通して、構成や論理の展開を評価しながら読む。

ア（イ）評価しながら読む能力の育成

１身に付けたい力

構成や論理の展開の仕方について文章を評

価しながら読み、目的に応じて再構成するこ

とで、文章の構成や論理の展開を批判的に読

む能力を高めるともに、目的に応じた構成や

展開を工夫して自分の表現に生かす能力を高

める。

ことを行い、論理的な思考力を高めることを

ねらいとしている。

５単元・題材について

本題材は、ＰISA型「読解力」に当たる、

論理的な思考の確かさや目的や表現様式に応

じた表現法の妥当性を考えながら批判的に読

む能力を高めるものである。なお、本題材で

目的に応じて構成や展開を工夫する能力を高

めた後、次題材「説得力のある小論文を書こ

う」で、論理的に書く能力を高めていく。

２主たる評価規準

文章の再構成を行い、より効果的な構成や

論理の展開の仕方を考え、文章を評価しなが

ら読んでいる。，

６使用するテキスト

本題材では、「マスメディアを通した現実

世界（光村図書３年)」を主教材として取り

上げる。「マスメディアを通した現実世界」

は、マスメディアの情報の性質をおさえ、メ

ディアの受信者としての姿勢について述べた

論説文であり、序論・本論・結論の三段榊成

であり、具体的な事実を取り上げながら論を

展開し、読みやすいテキストである。しかし、

具体例が多岐に渡っているため取り上げた意

図がつかみづらかったり、序論と本論で並立

的に主張を述べているために、二つの主張の

関係をとらえづらかったりする面もある。そ

こで、結論と具体例の関係を明確にして、頭

括型・尾括型等の構成や「問題提起一結論」

「具体一抽象」といった展開を工夫したり、

より説得力のある具体例に換えたりして、読

み手に筆者の主張を明確に伝えられるような

文章に書き換える学習に適している。

３単元・題材

論理の展開を考え再榊成しよう

４指導のねらい

現在、子どもたちの論理的な思考力や表現

力の育成が求められている。論理的な思考力

力を高めるためには、まず、書き手の意図や

文章の展開の仕方をとらえ、思考の流れをと

らえることが重要である。次に、単に肯定的

な読みを行うだけでなく、より目的に合った

構成や展開の仕方を考えるなど、文章を批判

的に読むことが必要である。そして、さらに

自分の表現に生かすことにより、自分自身の

論理的な表現力を高めることにもつながって

くる。そこで、本題材では文章を再構成する

という目的をもって文章を批判的に読むとい

う言語活動を通して、文章の構成や論理の展

開を評価しながら読んだり、目的に合わせて

より的確な構成や展開の仕方を考えたりする

5０－ 



７授業の実際（７時間扱い）

(1)基本構成や展開の仕方の確認（１時間）

第１時は、文章の基本的な構成や展開の仕

方や効果について考えさせる。まず、いくつ

かの例文を読んで、文章の基本構成（序論・

本論・結論、起・承・転・結）や結論の位置

による櫛成（頭括型・尾括型）の違いの効果

について考えさせる。次に、様々な展開の仕

方について考えさせるととともに、「問題提

起一結論」の流れの例文を作らせるなど、展

開の違いによる効果を考えさせる。

(2)「マスメディアを通した現実世界」の構

成や要旨の把握と分析（２時間）

第２．３時では、「マスメディアを通した

現実世界」を読み、文書の論理の櫛成や展開

を評価させる。まず、文章を読んで内容をつ

かまえてから筆者の主張（結論）と段落構成

をつかませる。次に「文章分析表」を用いて

結論を導き出すための根拠・具体例の内容の

適切さや、構成や展開の明確性・妥当性につ

いて評価させる。さらに、次時で目的や読み

手を設定して再榊成を行うことを知らせ、日

常目にする様々な表現方法から自分が書き換

える方法と工夫点を考えさせる。

(3)「マスメディアを通した現実世界」の再

構成（２時間）

第４．５時では、「マスメディアを通した

現実世界」の再榊成を行う。ここで行う再榊

成とは、筆者の主張を生かして、目的や読み

手を設定して構成や展開、具体例等を工夫し

て文章を書き換えることである。生徒が再榊

成した主なものは次のようである。

○統括型の小論文に書き換える。

Ｏ研究レポートとして書き換える。

○スピーチやプレゼンテーションの原稿とし

て書き換える。

○小学生対象の新聞記事として書き換える。

○若者向けの雑誌の記事として書き換える。

○幼児対象の紙芝居の原稿に書き換える。

(4)再概成の発表と目的に沿って主張を明確

に伝えるための構成や展開についての理解

の深化（２時間）

第６．７時では、再棡成文の発表・読み合

いを通して、目的に沿った効果的な構成や展

開の仕方についての理解を深めさせる。ここ

では読み手や聞き手の立場になって、第２時

で行ったような文章や話の評価を行い、目的

に合った分かりやすい構成や展開になってい

るかを評価させる。

８この授業を行う際のポイント

この授業では、目的に応じて文章の構成や

展開の適切さを評価しながら読むといった批

判的な読み方を随時行っていく。これを行う

には日頃から、書き手の主張と具体例の適切

さを考えながら読んだり、結論と榊成の関係

を意繊しながら読んだりする習慣を身に付け

させることが必要である。再構成という活動

を行うに当たっては、まず、短文で内容をと

らえやすい文章で行うことが望ましい。場合

によっては、「頭括型の文章に書き換える」

「問題提起一結論」の流れを取り入れる等、

教師が再構成の視点を示したり、説明的な文

章を読んだ後、結論に合った別の具体例を考

えさせたり、随筆文など、やや櫛成が暖昧な

文章を提示して再構成させたりする活動等も

有効である。

ｇまとめ

論理的な表現力を高めるためには、論理的

な思考を行う場や言語活動を設定することが

必要である。目的に応じて文章を再構成する

という活動を念頭に置いて、文章の論理の妥

当性を考えながら読む活動は、生徒の論理的

な思考を促すうえで有効である。また文章の

再櫛成という活動も、既に内容は決まってい

るため構成や展開に絞って表現の工夫がで

き、論理的な表現力を高めるためにも有効な

手立てであると考える。（栗本郁夫）

－５１ 



国語・中３

名探偵の推理が「たまたま当たったのか」

「当たるべくして当たったのか」を検証する

ア(ウ)課題に即応した読む能力の育成

１身に付けたい力

推定・断定，論の展開を含む叙述の吟味

を通して，説明の文章に対する自分の考え

(評価)を口頭発表を前提にまとめる力を高

める。

②「事実」と「判断内容」を区別した表現

の文章(判断内容の妥当性を吟味しやす

い文章）

③「推定」から「断定」に至る論理展開に

論理性を含んだ文章

また，「自分の考え」を表明するという

視点からは，

④どちらの意見も成立しうる文章

を選定する。

※教材文として取り上げた文章では，類

推の綱み重ねを繰り返しているため，前段

の【判断内容】が次には【判断材料(事実)】

に変化しており，「推定表現」から「断定

表現」への変化は，一方では「論理の飛躍」

と評価されるべきものであると同時に，「四

つの可能性が重なり合う条件」の吟味を経

れば，確率的な「確からしさ」という蓋然

性を踏まえた表現と評価されるべきもので

もあり，「たまたま」「当たるべくして」

双方の主張が成り立つものである。

さらに，「口頭表現」という表現手段に

限定した意図は，文字言語に対して音声言

語では，結論や根拠をナンバリングやラベ

リングをして述べる必要があるという特性

を踏まえた手立てとしてである。

２主たる評価規準

推理(考察)過程を説明した文章の「推定

・断定」表現の妥当性や論の展開の妥当性

を分析して，「たまたま当たったのか」「当

たるべくして当たったのか」に対する自分

の意見を，表現に基づく根拠を示しながら

わかりやすく説明している。

３単元・題材

名探偵シヤーロックホームズの推理

４指導のねらい

「評価しながら読む力」とは、主張の根

幹となる「引用珈例や数値の正確性」や｢論

の展開」や「推定・断定の表現」の適性・

妥当性等を吟味して判断する力である。そ

して、「課題に即応した読む能力」とは、

こうした他者の表現に接し、筆者の展開す

る論理に飛躍はないか，主張の根拠となる

「事例」や「推量」「断定」等の表現は適

切かなど，文章が自分が納得しうる情報で

あるのかどうかを検討し、相手や目的を明

確に意識して応答・対応する力であろう。

ここでは、情報に接し、その情報を分析

し、その情報・主張に対する自分の考えを

文章として表現する学習機会としたい。

６使用するテキスト

コナン・ドイル作「緋色の研究」より，

ホームズが「ワトソンはアフガニスタン帰

りである」と言い当てた推理過程を説明し

た部分の表現

７授業の実際（５時間扱い）

（１）文章を読み，推理が「たまたま当たっ

たのか」「当たるべくして当たったのか」

の考えを持ち，根拠を挙げながら「口頭

表現」前提にした文章に表現する。

５単元・題材について

「叙述の吟味」する題材としては，次の

ような要件を満たす文章を選定する。

①論理的展開(根拠立て)が明確な文章

5２－ 



異驚嘆型肌「初めて会った人に対して～すごい｣，

Ｅ型【事実列挙型】「(事実を列挙し，事実と結論

の妥当性の吟味を経ず)筋が通っている」

生徒に意見を持たせる際,往々Iこして「ま

ず，何でもいいから自分の意見を持ちなさ

い」という場合が多いが，指導者が持たせ

たい考えは，実はくＡ型：『表現吟味型』〉

の意見である。そのためには，まず生徒に

テキストの意見に対して「賛成・共感」等

の肯定的意見であるのか，「反対・疑問」

等の否定的意見であるのかという立場を明

確にさせる必要があろう。本教材の場合は

それが「たまたま」「当たるべくして」の

立場である。もちろん，「混迷・判断材料

不足」等の保留的意見も存在しようが，そ

うした場合にも，その根拠を「表現を基に

して」行わせる必要がある。

そして，「表現」を吟味・検討する際の

一つの手立てが，「根拠」と「結論(意見)」

を図式化して妥当性を吟味する「論理図」

と呼ばれるものであろう。また，その際に

着目させるのが，伝聞・推量・推定等の助

動詞や格助詞・副助詞を中心とする助詞の

文脈の中での働きである。

露

（２）意見交流を通して，自分が挙げた根拠

の妥当性について再検討する。

（３）再考した文章をグループ内で評価し，

発表する。

（４）シヤーロック・ホームズの推理過程を

『論理図』に書き，論の展開と問題になっ

た表現を整理する。【ｃ生徒に対する支援】

|鰯
!まガ

|艫 ｇまとめ

他の転移場面を使って評価する場合に

は,同作者の「四つの署名」の「ワトソン

が郵便局に行って来た」ことを推理する場

面を活用すればよい。

また，こうした「推定・断定」表現の妥

当性や論の展開の妥当性を吟味・検討する

学習は，－事例からの主張の妥当性を増す

ために他事例を用いた【押し広げ】がなさ

れる帰納的な論証の説明的文章を使った学

習でも可能な学習である。帰納法で進めら

れる説明的文章では，【押し広げ】の展開

を経ることで，文末表現が「推量」「推定」

から「断定」表現に変化する。そこに，筆

者の展開する論理に飛躍はないか，主張の

根拠となる「事例」や「推量」「断定」等

の表現は適切かなど，文章が自分が納得し

うる情報であるのかどうかを検討する学習

を図れれぱと思う。（今村高治）

胆

ⅡＩＦI■Ⅱ 

画囮 囮

（５）最終意見の記述と単元の自己評価・今

後の課題の記入。

Ｂこの授業を行う際のポイント

文章を読んで自分の考えを持たせると

き，生徒たちに培いたいのは表現(テキス

ト）を吟味・評価する力である。本教材で

の生徒の書いた意見をその根拠によって類

型化すると，次の５タイプが見受けられる。

Ａ型【表現吟味型叶「推趾表現の中から生じ

る例外の指摘」「可能性のある問題の論議｣，Ｂ型

：【権威追従型】：「名探偵シヤーロック・ホーム

ズであるから…｣，Ｃ型【経験法則型】：「私の知

っているホームズは他の事件でも…」，Ｄ型【鷲

5３－ 



国語・中３

テスト問題を作るために新聞のコラムを読む

アの）課題に即応した読む能力の育成

１身に付けたいカ

テキストの表現や語句に着目して、文章櫛

成を解釈する能力を高める。

れらを拾い出す作業は「情報の取り出し」で

あり、それをもとに、正答と誤答を含む選択

肢を作成する作業は「解釈」にあたると考え

ている。

二つ目は、単なる選択肢式問題の作成．読

み解きにとどまらず、誤答を作成する際にき

ちんとした「根拠」を考えさせることを意識

している点である。学習者たちはこの３年間

の国語学習の中で、書く能力・プレゼンカに

ついて一定の力を身に付けることができた。

しかし、そうした成果の一方で「話すことや

書くことの中味については深まりが出てきた

ものの、その裏付けとしての根拠の吟味がま

だ不十分である」という課題も明らかになっ

てきた。この課題については、ＰISA調査お

よび平成’３年度小中学校教育課程実施状況

調査を受けて、文部科学省が指導の改善の方

向として示している「根拠を明確にしながら

自分の考えや意見を述ぺる力の育成が必要」

という指摘（注２）とも一致する。今回はこ

の課題にも焦点を当てて取り組んでみた。

２主たる評価規準

文･章構成を的確にとらえてテスト問題を作

成している。

３単元・題材

単元：文章榊成を読む

題材：①新聞のコラムを用いた指導者自作

のテスト問題

②新聞のコラム２編

４指導のねらい

今回の学習では、段落ごとにバラバラに並

べられた新聞のコラムを正しい順序に並べか

えるという形式のテスト問題を作成する。こ

の学習と、ＰISA型「読解力」との関わりを

挙げると次の二つに整理できる。

－つ目は、ＰISA調査で測定される「読解

のプロセス」のうち、「情報の取り出し」「解

釈」を意識している点である。「情報の取り

出し」とは「テキストに響かれてある情報を

正確に取り出すこと」であり、「解釈」とは

「書かれた情報がどのような意味を持つかを

理解したり、推論したりすること」である。

(注１）バラバラに並んでいる段落を正しく

並べかえる際には段落相互の前後関係をとら

えることがポイントになる。前後関係をとら

えるためにはテキストの中にある「接続語」

「指示語」「反復語」「頻出語」もしくは、

これらを含んだ文に着目する必要がある。こ

５単元・題材について

今回の学習では、「段落ごとにバラバラに

並べられた新聞のコラムを正しい順序に並べ

かえるという形式のテスト問題を作成する」

という活動を組むことによって、①文章櫛成

を的確にとらえる力、②根拠を明らかにして

説明する力､を育成することを意図している。

この単元を設定した理由は次の二つである。

一つ目の理由は、生徒たちにテキストにあ

る言葉にこだわってじっくりと物事を考えて

いくという姿勢を持ってほしいからである。

５４ 



今回の課題であるテスト作間は、テキストの

細部を櫛成している言葉に着目することによ

ってはじめて解決することができる。作間の

過程で、先に述べたような「接続語」「指示

語」「反復語」「頻出語」といった言葉の働

きを実感してくれたらと考えている。

二つ目の理由は、生徒たちに自らが発した

言葉（＝自らが作成した問題）に責任を持つ

という態度を身に付けてほしいからである。

今回の授業に置き換えて言うならば「この選

択肢はなぜ誤答なのか」という問いに対して

説明責任をもつことである。

(2)指導者が用意したテキスト（新聞のコ

ラム）を読み、テスト問題を作成する。

(3)作成した問題を交換して解きあう。作

成した問題について意見交換をする。学習

目標にてらして単元をふり返る。

６使用するテキスト

今回取り上げたテキストは新聞の１面にあ

るコラムであり、「連続型テキスト」である。

これを取り上げた理由は、今回の授業が「テ

スト問題を作る」という内容だからである。

どの新聞のコラムも、字数としては６００字

前後、段落数としては５～６段落の長さであ

り、主張が明確であることから、今回の授業

の主たるねらいである文章の構成を読み解く

には適切である。現実にも入試問題として多

く取り上げられている。また、実生活におい

て幅広い範囲の文章を読むことにつながって

いくものと考える。

【作成した問題について意見交換する】

８この授業を行う際のポイント

（１）「テストは受けるもの」という生徒た

ちの既成観念を転換して、モチベーション

を高めるようにする。

（２）テスト問題の形式を示すことで、作間

の難しさに対するハードルを低くする。

（３）生徒の実態や関心に応じてコラムを選

んでおく。

ｇまとめ

テスト問題を作るという課題そのものが生

徒たちにとっては新鮮であったことが学習感

想からうかがえた。文章概成を読み解くため

に、文中のどのような言葉や表現について着

目すればよいのかを生徒たちは意見交換を通

じて感じ取っていたようである。今回は指導

内容を「文章榊成」に絞り込んだことで、生

徒たちがどのような力が求められているのか

を自覚することができた。（黒尾敏）

７授業の実際（３時間扱い）

（１）指導者が作間したテスト問題を解き、

テストの形式を知る。ガイダンスを聞き、こ

の単元における自分の学習目標を立てる。

注１『ＰＩＳＡｉｌＨ査（読解力）の結果分析と改善

の方向』文部科学省、2005年１月、Ｐ１

注２『読解力向上に関する指導資料』、文部科学

省、２００５年１２月、Ｐ1２【問題を解く】

－５５－ 



国語・中３

自分の考えを企画書にまとめてプレゼンテーションする

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成
ノ

１身に付けたい力

自分たちの身の周りの状況を見つめ、各自

が問題意識をもち、改善していくアイデアを

企画することで､自分の考えを簡潔にまとめ、

表現する能力を高める。

５単元・題材について

発想や考えは、何かと比較したり、ずらし

てみたりするところから生まれる。ゆえに、

まずは学習者自身が“考えるための材料',を

もつことが肝要である。そこで、いくつかの

着眼点を携えて、近隣の公共図欝館へ出向き

「図書館レポート」を作成することで、各自

に自分の考えを支える実際的な根拠をもたせ

た。その上で、公共図書館を訪れて得た情報

を交流させ、最終的に構築された自分の考え

を「一枚企画書」にまとめ、提案型プレゼン

テーションに臨む。読み手にわかりやすく伝

わる「一枚企画書」を醤くことは、そこで使

用する言葉や表現を吟味する機会を学習者に

与えると同時に、他者の目から見ても納得の

できる流れであるかを意識しながら、自分の

考えの筋道の適否を間うていくことになる。

また、プレゼンテーション後、支持を得た企

画は実現に向けて実際に動くことで、学びが

日常生活に広がっていく実感をもたせた。

２主たる評価規準

近隣の公共図書館の状況をレポートし、そ

こで得た情報と学校図書館の現状を比較しな

がら、自分の考えを「一枚企画書」（Ａ４）

に簡潔にまとめている。

３単元・題材

「自分の考えを企画書にまとめ、

プレゼンテーションしよう」

～○○中学校図書館改造計画～

４指導のねらい

読書活動が盛んになってくると、書店へ足

を運ぶ学習者は格段に増える。が、学校図書

館を利用する者は意外と少ない。学校図書館

は学習者にもっと利用されていいし、利用さ

れるべき場所である。そこは自分の考えを広

げ深めるための手助けをしてくれる有効な場

所となるからだ。そこで、使い勝手のいい、

親しみのある学校図書館にするための工夫

を、利用者である学習者自身が考える。その

考えを企画書にまとめ、提案し合い、実際に

学校図書館を改造していくという流れを仕組

むことで、自分の考えを簡潔にまとめ、表現

していく能力の育成を図った゜

６使用するテキスト

今回は、学習者の日常生活そのものがテキ

ストとなる。具体的には、近隣の公共図講館

の状況をレポートした学習者の「図書館レポ

ート」と、実際に自分たちの目で確かめた学

校図諜館の現状である。また、それらをもと

に仕上げた「一枚企画書」は、プレゼンテー

ション時のテキストとなるとともに、読み手

を納得させる表現や考えの筋道の表し方を学

ぶテキストとしての価値をもつ。

5６－ 



７授業の実際（８時間扱い）

(1)自分の考えをもつ

○「図書館レポート」を書く。

※本単元に入る－ヶ月程前に、授業の目的・流れ

を説明し、公共図書館をレポートするよう指示する。

－月かけて各自が進める課題となるので、レポート

の書き方、着眼点（本の並ぺ方の工夫や特別コーナ

ーの設陞、カウンターの様子等）を丁寧に砿認する。

(2)お互いの考えを確認・交流する

○「図書館レポート」を用いて、お互いが知

り得た情報・学校図書館で実行可能と思われ

る提案についてグループで交流する。

※グループに関しては、各自の「図書館レポート」

の着眼点をもとに、指導者が編成するとよい。

(3)考えを整理する

○提案内容をグループで一つに絞り、改善点

確認後、各自で「一枚企画書」を作成する。

※企画１１Fの書く際は、番き方とともに轡<べきポ

イントを明示する。今回示したのは以下の通り。（①

キヤッチコピー②現状③アイデア④根拠）

(4)考えを表す１

○各自が藩いた企画書を持ち寄り、グループ

としての企画書を完成し、プレゼンテーショ

ンに向けての準備を行う。

(5)考えを表す２

○プレゼンテーションを行い、クラスとして

ぜひ実現させたい企画を決定する。

(6)考えをかたちにする

術中e巧→ｱﾌﾜ→！

胡hどくヱト'返却鋼単ｌｚ､牙ul3E7w（lz稲危め`二
鍋BbX露噸し論…題して

２狸Jﾘﾚヰの聡直亜-河哩し､肋AどくエルロチRBポな､,とし'､猶鯛者の
IiHl9g故Ｕ塗Ｂｏｆｈ､承二田鍋施ｹｰﾄ剛肛ｽﾄﾓ取絡ようにし、
卦)本人の脇1W直鋸媛人愚｡企'ご･BoxのﾀHRJq2狩銅めJ1PZ9-ヤ
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【学習者が作成した一枚企画轡（Ａ４)】

(1)考えるための材料（根拠）をもたせる。

公共図書館へ訪れて得た情報は、自分の考

えを支える切実な根拠となる。

(2)プレゼンテーションを行う。

学習者同士が新しい視点を取り入れなが

ら、よりよい考えを導くことが可能となる。

(3)企画を実際に実行する。

学習を通して構築された考えが日常生活に

生かされる場面を用意する。

=－Ｅｕ鰯○企

によ

代表

校長

いに

等、

向け

ｇまとめ

「限られたスペースに自分の考えをまとめ

るのは思ったより難しかったが、何度も書き

直しているうちに、最後には－番言いたい内

容だけが残り、すっきりまとまった。友だち

にも自分の考えをうまく伝えることができた

のでよかった。」

今後も他者を意識した学習の場を設けてい

く中で、自分の考えを簡潔に相手に伝えるこ

との意義とその必要性を実感させながら、目

標とする力に迫りたい。（杉本直美）

【学校長に企画を脱明する学習者】

Ｂこの授業を行う際のポイント

企画書を書くという学習活動が、より実際

的で充実したものになるよう、以下の点に考

慮した。

－５７－ 



国語・中a

郷土の詩人「朔太郎の世界」をパンフレットで紹介する

イ（イ）日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成

１身に付けたい力

解説書や作品集から必要な材料を集めた

り、自分の感想を適切にまとめたりするとと

もに、目的に合った構成を工夫して書く力を

高める。

５単元・題材について

本題材では、「必要な材料を集め、自分の

ものの見方や考え方を深めること（Ｂ書くこ

とア）」「文章の形態に応じて適切な構成を

工夫すること（Ｂ書くことウ）」を身に付け

させるための題材である。本題材で扱う萩原

朔太郎は、郷土の人々に愛されている前橋出

身の詩人であり、口語自由詩の確立という近

代詩を大きく変えたわが国を代表する詩人で

ある。前橋に住む生徒にとって、郷土の詩人

についての知識を深め、作品を鑑賞すること

によって自分なりの感想や考えをもつことは

重要である。また、それを紹介パンフレット

という形態に合う構成を考え、目的に応じて

書く能力を育成することも重要である。

２主たる評価規準

朔太郎の詩人としての業績を適切にまとめ

たり、代表作の鑑賞文を書いたりするととも

に、栂成を工夫して紹介パンフレットの記耶

を書いている。

３単元・題材

郷土の詩人「朔太郎」の紹介パンフレット

をつくろう

４指導のねらい

現在、書く活動についても、日常生活の中

で用いられるような言語活動を取り入れ、社

会生活に生きて働く書く力を育成することが

重要である。本題材では「紹介パンフレット

づくり」を取り上げ、解説書や資料から必要

な情報を取り出したり、自分の感想をまとめ

たりするととともに、項目に合った構成を考

えて書く活動を行う。この活動によって、テ

キストから必要な情報を取り出す能力や、目

的に応じた構成を工夫して書く能力の育成を

図っていく。さらに、紹介パンフレットだけ

でなく、日常目にするボスターやチラシ、新

聞等を作成するために必要な目的や読み手を

意識して書く能力を高めていく。

６使用するテキスト

「郷土前橋の詩歌」（前橋市教育委員会編）

「ふるさとの文学」(鵡鳥'１戦中轍諦１W絵中報国謡鵠）

本題材では、朔太郎を取り上げた二つの資

料を中心に材料を集めていく。この資料によ

り朔太郎の詩人としての業績の他、代表作の

鑑賞により、鋭い感情の高ぶりをあらわに表

現した独得な詩風や、朔太郎の郷土に対する

思いなどを読み取ることができる。本題材で

朔太郎を取り上げることで生徒は、表現に着

目して作者の心情を自分なりに読み味わうこ

とができたり、普段なじみの少ない近代詩に

触れて詩への認識を深めたり、郷土の文学へ

の興味・関心を高めるきっかけをつかんだり

することができる。

5８－ 



７授業の実際（６時間扱い）

(1)朔太郎の作品を読み合ったり、詩人とし

ての業績を調べたりして、朔太郎に対する

興味をもつ。（１時間）

まず、市内にあるすべての朔太郎の詩碑

を紹介し、市民に愛されている朔太郎につ

いて興味・関心を高めさせる。次に、テキ

ストを活用して「広瀬川」や「竹」等の朔

太郎の代表作を読み、朔太郎の詩に親しみ

作風を感じ取れるようにする。さらに、島

崎藤村の詩と比較させ、口語自由詩を確立

した朔太郎の業績について考えさせる。

（２）「朔太郎紹介パンフレット」の全体の構

成を考え、材料を集める。（２時間）

最初に、いくつかのパンフレットの例を

示し、朔太郎のことを知らない他県の中学

生など読み手を設定させ、パンフレット全

体の構成を考えさせる。その際、朔太郎の

生い立ちや詩人としての業織など朔太郎を

知る上で必要な情報を記すことと、自分が

気に入った朔太郎の詩を紹介しそれについ

ての鑑賞文を記すことを条件とする。次に

テキストを読んで必要な情報を収集する。

ここでは、自分が感じ取った朔太郎の世界

を伝えられるようにするために、「口語自

由詩を確立した朔太郎」や「郷土をうたう

朔太郎」など、情報収集の視点を見いださ

せ、必要な材料を集めさせる。

(3)榊成を工夫して「朔太郎紹介パンフレッ

ト」の記事を書く。（２時間）

必要な材料を収集できたならば、２～３

のパンフレットの記事を書く。ここで中心

となる記事は、４００字以上とし、三段な

いし四段構成で、読み手の興味を引き、分

かりやすい文章となるように構成を工夫さ

せる。ここで重要なことは、単に朔太郎の

詩人としての業績や作品の概要をテキスト

から引用するだけでなく、自分が感じ取っ

た世界を明確にして、それを読み手に伝え

ることを中心とし、構成を組み立てさせる

ことである。

(4)「朔太郎紹介パンフレット」を互いに読

み合い、評価する。（１時間）

ここでは、互いに作ったパンフレットを

読み合い評価する活動を行う。ここで重要

なことは、例えば「解説書や作品集からパ

ンフレットに必要な材料を集めている｡」

「自分が感じ取った朔太郎の世界を伝える

ための構成を工夫している。」等、本題材

で身に付けさせたい力を基に観点を設定

し、評価させることである。

８この授業を行う際のポイント

この授業では、パンフレット作りという言

語活勤を通して、テキストから必要な情報を

取り出す能力や、目的に応じた構成を工夫し

て書く能力の育成を図ることをねらいとして

いる。パンフレット作りというと生徒は、単

に羅列的にテキストから情報を写し出した

り、レタリングや写真等、装飾面のみに目を

向けがちな面もある。そこで、自分が伝えた

い内容をテーマ（視点）として明確にさせ、

それにかかわる情報を集めさせたり、読み手

を意識して内容や構成を工夫させたりするこ

とが重要である。

ｇまとめ

本題材で扱った「萩原朔太郎」は郷土前橋

を代表する詩人である。紹介パンフレット作

りという活動を通して、生徒たちは郷土の詩

人についての知識を深め、作品を味わいなが

ら郷土文学への興味・関心を高めていくこと

ができる。パンフレットという現在、様々な

場面で目にする媒体づくりを行うことで、書

く能力を高めることはもちろん重要である

が、その過程の情報を収集する活動において

も、新たな知識を獲得したり作品を自分なり

に鑑賞したりして、知識を豊かにしたいも

のの見方や考え方を深めたり、文学や言葉へ

の興味・関心を高めたりすることも国語の力

を高める上では必要である。（栗本郁夫）

－５９－ 



１身に付けたい力

自らの立場を明確にしながら、読んで理解

した内容を関連付けて､自分の考えや思いを、

簡潔に効果的に伝える力を高める。

「パネルディスカッションをしよう」とい

う単元の中の、話すためのメモを書くプロセ

スを「読解力」の視点から見直してみたい。

これまでの学びでは、伝える工夫を考えるポ

スターセッションや、立場を意識する討論ゲ

ームなどに取り組んできた。今回は、資料を

読み、感じたり思ったりしたことを、パネリ

ストとしてどのように簡潔に分かりやすく表

現できるかということを目指し、簡潔なメモ

をどのような書式に表していくかを丁寧に考

えたい。

また、これまでの「読むこと」においては、

『平和を築く』『凧になったお母さん』『地雷

と聖火』など、平和をテーマに据えた読書活

動や読書郵便などの言語活動に取り組んでい

る。平和というテーマを中心にしながら、自

分自身の成長とともにどんなこと発信できる

か自ら考え、意見を明らかにしていく学習指

導に結びつけていく。

２主たる評価規準

読んで理解した内容について、自分の考え

や思いを明確にし、簡潔で効果的に伝えるた

めの具体的なメモを書いている。

３単元・題材

パネルディスカッションで自分の思いを

簡潔に述べよう。（三省堂）

～テーマ「平和な世界を築くには」～

４指導のねらい

パネルディスカッションでは、自分の立場

や意見を明確にして、理由や根拠を具体的に

述べる力が求められる。この学習では「平和

な世界を築くには」というテーマを設定し、

中学生としての自分の考えを述べることを中

心に置く。そこで討論するのに充分な意見を

出していくために、ある想定した立場に身を

置く設定でパネルディスカッションを展開す

る。意見を述ぺるまでに今まで読んで解釈し

てきた文章、資料、写真などを分類し、自分

の立場に合わせて論点を明確にしながら、簡

潔に説明するための能力を高めていくことを

考えたい。

《パネリストとしての立論のメモを

書くためのヒント集》

・書式A４，１～２枚

・事実を確かな根拠から述べる。

→具体的な数字や事例など

・自分の主張をどのように伝えるのか、は

っきり盛り込む。

→立場、論点を明確にすること。

・使う資料を（写真や掲示物）示す。

・予想される意見を想定する。

５単元・題材について

－６０－ 



使用するテキスト

教科瀞を中心にこれまで扱ってきた

平和をテーマにする読み物。

図書室の写真集

インターネット情報

６ 

● 

Ｂこの実践を行う際のポイント

この学習では、パネリストが自分の立場を

述べる際、明確な意見と理由を短い時間内に

まとめて発表していく力が必要になる。たく

さんの資料から何を読み取り、何を発信して

いくか、場面や発言の状況に応じて自分の話

し言葉として簡潔にまとめて発表する学習者

一人ひとりの力を付けるために次の点に留意

する。

７授業の実際（７時間扱い）

（１）パネルディスカッションの概要を知る。

・テーマ「平和な世界を築くには」を確認

する。 （１）全員がパネリストの立場を想定し､原

稿を考える。（グループの代表だけが

発表するという意識ではなく、学習者

それぞれに自分の考えをもたせる｡）

（２）テーマと立場を確認し、発表内容の検

討をする。

《主張する立場一例一》

Ａ人との交流から考える立場（国際交流）

Ｂ政治や経済から考える立場

Ｃ過去の歴史から学んでみようと

する立場（世界、日本の現代史から学ぶ）

・テーマに沿った立場を設定する。

・立場ごとのグループで意見を出し合い、

意見の根拠となる情報の収集、整理を行

う。

・グループごとに、発表内容を検討する。

（２）パネリストとしての立論のメモを書

くためのヒント集を示し、具体的な意

見の組み立てとして活用させる。

（３）自分とは違う立場の意見を聞き、自分

の表現に役立てていくことを意識さ

せる。

ｇまとめ

自分の考えを相手に明確に伝えようとする

プレゼンテーションの能力は、将来社会に出

てから欠かすことのできない力である。学校

という社会で互いのコミュニケーションが成

立するような活動を１年次から積み重ねてい

くことが重要である。特に３年では、用意し

た原稿をそのまま読み上げるのではなく、場

面や必要に応じて発言し、説明することので

きる力がいっそう求められる。情報の取り出

しから、熟考、自分の考えを論じていく活動

の中で、何をどんな風に発信したら相手に効

果的に伝わり、自分の思いが伝えられるか、

吟味していく授業を組み立てていくことが大

切である。（竹下恭子）

（３）収集した情報をもとに、具体的な提案

主張の根拠、予想される反論や質問など

を考える。

・グループを代表して完成した原稿メモを

もとにパネリストを選ぶ。

（４）パネルディスカッションを開く。

・自分たちの選んだ立場から、情報や事例

を通して意見を簡潔に述べる。

・パネリスト以外にも、フロア（聴衆）と

なり、討議に参加する。

（５）パネルディスカッションを振り返る。
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中学校 国語以外の教科Ⅲ 



技術・中１

等角図で描かれた立体を第三角法による正投影図で表す

ア（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

ｌ身に付けたい力

等角図で描かれた立体を読み第三角法によ

る正投影図で描き直すことにより、頭の中で

立体を想像しながら理解し図を解釈する能力

を高める。

５単元・題材について

「技術とものづくり」の学習では最終的に

自分で必要なものを構想・設計し製作する問

題解決的な学習を目指したい。しかしそれを

実現させるためには工具の使い方はもちろ

ん、きちんとした構想の検討と正確な設計図

を描く能力の育成が欠かせない。中学校入学

後最初の実習となるこの題材では、ものづく

りに必要な技能や知識の基礎を体験を通して

身に付けさせることをはじめ、櫛想を検討す

る際に必要な機能・加工法の検討といった思

考力・判断力の育成までをも目標としてい

る。

２主たる評価規準

簡単な立体を描いた等角図を読みとり、形

状や寸法などを理解し、第三角法による正投

影図で表現することができる。

３単元・題材

ものづくりの基礎を学ぼう

４指導のねらい

どんなものを作る場合でも、設計という作

業はとても大切で欠かせないものである。製

作品の機能・構造・材料・加工法などについ

て検討したことをもとにして正確な設計図が

描けるかどうかで作品の完成度まで決まって

しまうと言っても言い過ぎではないだろう。

しかし中学１年生の段階ではものづくりの経

験が浅いので、頭の中に思い浮かべた立体を

紙の上に描く作業は難しい。

そこで、ここでは等角図で描かれた簡単な

立体を第三角法による正投影図で描き直すこ

とにより立体を頭の中だけで正確に想像する

練習をする。このような学習を通して図を正

確に読み、そして表現する能力を高めていき

たい。

６使用するテキスト

今回は等角図で簡単な立体を描いた図を使

用するテキストとして取り上げている。等角

図では一つの図だけで立体の全体を描くため

に各而がゆがんで描かれており、各面の正確

な形や水平・垂直以外の辺の長さは想像して

判断することになる。等角図を読み取り第三

角法による正投影図で正確に描き直すために

は、頭の中で立体を見る角度を変えたり回転

させたりしながら立体の形状や寸法を考える

必要があり、思考力・判断力・想像力を高め

ることにつながる。
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７授業の実際（10時間扱い）

(1)設計図のはたらき、必要性、特徴などを

考える。

(2)練習用の立体を使って等角図の描き方を

練習し身に付ける。図と実物を比較し等角図

(4)等角図で描かれた立体を第三角法による

正投影図で描く。

の特徴を考えさせる。

(5)自分が製作する作品の設計図を等角図で

描く。

(6)設計図に従って作品を製作する。

Bこの授業を行う際のポイント

(1)読み取る等角図はいくつかの難易度のも

のを工夫して用意する。図にする立体は直方

体をベースに数カ所を削り取ったり溝を切っ

た程度のものとし、難しくなりすぎないよう

にする。

(2)生徒は製図に憤れていないので等角図用

には斜眼紙、正投影図用には方眼紙を使わせ

るとよい。

(3)等角図のときと同じ練習用の立体を使っ

て第三角法による正投影図の描き方を練習し

身に付ける。二つの方法で描かれた図と実物

を比較し、それぞれの図の特徴を考える。

ｇまとめ

紙に書かれた図を読み取って頭の中で立体

の正確な形を想像する力を身につけるために

は、何度も繰り返し練習することが必要であ

る。製図の指導は作品の製作のためだけでな

く、読解力の向上にもつながるので大切にし

ていきたい。

（朝比奈忍）

曰

－６５－ 



保体･中２，３

レシーブの構え(フォーム)から､次の動きを予測する

ア(ア)目的に応じて理解し､解釈する能力の育成

１身に付けたい力

空中をボールが飛び交うバレーボールにお

いては、瞬時にボールの落下点を見極め、仲

間（自チーム・相手チーム）の動きを予測し

て動いていくことが必要とされる。場面や状

況に応じて、どのような動きが必要とされ、

また、どのように動くことが効果的であるか

を図から読み取り、その場面での自分の動き

をイメージする力を高める。

実際のゲーム場面をイメージすることから

自分の体の感覚として捉え、基礎的な技能の

見直し、ボールコントロール能力の向上を図

ることにもつなげてW､きたい。

５単元・題材について

バレーボールの主な特性として、次の３点

が挙げられる。①相手チームとネットを挟ん

でプレーをする。②ボールを持って（静止さ

せて）はいけない。③同じプレーヤーが連続

してボールに触れてはいけない。これらの特

性を理解し、バレーボールの楽しさをより味

わえるようにするには、基礎的な個人技能を

身に付けることはもちろん、各プレーヤーが

次のプレーを予測してカバーし合う動きが必

要とされる。

しかし、実際のゲームの場面では、ネット

の高さやネットとの距離を意識したり、他の

プレーヤーの勘きを視野に入れながら動いて

いくことは容易ではない。そこで、客観的に

動きを分析することによって、ラリーがより

多く続くためには自分がどのように動くべき

かを理解する。また、分析を通して自分以外

のチームの仲間の動きについても注目させ、

それぞれの役割をより明確にしていきたい。

２主たる評価規準

教示文と図に示された場面から状況を読み

取り、次に起こるプレーを予測することがで

きる。その場面で必要とされる自分の動きを

理解し、実際のゲームでの動きとして生かす

ことができる。

３単元・題材

レシーブの構え（フォーム）から、次の動

きを予測する。

４指導のねらい

相手コートからのボールをレシーブする仲

間の櫛え（フォーム）から、接触後のボール

の動きを予測し、ラリーを長く続けるために

自分はどう動くべきかを考える。

レシーブの際に陥りやすい状況を図で示し、

良い例と比較しながら、その問題点・修正が

必要な点は何かを考える。また、良い例の構

えでレシーブした時とそうでない時とのボー

ルや人の動きについても比較し、１つのプレ

ーが次のプレーにと連動していることを明ら

かにする。

－６６－ 



８この授業を行う際のポイント

レシーブの構えの良い例と悪い例をただ単

に見て理解するだけではなく、その構えでボ

ールに触れた後のボールや他の仲間の動きを

予測する活動を通して、基礎的な技能をしっ

かりと身に付けることの大切さに気付かせた

い。

この展開例では、相手コートから「コート

中央に位置する」選手Ａのところに「オーバ

ーハンドパスで山なりのボール」が返球され

た。その時、「Ａの構えは①～④」であった。

これが、その後のＢの動きを予測し、読み取

るポイントとなっている。どのような場面を

設定しているのかを明確にし、生徒たちがそ

の場面をイメージしやすいように条件を示す

ことが大切である。

技能レベルが低い場合には、図に示すコー

ト内の人数を減らし、技能レベルが高い場合

には、コート内にいる全員の動きを考えさせ

るなど、技能レベルに応じた場面設定の変化

も可能となる。また、同じ位置にきたボール

でも、その球質やスピード、チーム内での役

割やポジションによって、ボールの見え方は

変化し、動きも異なってくる。いずれにして

も、１つのプレーが次のプレーにと連動して

いることを理解させることが大切である。

６使用するテキスト

次に示す、図と教示文をテキストとして用

いる。

相手コートからオーバーハンドパスで返球された．山な

りのポールをAの選手が､下図①～④のような梢えで

ポールに触れようとした時､Ｂはどのように､hきますか。

相手コートには3本で返球することとします。曇
飢
塾
沁

７授業の実際（８時間扱い）

(1)基本的技能（パス・スパイク・サーブ）を

実際に動きながら確認する。

(2)簡易ルールのゲームを行う中でボールに

憤れ､カバーリングの動きを意識しながら、

ラリーを続ける感覚を身に付ける。

(3)試しのゲームを行い､個人やチームの課題

をチームごとに話し合い、学習ノートに記

録する。

(4)レシーブの良い例を参考にしながら､各プ

レーヤーのレシーブ時における問題点・修

正が必要な点をチームごとにアドバイスし

あう。

(5)良い櫛えでレシーブした時とそうでない

時とのボールや人の動きについて書き上げ、

比較・検討する。

(6)ゲームを行い､動きの変化について着目し

て意見を出し合う。個人やチームの課題を

再確認し、どんな練習が必要かを検討する。

ｇまとめ

ボール遊びの経験が少なく、自分の体をど

のように使ったら思い通りにボールをコント

ロールできるかを理解できていない生徒も数

多い。今回のように客観的に動きを分析する

ことで仲間の動きも広く見えるようになり、

チーム内での自分の役割が更に明らかになる。

同時に、動きに連続性や連携が生まれ、ラリ

ーをつなげることによって楽しさを感じるバ

レーボールの特性をより味わうこともできる。

瞬時に判断し、その場に応じたプレーが必

要とされる球技においては同様な取り組みが

必要であり､可能であるといえる｡(鷲田千夏）
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理科・中３

マトリックスの作成を通してテキストを理解・解釈する

ア（ア）目的に応じて理解し，解釈する能力の育成

１身に付けたいカ

テキストに書かれた情報を解釈する力をつ

ける。

る資源について，特に火力・水力・原子力を

取り上げ，各発電の長所と短所について，資

源の確保と自然環境との関連を考察させ，エ

ネルギーの有効利用の大切さを学ばせるもの

である。これらの内容は，教科書に「水力発

電」「火力発電」「原子力発電」と小見出し

が付けられ，文章及び図・表も含め１ページ

程度の記載がされている。

次に，これらの内容を読解力育成の視点に

おいてどのように扱うかを述べる。文章読解

の方法について次の３つパターンを考えた。

(1)文中に答えを示す明確な表記がある場合

文中にあるキーワード（｢○○などの国璽

巫亜_亘」「○○など勤率がよし」」等）に注目

して答えを見つける事ができる。

(2)文意を考えれば理解できる場合

「○○の原因のひとつになっている」等は，

読み手が「○○の原因」は長所なのか短所な

のかを解釈して答える。

(3)直接的に文章で表現されていない場合

この場合は，「筆者の考え，意図」を既

習事項の知識をリンクさせて理解しなければ

ならない。例えば文中に「化石燃料」の表記

があれば，「化石燃料は埋蔵量に限りがある」

２主たる評価規準

マトリックスの作成を通してテキスト（文

字情報）の内容を適切に理解し，解釈してい

る。

３単元名

「エネルギー資源の利用」

霜繍諏１鯛(7)iI報iiと燗ア.ｴﾈﾙｷﾞｰ獺(ｱ）

４指導のねらい

理科では，実験結果や様々な情報が図や表

・グラフなどで表現されていることは多い。

図や表・グラフなどの図解は何かの情報を伝

えるときに非常に分かりやすく簡潔になる。

ここで取り上げる図解の１つであるマトリッ

クスは，タテ／ヨコのマス目に区切られたセ

ルに情報を整理する方法で，複数のものを並

べて見ることで，不足や不整合，同一項目に

関する差に気がづきやすくする利点がある。

通常，マトリックスは資料として与えられて

いることが多いが，この指導では，未完成な

マトリックスを完成させる学習を導入するこ

とにより，テキストの内容を深く理解し，解

釈を加えながら読み取る力を育成させたい。

という知識をリンクさせて理解する。

(1)～(3)のような文章の読解は，通常文

章を読み頭の中で思考し理解することで終わ

ってしまうことが多い。しかし，ここではマ

トリックス作成を導入することで，文章内容

ひとつひとつを理解・解釈し，簡潔な文に要

約して表現する学習過程が組み込まれること

５単元・題材について

本単元は，電気を得るために利用されてい
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になる。これによって読解力がどの程度ある

か評価をすることができる。また，ここで取

り上げる３つの発電方法は，日常よく耳にす

る馴染み深いものであるので，５(3)のよう

な読解パターンでも比較的容易に読解ができ

ると考えられ，その点において題材.として意

義深い。

(2)１５分でマトリックスを完成させる。こ

のとき，教師は机間指導を行い，つまずいて

いる生徒にはヒントを与える。

(3)け)～(｡)について，どのような文を記

述したか，それは，テキストのどの部分の表

現をもとに考えたのか発表させる。このとき，

教師はすぐに「正解」などとは言わず「なる

ほど」「他の考えはありませんか」などと対

応し，内容が同じでも違う表現をしていた場

合や，根拠となるテキストの文章が違う場合

も積極的に発表させ取り上げていく。

(4)生徒からでなかった答えについては，マ

トリックスの表を使い「(｡)の部分では，ま

だ答えがあります｡気づく人はいませんか？」

などと発問する。

(5)まとめる

６使用するテキスト

あえて使用している教科書会社以外の教科

書をもとにテキストを作成し，図や表は入れ

ず，文字情報のみ取り扱う。次に示す資料１

は解答編に用いたもので，教材として生徒に

配布するときは，下線部及び表のけ)～(｡)の

マス内の表記はない。又，表内の網掛け部分

は，あらかじめヒントとして与えてある。

問題次の文章に含まれる1,OB、表たはそこから椎jHlされることを駐砠分HMIして回１

の幸ロ部分を埋めなさい．推測できない岨合は「不明」と古きなさい．
Ｂこの実践を行う際のポイント

(1)テキストでは「５単元・題材につい

て」で述べた(1)～(3)の読解パターンを

現在・日本の莞近所での馳趣｡，水力(ｳ)発面,ムュ』唾｣ZL･…建国』』の０種
韻の莞電方式で行われている．

水力発面は．日本で1ｺ山の多い地形を生かし，１９６０年代までは発包の中心舌占め

ていに．また． ある．しかし‘
取り入れる。例を次に示す。

大姐NRなダムを藤ろ 平 幼くなった(ｸ)ことや,とや，ダムを造ることによって地域の亘

理産でIま大規模なうI<力発電Fjiの越設(｡HｇⅡ生じ． 読解パターン(1)

読解パターン(2)

読解パターン(3)

(ｱ)(ｲ)(工)等

(力)(ｷ)(ｸ)等

(ｹ)の｢埋蔵量に限りがある」

け)の「利点（長所)」等

トリックス内にある記号

し<なってきている．

火力目ｔｍＩＺ･発鵠旦力【大きく液化して通ぺるなど扱いやすい．しかしｂ化沼舷料(ｹ）

のｊｄＲ焼によって大旦のｴﾈﾙｷｰを得るために.大量の二Rn化ﾉ白Ｉ票､)礎生(ｹ)蚤ともな

う．二Ｈｆ化炭緊IZ鵠を吸収する性質がおるので．二曲と炭衰は鶴をqZH奴する性質がある

ので．=酸化炭崇がt帥而ると，型噸凰暖化の屑咽⑯)のひとつになっている．

原子力発電でlユ鰯斗として紋』月能書出す物箇(ｴゆ'用いられる.;と且旦lp1壁幽ﾑﾆＬ 註（ｱ)～｡)はマ
から 放なI能は，医痙技術や農作*Zの故５１

(2) 

誤」

があ

えを

答えを発表させるときは，すぐに「正

のコメントを避け，様々な考えや表現

ることを引き出させ，自分の意見や考

しっかりと人前で述べさせる。

などにﾁﾘ用され．生活に役立っている反面．人体やHE物に大■にあたると危険なので,

に雁しく監視して．安全を随保する４ ｡)力'ある．また，万一ｍ故が起きた場合の
な処姻(.)な ど，今後さらに研究して解決しの

なければならない問題力噸されている．

図１

ｇまとめ

教科書を読んで内容を図表でまとめさせる

活動をすることで，より深く読解する学習に

なる。学習難易度を上げるときは，マトリッ

クスの表を全てつくらせる。また，別の方法

として，同じような図表をいくつか提示し，

テキストに書かれた内容を理解するのに一番

適している図表を選ばせ，なぜ選んだのか理

由を述べさせるなどの学習も考えられる。

（渡部光昭）

(百科ｌ）

７授業の実際（１時間扱い）

(1)教科書や資料集などは一切見せず，文

字情報のみ表記されたテキストと未完成なマ

トリックスを表示した資料１を配布する。

6９ 



数学･中３

課題の本質をつかむための考察をうながす

ア（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

ｌ身に付けたいカ

テキストから何が課題であるかを自ら読み解く

力、その課題を数学的にとらえ解決する力、さら

に、解決の過程をふり返り問題の本質を見抜く力

を高める。

をしたら証明は完成しないのかといった､切り方

の本質を考えさせる部分が残っている。

このようにテキストを深く読み込むことから

物事の本質を捉える力やそのような活動への意

欲を育成することができると考える。

２主たる評価規準

批判的な読みの中から論理的でなければならな

い部分を自分で見つけ出し、今後何をすべきか考

えることができるか。深く読み込むことから物事

の本質を捉えることやそのような活動へ意欲的に

取り組むことができるか。

５単元・題材について

三平方の定理が成り立つことをパズル的に認め

ることができるので、取りかかりやすい説明の方

法である。また論理的に証明する際に、何につい

て考えればよいかを自分で見いだす必要があると

ころに主体性を求めることもできる。さらに証明

の内容を深く読み解くことによって切り方の本質

がつかめ、より一般的に切り方を見つけることが

できる。
３単元・題材

三平方の定理の証明
６使用するテキスト

図W働力】してX+Y=ZlC焔と上槻抑:う４指導のねらい

三平方の定理の証明は多種多様であり、どれも

興味をそそるものである｡証明には中学生で学

習する図形の性質を数多く盛り込んでいて､図

形領域の総まとめとして意義深い単元である。

本授業で取り扱う証明の意義として次の２つ

のことが考えられる。
Ｆ 

丁

①視覚的に成り立ちそうなことを論証する際

に､何を証明すればよいかを考えさせる場面を

設けることができる。

②証明の内容と切り方を照らし合わせ､どのよ

うに切ったから証明が完成したか､違う切り方

I） 物
上
沙

ロ
ー
励

〆
｜
へ

6 

Ｋ 
Ｅ 

４ 

１．１ 
０ 

ＨＮＩ 
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７授業の実際（５時間扱い）

(5)学習のまとめ

縦､横ともに切り取り線が点線内であればよい。

（縦はJBに平行でFSまでの間、横はＣＫに平行

(1)Ｘと４つに切り分けたＹの計５枚の図形を組

み合わせたものがＺと一致することを確認させ

る。

でＴＧまでの間）

！ 

Ｇ 

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）視覚的にできたことを論理的に考察する際に

何を証明しなければならないか自ら探し出す

必要があるが、その際テキストを枇綱I的な読み

方をする必要がある。
(2)ぴたりと一致することを証明するには、どん

なことを示せばよいか考えさせる。
(2)証明した後に、「切り方を変えることはでき

ないか」という指導者の発問から、証明の内容

を読み返し、融通が利きそうな部分を見いださ

せることにより切り方を一般化させる。

－図形の中に隙間や重なりがない。

Ｎが線分Ｈ１上にある。

四角形ＭＲＰＱが正方形である。など

(3)課題を解決した後に、条件をかえて考察する

ことで、問題の本質をつかませる。
(3)(2)で取り上げた内容を証明させる。

_△ABC＝△ＫＣＢ＝△JＢＧより

ＡＢ＝ＫＣ＝ＪＢ 

など

ｇまとめ

読解力を身につけるには､与えられたことを解決

するだけでなく、本実践のように自ら課題を見つけ、

考察し、本質を見抜くというような活動も重要であ

る。
(4)切り方について、変更してはいけない条件、

変更しても大丈夫そうな条件を検討させる。
(田中修二）

－ＡＢ"ＣＫ､ＡＨ〃ＪＢは変更できないので

はないか。

ＪＢ－ＬＣＫは変更できないのではないか。

－７１ 



数学・中２

図形の性質を証明する記述を評価する課題

ア（イ）評価しながら読む能力の育成

１身に付けたい力

文章を読み，それにふさわしい図が正しく

かけるようになる。また，その証明が根拠に

基づく正しいものであるかをクリティカルに

読み，改善すべきところを的確に，理由付け

て指摘することを通して，評価しながら読む

能力を身に付ける。

Iま「平行四辺形の性質」を表す命題の逆とし

て条件をとらえさせて証明を進めるが仮定・

結論を正しく認識できず,命題と逆の命題を

同一視してしまうことで条件についての理解

が十分ではないことに気付くことが多い。

また，「平行四辺形になるための条件」を利用

して,仮定を基にして,結論を提示して証明を

考えるのではなく，自ら結論を推測し,その推

測した結論について証明を進めることができ

る題材である。

２主たる評価規準

他の人がかいた図形の証明を読んで理解し，

その証明に不適切な部分がないかを吟味でき，

もし不適切な部分があればそこを指摘でき，

他の人に納得がいく説明ができる。

６使用するテキスト

様々な問題で実践可能であるが,例えば次

のような証明問題を取り上げる。

「平行四辺形ＡＢＣＤで,辺ＢＣの中点をＭ

とし,ＡＭとＤＣをそれぞれ延長した直線の

交点をＥとする。このとき，四角形ＡＢＥＣは

どのような四角形になりますかbまた,そのこ

とを証明しなさい」

３単元・題材

「平行四辺形になるための条件」を利用し

た証明について考える。

４指導のねらい

証明を苦手とする生徒が多いことから，記

述されている証明を熟読し,改善点を考える。

また，別の証明方法を考えることを通して証

明する力を高める。

７授業の実際（１時間扱い）

（１）各自テキストを読み取り，正しい図形

を描く。（図１）

， 
５単元・題材について

本単元では，前章で学習した初歩的な証明

の進め方を基に,定義から図形の性質を証明

し,その定理を根拠に次々と証明を行うこと

で,論証について理解を深めることをねらい

としている。「平行四辺形になるための条件」
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Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）問題の提示は，図を添えずに文章だけ

で表現し，生徒が図をかくことができ

ているか，また図に等しい線分や角を

記号を使って書き込むことで問題を

正しく読めているかを机間巡視しな

がら判断できる。

（２）各自が結論を推測し,その結論に到達

するべく証明をする。（資料１）

(資料１）
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（２）不適切なところがある証明をどのよ

うに作るかが問題になるが，生徒の実

情や授業進行に合わせて工夫するこ

とが大切であると考える。

（３）不適切なところがある証明（資料２）

を提示し，その問題点を考えさせる。 （３）できれば様々な証明方法が考えられ

る問題で実践し,様々な証明方法を発

表させたり，お互いに評価しあうとい

った活動も盛り込みたい。

(資料２）

|;鵠…|鶏'：
①②③より

２辺とその間の角がそれぞれ等しい

だから△ＭＡＢ＝△ＭＣＥ

合同な図形の対応する線分なので

ＡＢ＝ＣＥ・・・④

同様にして

△ＢＥＭ＝△ＣＡＭなので

ＢＥ＝ＣＡ・・・⑤

④⑤より

２組の対辺がそれぞれ等しいから

四角形ＡＢＥＣは平行四辺形である。

ｇまとめ

（１）「読解力」をつけるという視点から授

業を展開する場合は，生徒が証明を板

書した際に，すぐにその説明をさせる

のではなく，その証明を評価しながら

読むという機会を与えることも必要で

あると考える。

（２）図形の証明では，文章だけで問題を提

示し，それから正しく作図できるかと

いうところから始めることで，テキス

トを目的に応じて理解し，解釈する能

力の育成も望める。（大谷一）

（資料３）

（４）不適切であるところを指摘させ，改善

させる。（資料３）

（５）別の証明方法について発表させる。

（６）それぞれの証明を全体で評価しあう。
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家庭・中２

消費者の－人としてどのような「選択」をしていくべきかを考える

ア（イ）評価しながら読む能力の育成

やサービスの適切な選択・購入・活用ができ

ようにするために、情報を見極め評価し、日

常生活に生かすようにする。

１身につけたい力

自分の課題に必要な情報を収集し、その特

質を見極め、評価しながら読む力を高める。

６使用するテキスト

教科書の他に、横浜市消費生活総合センタ

ーの「これであなたも買い物達人｣、かなが

わ中央消費生活センターの「かしこい消費者

になろう！」のリーフレットなど、比較的新

しい図表やデータなどを含んだものを共通の

情報源とし、インターネットやインタビュー

などは、生徒の自由裁鍵で活用している。

２主たる評価規準

収集した情報のもつ特質を理解して、自分

に必要な情報を選択している。

３単元・題材

消費者の一人としての「選択」をする

４指導のねらい

情報収集というと先ずインターネットから

..という生徒たちが多い。しかし、情報はイ

ンタビュー、聾籍、ＣＭ、パンフレットなど

からも得ることができ、それぞれに特質があ

る。それを見極め自分なりに評価して日常生

活に活かしていくことが重要である。

そこで、適切な情報提供方法を選び、効果

的に提案するために、さまざまな販売方法の

特徴や消費者保護について収集した情報を見

極め、選択させる。さらに収集した情報の特

質を自分なりに評価し、分析する力を高めさ

せたい。これらの活動が多面的なものの見方

や思考力の向上につながるものと期待する。

フ授業の実際（７時間扱い）

（１）自分の購入したいものの情報源であ

るちらしや広告、雑誌などを持参する。

その情報を「購入者としてどこに着目

して選択するか」「販売側として何を

意図して情報を提供するか」を、それ

ぞれの立場になって考え、意見を交換

する。

（２）販売方法別の５人のチームを編成し、

各チームごとに、その特徴に関する情報

収集と調査活動をして、使える情報の選

択、課題の分析後、提案の情報提供方法

を考え、プレゼンテーションの制作をす

る。

（３）チームごとに模造紙、紙芝居、ビデ

オ、ロールプレイング、コンピュータ

ソフトでのプレゼンテーションなどを

組み合わせて５分で発表し、相互評価

する。

（４）他チームからのコメントも参考に、

プレゼンテーションをふり返り、自分

やチームが収集してきた情報と、その

特質を評価してクラスで共有する。

５単元・題材について

設定の目的は、あふれる情報に囲まれた環

境の中で生活している生徒たちに「情報の中

から自分に必要な適切な情報を収集・分析・

選択できる」力を身に付けさせることと、消

費者の－人として的確な判断力と意思決定力

を身につけさせることにある。

具体的には、さまざまな販売方法の特徴や

消費者保護について知り、生活に必要なもの

－７４－ 



信頼できるものが多い。ただ欲しい情報が

少ししか載っていなかったり、なかなか見

つけられなかったりすることがある。

・図書館などの本の中には、古いデータの

場合もあるので注意が必要。

Ｏインタビュー

・直接本人に聞くので、情報提供者が最も

明確。知りたい情報だけ手にはいるので、

－番効率がよいが、本人の話があいまいだ

ったりすると、不確かな情報になってしま

うので、完全に信頼できるとは限らない。

・こちらの必要な課題の質問にも直接答え

てくれるが、偏った意見のこともある。

○教科書や授業で配付された印刷物

・信頼性はあるが、インターネットと比べ

ると情報量が少ない。

○テレビ

・視覚的に状況が分かるが、その部分だけ

で、背景や全体が見えにくい⑥

★他チームの情報提供の方法から学んだこと

．何よりも相手に伝わらなければ意味がな

いので、聞き手の目を見て話す速さと声の

大きさ、活字の大きさや色に気を付ける。

．実際に目の前で劇をしたり模造紙での発

表は、聞き手の要望に応えて声量などを調

節でき、分かりやすい。また活字にするこ

とで聞き取れなかった箇所も理解できるの

で、今後に活かしていきたい。

・ビデオにすることで、失敗したら撮り直

しがきくので、みんなには完成した形で伝

えられると思った。ただ聞き取りづらかっ

たという人がいたので、声量には気を付け

るべきだと思う。

・情報の特徴は何かを考え、その特徴を活

かす発表方法を考え、簡潔にまとめる。

.できるだけ難しい言葉は使わずに、正確

な情報を全員に分かるように、具体例や体

験談などを入れて、インパクトある表現方

法を考える。

・紙にまとめる場合は、図やグラフなどで

見やすくする。

・響いてあることとは別に情報を伝えると

聞き手も話し手の方に集中できる。

・トーク番組やクイズ形式にすることで、

面白く分かりやすくなる。

・単なる説明より、演技したり重要なとこ

ろを協調する発表は自然と頭に入り、しっ

かり聞こうと思った。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）情報は複数から得て、その内容を十分

吟味、評価しながら活用することの重要性を

実感させる。

（２）立場を変えてものごとを考えたり、そ

の立場での考えをまとめる力の向上が、多様

なものの見方や考え方の原動力になることに

気付かせる。

ｇまとめ

「今回、耳から入る情報と目から入る情報と

では、まったくというほど伝わる速さなどが

違うということが分かった」という気付きを

もった生徒がいた。このようなテーマ設定か

ら調べ学習、発表、ふり返りの一連の学習活

動をすることは、自分に必要な慨報をいかに

収集し、その情報を的確に見極め評価して、

より適切な選択をするにはどうしたらよいか

を体得できる一例と思われる。その成果が実

生活に応用されて初めて、生きた「読解力」

となるであろう。（西岡正江）

★収集した情報源とその特質を評価する

○インターネット

・誰が提供しているか明確でないため、情

報が確かなものか分からない。豊富な情報

が簡単に手に入るといった利点はある。更

新していない情報については、古いものが

あるので正確性は保証できない。

・公式と個人サイトでは信頼性に違いがあ

るが、それを見極めて判断するのも大切な

ことだと思う。

○雑誌や本

・提供している人が明確なので、ほとんど
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数学・中２

時刻表・運賃表をもとにして数量関係を読み解く

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

１身につけたいカ

テキストの中にある数避関係を読み解きそ

れに対して自分の考えを説明する力を育て

る。

次関数として考察したり近似することで仕組

みを読み解くことができる場面が多々含まれ

ている。授業では，関数関係にある二つの鍵

を生徒自身が取り出し，表やグラフに表現し

直して分析する活動を取り上げる。

２主たる評価規準

与えられたテキストの中から目的に応じた

二つの数量を取り出し，それらの間の変化や

対応の関係について自分の考えをまとめてい

る。

６使用するテキスト

鉄道会社の時刻表及び運賃表を扱った。時

刻表・運賃表は出発・到着時刻や行き先まで

の運賃などが数字として羅列してある。この

数鑓関係を調べることにより，運賃がどのよ

うな仕組みで決められているのか，列車のダ

イアがどのようになっているのかについて考

察を与えることができる。例えば，時刻表の

中から，走行距離と走行時間の２量を取り出

せば,列車のおおよその速度がわかる。また，

速度と距離の関係を用いて，到着時刻の予想

をすることもできる。さらに運賃の仕組みを

知ることができれば，料金の予想をつけるこ

とができ，他社の運賃と比較することもでき
る。

３単元・題材

一次関数の利用

○時刻表・運賃表をもとにして

４指導のねらい

時刻表や運賃表は日常生活でよく目にする

ものである。その中にある数値を目的に応じ

て取り上げ，関数関係を見いだすことで列車

の動きや運賃の決め方などテキストにある様

々な仕組みを読み解くことができる。読み解

いたことをもとに自分の考えをまとめ，発表

することで根拠にもとづきわかりやすく説明

する力を育成する。

７授業の実際（３時間扱い）

（１）運賃の仕組みを考えよう

ある駅を起点とした運賃表から，駅間距

離と運賃の関係を見いだす。「(路線の途

中にある）Ａ駅を起点とした運賃表を作

ろう」という発問から表をただ眺めるだ

けではなく，分析的に表を読解する活動

に入った。距離と運賃を対応させ，その

グラフを作ること等で運賃の決まり方が

５単元・題材について

本単元は，一次関数について理解するとと

もに，事象から関数関係を見いだし表現し考

察する能力を養うことがねらいとなってい

る。時刻表や運賃表は厳密に言えば一次関数

として扱うことができるものではないが，－
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見えてくる。その分析をもとに様々な駅

間の運賃を予想し，その予想が妥当であ

るかどうかについて話し合った。

（２）到着時刻を予想しよう

時刻表にある駅間距離と出発・到着時刻

から列車のおおよその速さを知ることが

できる。このことからさらに先にある駅

の到着時刻を予測した。また，前後の列

車との関係を調べ，特急や急行，普通列

車がどのように運行されているのかにつ

いて分析し，各自の考えを発表した。

(3)いろいろな路線で比較しよう

これまでの２時間で調べた路線とは異な

る会社の運賃表と比較して，各社どのよ

うな特徴があるか話し合った。

る。

(3)クラス発表をするときに，どのような

内容をどのような順番で述べるかなど簡

単な発表計画を作成するようにする。そ

の後，さらに効果的な発表ができるよう

に発表に対する自己評価を書くようにす

る。

ｇまとめ

今回用いたテキスト（時刻表・料金表）は

多くの生徒が日常生活でよく目にし，活用し

ているものである。これらテキストは様々な

意図をもって仕組まれたものであり，一般的

に信頼されているものである。我々はそこに

示された数値で列車の時刻を調べたり，料金

を支払うなどしている。今回それら日々の生

活でよく活用するテキストを分析的に調べた

ことで「なぜそのような仕組みになっている

のか」について知り，その分析をもとに自分

の意見を表現する機会を得ることができた。

例えば，郊外にある鉄道の料金よりも都中心

部の料金の方が割安であるということについ

ても単なる感想を述べていた状態から客観的

な資料にもとづいて表現することができるよ

うになった。また，なぜ都中心部の料金が割

安であるのかという新たな疑問を生み，追究

することができた。

このように多くの生徒が利用しているテキ

ストについて，その内容を課題や条件に応じ

て関連づけながら表現することは自分の考え

や意見をもちやすく生徒の興味・関心も高い

ようであった。また，自分の考えを表現した

り，友人の生活経験を聞くことで新たな課題

や比較対象を生む結果となった。以上のよう

に数学科においても生活経験と結びつくテキ

ストを用いて情報作成者の意図を数値等で示

しながら読み解き，それを説明する学習を積

み重ねていくことが可能であり，重要である。

（水谷尚人）

乞咄

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）生徒はいろいろな分析（読解）を試み

るが，気がつかないうちに直前に習った

内容を用いていることが多い。発表後の

まとめの段階では単元（一次関数）内で

習った言葉（傾きや切片など）を用いて

よりよい表現に直すよう指導し，直前の

授業と適切に結びつけるようにする。

（２）話し合いは'１，グループ（４人程度）で

行い，グループ内で司会役等を決め，全

員が意見を述べることができる環境を作

－７７ 



社会・中２

第二次世界大戦のドイツを読み解き、自分の考えを書く、まとめる

イ（ア）テキストに基づいて自分の考えを表現する能力の育成

１身に付けたい力

歴史的な事象を資料から読み解いて自分な

りの見解をもち､的確に表現する力を高める。

イツがポーランドに侵入したことがきっかけ

である。ただそれだけを授業でとりあげて、

丸暗記をさせるのでは、自分の考えをもつ機

会とはならない。様々な資料からそう決断し

ていくことになった、ドイツ国内の情勢を読

み解いて参戦理由を思考させる。

２主たる評価規準

第二次世界大戦へのドイツの参戦理由を

様々な資料から読み取り、分析したことを自

分の考えとして明確に表現している。 ６使用するテキスト

第一次世界大戦から第二次世界大戦までの

世界の国々の動きやベルサイユ条約の大まか

な内容がわかる年表、教科書の説明文、及び

ワークシート。教科担任が作成するワークシ

ートにはドイツだけではなく、他の国の参戦

理由などを示しイメージをつかみやすくして

３単元現代の日本と世界

４指導のねらい

本単元は、歴史的分野の最後の内容で二

学年としても最後の学習内容となる。

第二次世界大戦は現代の日本社会の成立や

や世界情勢の経緯と密接な関わりをもってい

る。この大戦が起きた原因を日本のみならず、

他の国の事情から政治、経済、民族・宗教、

同盟・条約の資料から読みとり自分なりに考

え、表現させることを試みた。

このように１つの戦争を様々な立場から考

えることで思考を深めることが可能になる。

それによって民主主義や平和の大切さとそれ

を守ることの責任の重さを自覚することがで

きるのではないかと思う。

また、さらに他の戦争を考える時にも応用

できる思考方法になる。繰り返して同じよう

な思考をすることで戦争の本質的な原因とは

何かということを考えられるようになるので

はないかと考える。

思考を助けるように工夫する。

【資料1】ワークシート
四五■－■■←7も→晦巫F＝rここ☆r

一風宛-の－……..‘令｡…｡…鎖…群………－．．
０●■い”ＯＬ△b■脾●、■｣し●￣b▽■ＤＯｆｑ

ＵＯ■｡■■ぜ●几■pIbqO▲■■●おbDU仔句▲crpo⑰●０６－●毎Ｇ＄ｎ■ＣｐＢＯ■，
●－▽▽■且■■ＧＬＤ９ｏＥ■。▼■■●●二６６●の■●●e-eの■■■とBOSとｂＱｐと▲Ｏ■
■■しＴ▲●し△０．

５単元･題材について

第二次世界大戦のきっかけは１９３９年にド
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、と“二次麺にCuしたのﾋﾟら,a鐙れぞ､の四のnpt白日してみ上9．

鍵露iili蕊
７授業の実際(６時間扱い）

（１）第一次世界大戦が始まりから、世界

の国々の動きやベルサイユ条約の大まか

な内容を理解させる。

（２）世界恐慌と各国の対策やそれぞれの

状況を理解させる。

（３）理解できた様々な世界の国々の状況

からドイツの参戦理由を考えさせる。

（４）各自が考えた理由について発表する

ことで相互の考えを共有する。また、そ

の内容に関して史実との整合性を確認し

つつ教師もコメントする。

1懸騨鰯
ＷＩＦ｢記Ｚｏ

ｌｑｔ=１１吋可モLt邑上
Mうし鱈弱｡

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）今回重点的に着目して取り組ませる

のはドイツの参戦理由であるが、関係し

たすべての国について考えさせることで

さらに史実をしっかりととらえることが

できる。

（２）正答が－つだけではなく、しかも自

分の考えを文章にするということに不慣

れな生徒は多い。そのために最初は取り

組みに抵抗感を持つ生徒も少なくない。

そのためにワークシートにはあらかじめ

ヒントになるような記入例を入れておく

など、指導に工夫をする必要がある。

（３）単元の学習の初めから自分なりに思

考する活動があることを伝えておくこと

が大切である。また、－時間の授業の最

後に繰り返し同じような投げかけをして

思考する機会をつくり、その都度思考を

試みるように促す。

【資料２】生徒の記入例

遜鰯蕊

ｇまとめ

第二次世界大戦と関係した様々な国や立場

に立って考えるためには多くの資料を読みと

って理解する必要がある。これにより「ア

テキストを理解・評価しながら読む力を高め

ること」が期待できる。また、読みとった資

料を様々な国や立場に置き換えて多角的に考

えまとめてみることは「イテキストに基づ

いて自分の考えを書く力を高めること」に関

連する。さらにこれをもとにして「戦争の原

因は何か。どうしたら防げるのか」などをテ

ーマに単元最後のまとめとしてレポートを書

かせることで、「ウ様々な文章や資料を読

む機会や、自分の意見を述べたり書いたりす

る機会を充実すること」になる。

あらかじめ計画的にこのようなカリキュ

ラムを設定して学習を進めれば、単に「日本

の受けた被害状況の深刻さやファシズムの台

頭を批判して不戦を誓う」というやや一面的

な印象を受ける学習にとどまることはないだ

ろう。（三藤あさみ）

ソ■

参考文献：西岡加名恋「ウィギンズとマクタイによる『逆

向き般計』瞼の意艇と蝶題」日本カリキュラム学会『カリ

キュラム研究』第１４号、２００５年、ｐｐ､15.29。
OAIh2 
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鐘
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鰍
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理科・中ａ

書籍やインターネットで学習した内容をミニレポートにする

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

１身に付けたい力

書籍やインターネットに書かれたテキスト

の内容をただなぞるのではなく、自分の「考

察」を加えたレポートを書く能力を高める。

５単元・題材について

この単元は、生物の体のつくりや生殖を、

細胞レベルで見ていくことで、生殖によって

親から子へ形質が伝わること、生殖によって

生命の連続性が保たれること、を理解し、そ

の学習を通して、生命を尊重する態度を育て

るというものである。今回はこの単元を利用

して「レポートを書くこと」が題材となる。

２主たる評価規準

学習した内容を相互に関連づけたり、総合

的にとらえたり、生活経験と結びつけて、レ

ポートが書けている。

６使用するテキスト

「生命誕生」に関わる書籍，またはインタ

ーネットのホームページを使用する。

書籍の例：

驚異の小宇宙・人体「生命誕生」

日本放送出版協会発行

３単元・題材

第２分野生物の細胞と生殖

「生命誕生」

４指導のねらい

「生命誕生」という、理科にとどまらず、

保健体育科や家庭科などにも関連する幅広く

奥が深い学習内容を、本やインターネットで

自ら学習し、それをレポートにするという活

動を行う。

本来、このような奥が深い内容を個別の自

主学習にする場合は、発展的な学習を期待す

るものである。生徒も、「調べてまとめる学

習」には慣れており、学年が進むにつれて難

解なレポートを書こうとする。

しかし、そのレポートの内容は、本やイン

ターネットのテキストそのものであることが

多く、理解の程度はわからない。今回はあえ

て、時間を制限し、記入する用紙サイズを限

定したミニレボートにすることと、書き直す

作業を取り入れることで、自分の考えを表現

する能力を高めていく。

７授業の実際（４時間扱い）

(1)図書室、パソコン室等で「生命誕生」に

関わる学習を個別に行わせる。

調べる時間は１時間であること、メモは

いいが、コピーやホームページのプリント

アウトは認めないこと、レポートは次の授

業時間１時間で書くこと、を伝え、個別学

習をスタートさせる。

(2)Ａ４版１枚の用紙にまとめる。

１枚の用紙に、次の２項目の内容につい

、てまとめさせる。

①わかったこと（知識・理解）

②考えたこと（科学的思考）

授業時間の終了で提出させる。

－８０－ 



(3)評価したミニレポートを返却し、レポー

トの書き方についての指導を行う。

評価を記入したミニレポートを返却し、

その問題点、課題を確認する。レポートの

多くは、本やホームページのテキストその

ものと、感想や疑問だけしか書かれていな

い。
ミニレポートの記述例

霞き直したミニレポートの記述例

１．わかったこと（知識・理解）

何億もの精子の中でのたった１つが卵子の中に入

り、受精卵となる。これが命の元となる。そしてそ
の命には重力が欠かせないものであり、その重力が
ある二の環境でこそ私達は命を育み、成長すること
ができる。この私達の体の元となるのは体内にある
60兆もの細胞であり・・・

２．考えたこと（科学的思考）

宇宙に行ったニワトリの卵はほとんどが死んでし

まったので、重力がある環境が生命にとって重要だ
ということがわかる。しかし、教科書にあった「宇
宙に行ったメダカ」が生きていることもあり、必ず
しも誼力がないだけで生きられないわけはないこと

がわかる。これから考えることは、成長が終わった

、または終わりそうな生命はあまり宇宙のダメージ
を受けず、成長が初めのものは宇宙の重力のない環
境に大きく作用されるということ・口.

１．わかったこと（知識・理解）

・胎児の手の細胞が死んでいくことで形ができる。
・精子は１つだけ受糖する。
・ヒトデは細胞再生をする。
・卵子：直径は0.2ミリメートル(人体細胞の中で股
も大きい）

・輔子：長さ0.02ミリメートル程度である。
・胎児の背骨は最初まっすぐである。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)調べる時間やレポートを書く時間を最小

限にすることで、情報量や文章量ではなく

内容の質を意識させる。

(2)小学校以来多くの教科、活動場面で行っ

てきた調べ.まとめ学習（今の生徒はこの

ような学習に慣れている）が、科学的なレ

ポートにはならないことがあることを確認

する。

(3)１度書いたレポートをもう一度書き直す

ことで、書き方そのものを意識させる。

ここで違う題材にしたり、新たに調べる

時間を取ってしまうと、書き方よりも新た

な知識でレポートを改善しようとしてしま

う。

２．考えたこと（科学的思考）

人間っていうのは、すごく不思議な生き物なんだ

なと思いました。子供がおなかにいるお母さんなど

、そのときに体が変化したりします。血液の流れや
、体のふくれなど、そういうものは、私たち人間に

とってなければならないことだけど、宇宙のように
すごく不思議な世界だなと思いました。

レポートの書き方の要点を指導する。

☆結果

・事実やデータをそのまま書く。（感想や考

察を入れる必要はない）

・文章で書く場合は、自分の言葉にして書く。

☆考察

結果の内容をそのままなぞる（繰り返す）

のではなく、

.それ（事実、結果）はどういうことか。

.それはどうして起きるのか。

．それによってどのようなことが起きるのか。

.それに関連して考えを広げる。（他の例、

日常生活での例など）

・将来、未来への展望

(4)同じ形の用紙を配り、ミニレポートの書

き直しをさせる。

新たに調べる時間はとらず、ミニレポー

トの書き直しをする。新たな知識が入って

こない分、レポートの書き方の改善が図ら

れる。

ｇまとめ

理科では、１年生より観察・実験レポート

を書く学習活動は行われている。その活動を

通して、自分の考えを書く能力を育成してい

ることにもなる。しかし、今回のように、本

やインターネットに書かれた文章からレポー

トを書く場合は、文章そのものに影響され、

自分の考えを文章で表すことが難しくなる。

文章を一度自分の頭で消化し、新たな自分

の文章にすることが大切である。

（五十嵐俊也）
－８１ 



英語・中３

教科書のインプットからアウトプットへの流れ

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

１身につけたい力

教科書本文の内容を効果的に導入し､最終的

には、テキストで述べられている事柄を前提に自

身の経験や思いを関連付けて表現することをねら

いとする｡テキストに呼応したアウトプット能力を高

める。

５単元・教材について

本校で扱っている光村図替℃olumbus2f

EngIishCourse3unit6を一例としてあげる。

イギリスに行った友人が主人公に向けて、ロ

ンドンの名所などを巡りながら撮ったビデオ

レターがテキストの内容である。英文は全て

相手に語りかける体をとっている。ビデオを

送った人物の近況やイギリスの文化的背景な

どにも触れられており、ピデオレターの受け

取り手への投げかけや質問も多い。

２主たる評価基準

教員の英語を聞き教科書本文のイメージや大ま

かな流れ､キーワードを理解することができる。

テキストの内容をふまえ､英語を用いて自身の

考えを明確にしている。 ６使用するテキスト

ここでは一例として教科露本文を挙げてい

るが、まとまった情報量のある英文であれば、

投げ込み教材を用いての指導も当然のことな

がら可能である。しかしながら、－年生当初

の英語学習入門時には扱える情報量が限られ

ているため、２，３年生を対象に考えたほうが

よい。

３指導のねらい

人間のコミュニケーションは､どんな感情であれ

実際に目と目を合わせて発せられた生の言葉か

ら伝わることを基本とする。同じ英文であっても、

実際に目の前で表情を見ながら伝えられる場合

と､ＣＤなどの模範的な音声教材では生徒の理解

に大きな違いをもたらすことからも明らかである。

そこで､音声教材やピクチャーカードに頼った教

科書本文の導入ではなく、生徒の反応を見ながら

教員が実際に板響をし、実物を見せ、リピートや

問の投げかけといった生徒とのインタラクション

(やりとり)を織り交ぜながら､これから学習する本

文の概要を導入する。このようにしてテキストのイ

ンプットを行い､それぞれの課の最後にはテキスト

に応じる形で、アウトプットの課題をもうけ、テキス

トに基づいて自分の考えを書く力を高めることを

ねらいとする。

７授業の実際

（１）教科書を閉じたままピクチャーカード

や実物、黒板へ図や絵、キーワードを書き込

みながら、本文の内容を生徒に導入する。教

員はＤｏｙｏｕｋｎｏｗ～？,‘WhatisfamousfO「

England?,と問いかけたり、黒板に書いた文字

をリピートさせるなどして、適宜生徒へ呼び

かけながら、オーラルイントロダクションを

行う。

－８２－ 



（３）生徒に提示するレポートの題材は、生

徒の意見や創造性、自由な表現が引き出せる

よう工夫をする。また手紙形式、スピーチ原

稿、ｅ－ｍａｉＩなど、様々な英語の表現を網羅で

きるよう３年間のシラバスを見通して考える

とより効果的であろう。

（２）生徒が概要をつかんだところで、聞き

取りのポイントとなる部分について質問を載

せたハンドアウトを配る。教科書は閉じたま

ま本文指導用ＣＤを聞きながら、質問に答え

る。

（３）テキストを見ながら、教科書本文の内

容を詳しく理解する。 ｇまとめ

導入の際､ひと工夫することで生徒の理解や取

り組みがずいぶん変化するものである。ここに挙

げたものは､文字テキストの読解を手助けするイン

プットの方法である。また教員の使う英語がその

後のりプロダクションや、アウトプット活動(レポー

ト､スピーチ)につながることは確かである。

テキストに応じる形で返事や自分の意見を書い

たり、人称を変えて再構成するなど､様々な条件

で､本文読解にとどまらない表現活動を日常的に

取り組むことで､より生徒は主体的に教科書で学

ぶことができるであろう。

（４）アウトプット課題として「あなたが主

人公となり、このピデオレターに返事を書き

なさい」という条件で自分の意見、感想など

を述べたレポートを書く。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）教員のオーラルイントロダクションで

は、新出語や重要文型を必ずおさえるように

する。また、初めてふれる教材なので、ハン

ドアウトにある質問の答えとなる部分につい

ても触れておく。

(杉浦千恵）

（２）生徒とのインクラクションを大切にす

る。

生徒作品例

ﾐﾝｽｰのﾋﾟﾃﾞｵﾚﾀｰに､ククになったつもりで避事の手紙を鍵 よしよう。e0lMi以上

ifi鰯雲毒
〃似ＴＤｒＶ砂

盛り上5Ｊ、匹訓ａ

。ｕｉｆ：

。Ｉ、⑰

田へlｎＩ凸
、ＰＩＰ

ｴｰ?Ｍｆｏ卜鈑舟｡ｍｙ｡“α３５｡｡四ｓＰ･藷ノッ筐：
■ 

＿BLXg- 内一一一一■－一再－－公一一

（’‘銅）

－８３ 



英語･中ａ

身近な題材を内容としたテキストを活用して､コミュニケーション能力を育成する

イ(イ)日常的･実用的な言語活動に生かす能力の育成

１身に付けたい力

日常生活でよく使用する表現を知ることに

よって、コミュニケーション能力を高める。

５単元・題材について

生徒たちは日々多くの時間を、学校生活で

送っている。したがって、学校生活をテーマ

にしたテキストは、生徒たちの身近な題材と

いう理由から、最適なものと捉えることがで

きる。その中でも、学校行事などは生徒たち

のスキーマ(経験や学識などで培われた知識）

を呼び起こすものであり、とりわけ取り組み

やすい題材であると考えた。

２主たる評価規準

身近な題材を基にしたテキストから得られ

る情報を活用して、自分の考えを述べる活動

へとつなげている。

３単元･題材

身近な題材を読む。 ６使用するテキスト

学校生活を題材にすることから、当然自主

作成教材になる。そして、中３段階での語彙

力、表現力には限界があるので、テキストの

内容ができるだけ、１，２年で学習した語彙

や慣用表現を中心に構成されるように努め

た。また、テキストの最後の部分で、その内

容に対するＱ＆Ａと自分の考えや感想を書く

柵を設けた。

作成から生徒たちに提示するまでには、Ａ

ＬＴ等によるネイティブの校正が必要とな

る。場面によって、使用される語句や慣用表

現が限定されることもあるので、作成上注意

しなければならない。また、文脈の妥当性、

生徒を見据えた難易度の確認をしておかなけ

ればならない。

内容の例としては、入学式､､体育祭、文化

祭、合唱コンクール、○○先生について、修

学旅行、進路等、対象の生徒が興味を示そう

なものを考えていくべきであろう。

４指導のねらい

実践的なコミュニケーション能力を育成す

るには、運用するのに前提になっているのが

知識であり、その知識を取り入れる手段の一

つがリーディングであると捉えている。リー

ディングを通して、英語の語句や慣用表現が

インプットされる。このインプットする語句

や慣用表現を増すことで、さらに話せたり、

聞けたり、書けたりすることへつながってい

くものである。そして、読む内容が身近な題

材であれば、普段の生活の中のコミュニケー

ションにすぐに使える英語の語句や慣用表現

を学ぶことにつながり、実践的コミュニケー

ション能力の基礎を養えるとと考えたい。

そして､コミュニケーション能力の中でも、

自分の気持ちや考えを伝え、生きた英語に対

応できる能力を育成することができればと考

えた。

－８４－ 



（２）実際のワークシート（自主作成教材）

から．

７授業の実際

（１）初回のワークシートから

Ｔｏｄａｙｓｔｏｐｉｃ： 

Ａｓｃｈｏｏｌｔｒｉｐ 

ＷｅｏＩｔｅｎｇｏｔｏＫｙｏｔｏａｎｄＮａｒａｏｎｏｕｒ 

ｓｃｈｏｏＩｔｒｉｐＴｈｅｒｅａｒｅａｌotoftempIcsand 

shrinesinKyoto、KinkakUjiTempIeisvery

famous，becauseitiscoveredwith'lgoId1LIt 

isbrightandbeautifULEveryycarMany 

studentsvisitKinkakUjiTemple.・・・・

Ｑ＆Ａ 

1.WhyisKinkakUjiTempIeveryfhmous？ 

2.Whatdostudentsdobyexperience？ 

3.PleaseteIImeaboutyourschooltripm 

Japanese． 

★感想等を書いてみてください。できるだ

け英語を使って。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）短い時間での学習なので、集中力を

もって行う。

（２）英語の質問に答えたり、自分の考え

を述べる場面では、できるかぎり英語

を使うことを指示するが、全体の内容

把握、興味関心を損なわないように、

日本語でも構わないことを確認する。

ｇまとめ

コミュニケーション能力の育成には、イン

プ卜した情報がどれだけアウトプットにつな

がるかがポイントになろう。したがって、自

分の考えを述べる場面では、インプットした

語句や慣用表現がどれだけ利用されているか

も大切なポイントである。そのためには、一

度得た語句や慣用表現が定着するために、反

復させる活動が必要となってくる。

（小嶋丈典）

－８５ 
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ｉｎｇノ

〃ｅノノ。，ｅｖｅｒｙｏｎｅノ

週３時間の内の１時間。それもわずか１５

分間ですが、「何が書いてあるか｡」に集

中して、読み取ってみてください。

それでは進め方について説明します。

①プリントが配られたら、まずはトピック

を見て、頭の中に様々なことを思い浮かべ

てみましょう。

②思い浮かべたら、さっそく「何が書かれ

ているか」を読み取ってみましょう。

ここまでで５分

③さて、１回音読をしましょう。先生の後

に続いてください。

④Ｑ＆Ａを行います。質問文の書かれてい

るものは、時間を与えますので、答えを書

きましょう。空欄のところは先生が質問文

を言いますので、それを書き取り、答えを

書いてください。そして、答え合わせをし

ます。また、自分の感想についても書きま

しよう 。

答えは、英文が良いですが、単語でも構い

ません。

例：Whatanimald⑥ｙｏｕⅡｋｅ？

IIikedo2s･ノ、ORS．

ここまでで１０分

⑤再び音読をします。先生の後に続いて読

みましょう ０ 

自分が読む時には、できるだけ本文を見な

いで言ってみましょう。

⑥ワークシートを集めます。次回の時に返

却をします。ここまでで１５分

●次回のワークシートで答えを確認しま

す。各自でしっかり復習をしてください。



社会･中１

地形図から地域の特色を読み取り人々の暮らしを想像する

ウ(ア)多様なテキストに対応した読む能力の育成

１身に付けたい力

地形図から地域の特徴を読み取ることが

できる力、さらにそこで暮らす人々の生活

を想像できる力。

「身近な地域」の学習を進める前提とし

てこの力を身に付けることは重要である。

そのため、地形の特色が読み取りやすい国

土交通省国土地理院発行の大縮尺の地形図

（５万分の１，２万５千分の１）を用意し

て、地形図読図の基礎を身に付けさせたい。

付けることによって「身近な地域」の学習

を進める上で、大縮尺の地形図の利用が可

能となり、学習に深みをもたせることが可

能になる。

５単元・題材について

「身近な地域」「都道府県」「世界の国

々」と地域の規模に応じた調査は、中学校

社会科地理的分野の学習を進めていく上で、

重要な部分である。その一番基礎となるの

が「身近な地域」の調査である。それは、

実際に地域を歩き、自分の目でさまざまな

地理的事象を見ることができ、そこにいる

人に聞き取り調査をすることが可能だから

である。

自分の目で見て、聞き取り調査をする前

提として、「身近な地域」の大縮尺の地形

図を読み取り、地形図から読み取れる地形

の特色地域の特色を把握しておく必要があ

る。そのため、「身近な地域」の学習のは

じめに大縮尺の地形図の読図を位匿付けて

いる。

２主たる評価規準

「大縮尺の地形図」の等高線から、その

地域の地形の特色をつかむことができる。

土地利用の特色を読み取ることができ、そ

の地域の人々の暮らしを想像することがで

きる。

３単元・題材

「地域の規模に応じた調査・身近な地域」

４指導のねらい

「身近な地域」の調査をする上で、大縮

尺の地形図を読み取る力は必要である。大

縮尺の地形図の中でも、国土交通省国土地

理院発行の地形図は正確であり、最も信頼

度が高い。そこで、地形の特色が比較的読

み取りやすい地形図を用意し、全員が実物

の地形図に触れ地形の特色を読み取り、意

見交換することによって、また教師がアド

バイスすることによって、地形図の正しい

読み取り方を身に付け読み取った結果から、

その地域で馨らす人々の生活について想像

できるようにしたい。その力の基礎を身に

６使用するテキスト

地形図の基礎の学習については教科書に

も記戦されている。しかしそれは簡単な地

図記号であったり、屋上から見える景色と

地形図の比較、あるいは新旧地形図の簡単

な比較程度のものである。

国土地理院発行の大縮尺の地形図を使う

学習をする上で、是非実物の地形図に触れ

させ実物の地形図からさまざまな情報を読

み取らせたい。授業では、５万分の１広島、

５万分の１阿蘇山、２万５千分のl浜島の

－８６－ 



３枚の地形図を読み取らせた。地形図の読

み取りがある程度できるようになった上で、

「身近な地域」横浜の２万５千分の１の新

旧地形図を比較して読み取らせることにつ

なげた。

北側には等高線の混んだ地域があり、急傾

斜の外輪山があることが分かる。つまり、

阿蘇谷は噴火によって陥没したカルデラの

谷である。

「浜島」からは、出入りの多い複雑な海

岸線が目につき、賢島周辺の英虞湾内には

真珠養殖場がたくさんある。これは典型的

なリアス式海岸であり、波瀞かな湾は養殖

に適しており、御木本幸吉翁以来世界的に

も有名である。真珠養殖場と書かれている

点線の場所は養殖用筏の設置場所である。

集落はリアスの湾の周りにある。

以上のような大縮尺の地形図の読み取り

をもとに、その地域で暮らす人々はどのよ

うな生活をしているのかを想像させた。阿

蘇山地域では水田が広がっていることから

農業中心の地域であろうとか、温泉が多い

ことから観光に関わって生活する人が多い

だろうという意見があった。浜島地域では、

英虞湾内に真珠養殖場が多いことやゴルフ

場、国民宿舎があることから、真珠養殖や

観光に関わって生活する人が多いだろうと

いう意見があった。

７授業の実際(３時間扱い）

（１）教科書を使って、縮尺（縮尺の意味、

大縮尺と小縮尺）、等高線（等高線間隔と

地形の傾斜の関係）、方位（１６方位）、

地図記号（代表的な２０程度の地図記号の

意味や由来）について、基礎的なことを知

る。

（２）特色のある地形図として、５万分の

１「広島」の地形図を読む。

地形図中東側を北から南へ流れる太田川

は広島湾に注ぎ込むところで分流して大き

な三角州を形成し、三角州上には広島の市

街地が発達している。三角州の先端は護岸

に囲まれているので埋立地であることが想

像できる。太田川本流と元安川の分岐点の

相生橋の南に平和公園があり、元安川の対

岸には原爆ドームかある。広島城や県庁に

も近いこの場所付近が爆心地であったこと

が読み取れる。西側の地域は山がちな地形

で標高千メートル近い山も見られ、針葉樹

林や広葉樹林である。谷筋を流れる川添い

の狭い平地は田として利用されている。新

幹線もトンネルの部分が多いことなどが読

み取れる。

全員で、１時間かけてじっくり地形図を

読み取り、発表させて確認する。

（３）特色ある地形図として５万分の１

「阿蘇山」２万５千分の１「浜島」の地形

図を読み取る。

「阿蘇山」からは、地形図の西半分に特

色ある地形が見られる。南llllには噴気孔の

ある中岳を中心に阿蘇五岳がある。よく観

光ボスターになる草千里ケ浜もある。豊肥

本線の北側には等高線のほとんどない阿蘇

谷があり、田として利用されている。その

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）実物の地形図をもたせてじっくりと

読み取らせること。

（２）各自が読み取ったことを発表させ、

共有させること。

ｇまとめ

「大縮尺の地形図」という非連続型テキ

ストをじっくり読み取り、各自の読み取り

結果を共有することによって自分の読み取

りをふり返り、読図力を向上させることが

できる。

ここで身に付けた読図力を生かして、自

分が暮らす「身近な地域」の地形図を読み

取り地域の特色をより正確に把握すること

ができるようになる。（本田清）
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保体･中３

テキストを用いたサッカーのゲーム分析

ウ(ア)多様なテキストに対応した読む能力の育成

１身に付けたいカ

スポーツに関する新聞、雑誌、ＴＶスポー

ツ番組などさまざまなメディアからの情報を

よく検討・理解ことを通して読む力を高め

る。また、まとめた情報を分析することで自

身の問題発掘や課題解決につなげることがで

きる能力を育成する。

けれども、その受信した情報をそのまま鵜

呑みにしただけでは、サッカーの魅力を味わ

うには十分ではない。

サッカーは、その技術や体力だけを競った

りするスポーツではない。２チームに分かれ

たそれぞれ11人のプレーヤーの体格や身体

能力、ポジショニングを考えたチームプレー

を第一に考えた判断力・分析力を大変要する

ものである。だから、サッカーの基礎的な技

術やルールなどの基本的な知識の習得ととも

に、多角的な情報収集や直観的な観戦を通し

て、ゲームを客観的に分析・評価できる力を

培うことを考える。

そのような力を身に付けた上でゲーム観戦

したり実践したりするとき、はじめて自己の

持っている知識や経験を結合させることがで

きるようになると考える。情報収集や観察す

るスタンスとしての「観る」ことができる、

そして熟考し自己の意見をまとめあげること

ができる力を培うためのプロセスを踏むこと

ができるようにする。

２主たる評価規準

読む目的・ねらいを明確にしながら、情報

を読み、まとめることができる。また、注意

深くじっくりと考えることができる。さまざ

まな情報に対して自分の意見を理論的な思考

に基づいて導きだすことができる。

３単元･題材

球技領域におけるサッカーのゲーム分析を

する。

４指導のねらい

サッカーは、多くの国々で大変親しまれて

いるスポーツである。小学校より体育の単元

として扱われているほどである。また、生徒

たちも幼少の頃からサッカーに触れる機会は

多い。たとえサッカー経験が浅かったとして

も、Ｊリーグやワールドカップなどサッカー

が注目されている場面が多く見られる。

最近では、新聞、雑誌、ＴＶスポーツ番組

でも何かと取り上げられ、注目されることも

多い。生徒たちは、そのようなメディアから

サッカーに関するさまざまな傭報を受信して

いる。

５単元･題材について

座ったままで学習するとことは、球技領域

におけるサッカーの単元においてあまりそぐ

わない。けれども、サッカーのゲームで必要

とされる判断力・分析力は、単にゲームを実

践したり、ゲームを「見ている」だけでは身

に付かない。

判断力・分析力を身に付けるため時間確

保、つまり運動実践を抜きにした学習時間が

ある程度必要であると考える。サッカーの基

8８ 



礎的な技術やルールなどの基本的な知識を土

台にして分析力・判断力を役立たせて、ゲー

ム実践に応用・発展させていくことができる

ようにする。

題材としては、さまざまなメディアに取り

上げられる多方面において際だって注目され

ているゲーム（Ｊリーグやワールドカップな

ど）を題材とする。

６使用するテキスト

以下のような情報ソースを例を挙げて具体

的に提示する。

（１）雑誌関係：サッカー専門誌

スポーツ誌

（２）新聞関係：一般紙

スポーツ紙

（３）ＨＰ関係：各サッカー協会のＨＰ

サッカー関連のＨＰ

選手のＨＰやブログ

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）学習課題を引き出すためのゲーム分析

となるようにする。つまり、生徒自身のサッ

カー学習にどう生かしたかよいか、生かせる

ところを見い出していく。

（２）教師と生徒との「読解力」育成にとっ

ては欠くことのできない教師と生徒との問い

かけ（Call）＆反応（Response）の場面を意

識的に授業の中で展開していけるようにす

る。

（３）最終的にゲームを振り返る際には、分

析の視点を絞ることができるようにする。

（４）ゲーム分析によって内容は、様々とな

る。生徒同士でいくつかの分析をつき合わせ

てみることも大切となる。

（５）生徒に学習させたい課題や内容が当面

している生徒の思考の対象となっていること

が大切である。

７授業の実際(３時間扱い）

（１）読む力を高める取組：

○収集した情報のまとめ・整理をする。

（２）自分の考えを響く力を高める取組：

○観点をおさえながらゲーム観戦をする。

○ゲームを観戦では得点シーンを注目しが

ちになる。けれども、得点したりされたりす

るまでに至るゲーム展開を丁寧に追うことが

できるようにする。

○ゲーム終了後、結果などについての解説

や批評などの情報の収集を行う。

○試合前の情報と実際のゲーム経過や結果

との合致や相違点を探るなどして分析をす

る。

（３）自分の意見を述べたり、書いたりする

取組：

○試合前の情報と実際のゲーム経過や結果

との合致や相違点を探るなどの分析リポート

を作成する。

○それを発表する機会を設ける。

ｇまとめ

いくつかの情報ソースを読み、連関させて

信頼性や妥当性を検討することは時間のかか

ることである。けれども、その取捨選択能力

は、知識や経験を重ねるによって洗練されて

いく。それに伴ってゲーム中での分析力や判

断力が身に付いてくると考える。

ここでは、球技領域のサッカーのについて

取り上げたが、他の球技の内容についても同

様な取組が可能であろう。（末岡洋一）
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美術・中３

様々なテキストを読み「ゲルニカ」を鑑賞する

ウ（ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

１身に付けたい力

複数の異なる範噸のテキストを読み取り、

目的にあわせて総合化し、理解する力。

て、後期印象派からキュビズムヘの流れ、作

家個人の制作スタイルの変容、作品生み出す

原動力となった情動、複雑で困難な時代背景

など多様な学習要素を持つことから、作品へ

の様々なアプローチを可能にする題材である。

ここでは、様々な資料を読み取ることを通し

て、他の作家の作品や、多様な造形作品を鑑

賞の対象とする際にも応用できるような力を

身に付けさせたい．

２主たる評価規準

美術書､ノンフィクション､文学作品など、

異なる範零のテキストを読み取り、その内容

から学習の目的に即して必要な要素を抽出し

たり、総合化して理解することができる。

３単元・題材

ピカソ「ゲルニカ」～作家とその作品～
６使用するテキスト

「ゲルニカ」図版、ピカソ資料など

教科書や市販の資料集に掲載があればそれ

を活用する。

［連続的なテキスト］

・作家ピカソの略歴

・後期印象派からキュビズムまで

・スペイン内戦の概要

ネット上の「フリー百科事典」などによる

ものが、簡潔かつコンパクトでよい。

その他

・ヘミングウェイ『誰がために鐘は鳴る』

・キャパ『ちょっとピンぼけ』（写真作品も）

・リチャード・ウィーラン『キャパその青春』

（沢木耕太郎訳）など

以上、文庫化されるなどして入手しやすい

文学作品やノンフィクション作品の中から評

価の高いものを選び､関連する箇所を抜粋し、

掲祓写真と併せて提供する。

［非連続的なテキスト］

・年表枠（美術・一般、一部空欄）

・国際情勢を示す図表（地図･統計）

４指導のねらい

美術科の学習内容のうち鑑賞の領域は近年、

生涯を通した学習へのへの広がりを持たせる

上でこれまで以上に一層、重視される傾向に

ある。中学校の美術科授業では美術を愛好す

る心情を培うことを目標のひとつとしている。

これに続き、卒業後も生涯にわたってこの姿

勢を保っていくためには、種々の文献や資料

に自ら触れ、それを読み解いていく能力も要

求されることになる。ここでは著名な作家や

作品を題材として取り上げるものの、それに

ついて限定的な解説を加えるだけで鑑賞活動

を終わらせるのではなく、それに必要な内容

を多様なテキストから読み取る力を身に付け

させ、主体的な愛好の心情を生涯にわたって

自ら培い、維持する姿勢に結びつけたい。

５単元・題材について

ピカソとその代表作である｢ゲルニカ｣は、

美術作品として著名なだけでなく、戦争の世

紀とも言われる２０世紀の象徴でもある｡併せ

9０－ 



７授業の実際（２時間扱い）

(1)作品をみる

ピカソ「ゲルニカ」とキャパ「崩れ落ち

る兵士」を提示し、デイテイルをチェック

しながら、両作品の時代背景、関連などを

洞察させる。

(2)テキストを読み進める

種々のテキストを読み進めながら、関連

事項を抽出し、年表の空欄を埋め完成させ

ていく。併せて読み取った内容を図式化し

て整理させる。連続型テキストについては

状況に応じ生徒を指名し、音読させるなど

して扱う。アプローチのポイントはグルー

プごとに指定するが、その他についてはそ

れぞれの生徒の興味･関心に応じ､取り組み

やすいものから着手させる。この段階で映

像資料などを適宜、提示する。教科書や資

料集なども必要に応じて参照するよう促す。

(3)感想を述べ合う

読み取った内容について興味をもったこ

と、感じたことなどを、グループごとに発

表し合い、読み取り方や読み取った内容の

交流、共有、補填を相互に行う。

(4)まとめと確認をする

作品「ゲルニカ」を制作するに至った経

緯や、時代背景などについてグループ代表

の生徒の発言を交えながらまとめを行う。

て、あるいは総合化した内容の確認手段と

して、比較的抵抗感の少ない映像資料や学

習漫画などを用意しておくとよい。

(3)発展的な学習の資料を提供する

授業で提供するテキストの出展元とした

書籍や、関連する資料、インターネット端

末などを授業中あるいは事後、日常的に生

活する場で常に参照できるよう環境整備を

しておくとよい。

ｇまとめ

ここでは「ゲルニカ」を鑑賞する手だてと

して､種々の資料を活用する局面を用意した。

生徒に与える資料として示したものは、連続

型テキストから報道写真に至るまで多岐にわ

たり、これらを読み解き活用する上での抵抗

感も生徒によって異なると思われる。逆に言

えば、生徒が興味関心に応じて選択できるよ

う、鑑賞する作品へのアプローチの仕方を複

数用意していることにもなる。

種々の作品を鑑賞する手立てとして、その

対象を互いに連鎖させる試みはこれまでも多

く報告されてきた。２０世紀以降、現代に至る

時代の作品は、制作の動機となった事柄が多

様であり、関連する写真や映像資料も多く、

それ自体を次の新たな鑑賞対象とすることが

できる。

教科書や資料集でおなじみの作品は、美術

館に収められ展示されている作品のように、

現実世界とは切り離され独立した存在のよう

に思われがちである。ここで取り上げた（報

道）写真作品やノンフィクション、映画化も

されたような文学作品はともに、生徒が生き

る現代や、現実社会につながるものとして、

現実味を帯びた形で両者を結びつける。多様

なテキストとの出会いと「読解」という営為

を、これら多様かつ現実味を帯びた連鎖の仲

立ちとすることができるとよい。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)テキストの出典を明らかにする,

この題材では質量ともに盛りだくさんの

テキストを与えることになる。事後の発展

的な学習への広がりを視野に入れ、生徒に

とってそれらが「先生から一元化され与え

られた」だけのものに終わらないよう、出

典や響き手、送り手のキャラクターを明ら

かにする必要がある。

(2)補助資料を活用する

抵抗感が強いと思われる連続型テキスト

を興味深く読み進めるための補助資料とし (三浦匡）
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１身に付けたい力ている。このような身近な内容についての学
単元で学習した内容を元に、これまでの学習は、生徒の興味・関心を引きやすい。また、

習で疑問に思った点や、さらに自分で深めたここで得られた知識は、実生活にも活かし易

い事柄を調べる学習を通して、論理的で分かいと考える。そこに、さらに自分の興味のあ

りやすく表現する能力を高める。る事柄について調べ学習を行うことにより、

科学に対する興味も高めることができる単元

２主たる評価基準としても考えられる。

図表、グラフなどの｢非連続型テキスト」

を活用して、調べた内容を分かりやすく表現６使用するテキスト

している。ここで使うテキストは、教科書や関連図書

の他にインターネットの利用などが考えられ

３単元・題材る。よって文章で表される「連続形テキスト」

単元：「動物の生活と種類」とともに図表や写真や動画など「非連続形テ

題材：単元末の一枚レポートキスト」も多く含まれる。このような資料を

活用することで、より実生活に近いものとな

４指導のねらい り、学校教育終了後の社会参加の中で活用で

教科書の学習内容を通して学んだ知識や思きる表現力を高めることにつながると考え

考・表現の仕方は、単に教科の枠の中で終わる。

るものではなく、他教科や実生活にも活きる

ものである。７授業の実際(５時間扱い）

そこで、ここでは理科学習で学んだことを(1)教科書の内容やこれまでの学習の中で、

活用し、自分で調べたことを自分の言葉で表疑問に思ったことやさらに深く調べてみた

現する活動を取り入れていく。この学習を通いことを書き出す。（0.5～1時間）

して、論理的で分かりやすく表現する能力を【例１】「教科書には、無セキツイ動物につ

高めていくことができると考えたい。いては非常に簡単に書かれているが、

その分類はどうなっているのか知りた

５単元・題材についてい。また、無セキツイ動物にはどんな

この章は、身近な動物についての観察、実生物がいるのか知りたい｡」

験を通して、動物のからだのつくりとはたら【例２】授業では、（..……･)について学んだ

きを理解させるとともに、動物の種類やそのが、さらに(…はどうなっているのか）

生活についての認織を深めることを目的としなどの点について深く知りたい。
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(2)疑問に対する自分の予想を記述する。

（0.5時間）

※ここでは、正解を追究するのが目的では

なく、これから調べ学習をしていくため

の視点を明確にするために行うことを説

明するとよい。

【生徒のレポートの例】

Ａ………， 
ａｎ■■の生田と■四一P泣瀞昌涛一：

ｉｌｌ藷;鋳馨潔綴囎掛一コ

守山０

鶴
００ｍくいｎ号RrCqD?Ｗｳ0■p■､8口0ヶ･

ひ■,Uも粉⑦qHDゲロル［●BｃＵ１ＢＤ

難
(3)関連図書やインターネット等を利用して

調べたい内容の資料を検索する。（１時間）

※インターネットで調べる際は、検索キ

ーワードが大切であることを伝えるとよ

い。そのためにも、何が疑問点なのか、

何について調べたいのかをはっきりさせ

たい。関連図譜については、昼休み等を

使って事前に図書室で閲覧させておくと

効率がよい。

【キーワードの例】

無セキツイ動物・分類

【インターネットで検索した例】

霞聯》

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)毎回の授業の最後に、振り返りカード等

を用い学習内容で疑問に思ったことなどを

記録させておく。

(2)日頃の授業の中で、自分の意見を述べた

り書いたりする機会を充実する。また、実

験の目的をはっきりさせたり、結果と考察

の関連を明確にして自分なりの考えを述べ

られる機会を意図的につくっていく。

西日のn.いＯＢ澗曰■セキッイ0自切とlL1哀Ｔ・

ゼヰツイ脚、とIヒペらとlZ6nqgIE<ｇＡの肥(ＬＳＷＩＢﾘ.わたしたgIgとって99雨gjOWJ肋１８とＵbえますね。
ここ臼ZuUWWOひごあった怒足■、と畝190h個”Dうち､、足0ｍをおＵｇＩｍＬてJU8立丁・

鰯セキツイロ岱物0,分認

どん宅助揃'ピノUR占分911二四丁のか.蝿介し正しとう.

(3)検索する際に的確なキーワードが見出せ

るように、授業のなかに、パソコンによる

学習形態を取り入れていく。
､i嶺噸1ﾃﾞｼ禿ﾗﾗ蒜zF石営－－－’

i藤に房雇亮万三“Ｉ．１ 

｢￣|蔵|鯛蕨~｜
I…絢蕊信蕪溌了~｜

ｉｸﾓ調ｉｸﾓ･グー･ﾜｿﾘむど！

：ｉﾔｽﾃﾞ･ﾑｶﾃﾞ･ゲソ｜｜多足劉后と
bA函蔚雨三蒄弱扁三…｜
_１ｱｦﾘなど

白鷹iSiii･'一一一一一一一一－１１｜ゴヵイイソメ･ﾐﾐｽﾞ屯と１

１日慮醗1冗莎丁孑夢鰯鞭－－１
，－－－－房一一一-－．－－－－－－－１

i…胸|纏罫.…ユウ嘘と｜
白銀51;FiFj;ﾘﾗ類｢ﾗｧ拝了壷Ｉ

ＩＪ●－ 

＿…－１．．－-......--.-」
避田凸柚ﾋﾄﾞﾗ･イソギンチャク･ク”ごとＩ

雲:浮壷;;… ｇまとめ

生徒はこうした方法で、教科書の学習内容

を出発点にしてさらに知りたいという人がも

つ自然な探求心を高めるとともに、改めて学

習したことの意味を見出すことができる。こ

のような実践を、－回だけでなく時間の許す

限り多くの時間を使って取り組むことによ

り、論理的で分かりやすい表現の仕方が身に

付くと考える。

（関谷育雄）

琴
幻二いくＵ２どつくりがl8HLJUB洵二qjﾗﾏ
ＬＵＺす.Ｔから、：､Ufqq．ｕ局か、'‐
て２才した-

(4)Ａ３用紙一枚のレポートにまとめる。そ

の際、○知りたい内容のポイント（キーワ

ード)を明確にする○必ず図表やグラフ

を用いて表現することを共通条件とし、そ

れらの資料を活用して、調べたことをまと

める。（２５～3時間）
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英語･中１

自己紹介(発表活動）

ウ(イ)自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

１身につけたい力

自己紹介の英文を参考にして、その英文を

自分のことに置き換えて、わかりやすく相手

に伝える能力を高める。自分の感じたことや

考えたことを簡潔に表現する能力を高めさせ

たい。

あるので、この活動が最初の発表活動で基礎

となる。ほぼ全員の生徒が満足する活動にし

たい。

５単元･題材について

自己紹介は、いくつかの教科書で、１年生

のLessonlで取り上げられている。題材とし

ては、外国から来た友達が、皆に自己紹介を

する場面や、お互いに初めて出会う友達どう

しが、挨拶や自分のことを紹介しあう設定に

なっている。

初対面のあいさつや人の紹介に関する表現

を理解し、応答することや、人前やグループ

の中で自己紹介ができることをねらいとした

題材が多い。

２主たる評価規準

１，ｍ、やＩ１ｉｋｅを使って自分の名前や出身

地、好きなことについて簡潔に自己紹介して

いる。

３単元･題材

自己紹介の書いてあるハンドアウトを参考

にして、英語で自己紹介する。

４指導のねらい

自己紹介は、入学してすぐに行いたい活動

である。いくつかの教科書にも、１年生の初

めに自己紹介を扱っている。ここでは、人前

にでて、英語で自己紹介する。中学校で初め

て英語にふれる生徒も多いので、「英語は難

しい」「英語が嫌いだ」と思わせないように、

配慮しながら指導する。

自己紹介するとき、聞き手を意識した表情

や声の大きさに留意させ、日本文と英文の語

順の違いも認識させる。このような活動を通

して、他の人の前で説明する力や自分のこと

を表現する能力も高めていきたい。

また、学年が上がるにつれて、自分の経験

や感じた二と、意見などを発表させる活動が

６使用するテキスト

使用している教科書の本文を利用するか、

以下のような英文を与え、下線部を自分のこ

とに置き換える。英文は１年生の夏休み前ま

でに習う文法事項である。

Hｉ１ 

Ｍｙｎａｍｅｉｓ 

Callｍｅ 

１，ｍｆｒｏｍ 

1,ｍａｊｕｎｉｏｒｈｉｇｈｓｃｈｏｏｌｓｔｕｄｅｎＬ 

ｌｌｉｖｅｉ、＿

Ilike 

Thankyou， 

時期や生徒の状況により上記の自己紹介の文

に新たな文を付け加えたり、削除しても良い。
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フ授業の実際

(1)授業で教師が実際に自己紹介を英語でお

こなう。生徒はその英語を聞き、名前、住

んでいる場所、好きなことが理解できたか

を日本語または英語で、教師が生徒に質問

する。

(2)生徒に自己紹介のテキストを提示して、教

師のあとについて、リピートさせる。その

後、下線部のところに自分の名前や自分の

住んでいるところ、自分の好きなことを入

れ、暗記して言えることを目標にして、た

くさん音読練習をする。

(3)Walkaroundして、できるだけ多くの生徒

と定められた時間内に、自己紹介をお互い

にする。

(4)ペアを作り、机を向かい合わせて、片方の

生徒が、立って自己紹介する。次は交代し

て、他方の生徒が立って自己紹介する。交

互で自己紹介が終了したら、片方が隣の席

に移動して、新しい友達と自己紹介してい

く。できるだけ多くの生徒と自己紹介をす

る。［写真］

(5)クラスの前に出て自己紹介をする。（発表

活動）

(6)自己紹介を聞いていた生徒は、メモをとる

などして、話し手の内容をしっかり聞き、

後で、その内容の質問をされたときに答え

られるようにしておく。

パターン慣れ、スムーズに発表させる。

(5)本文を暗記して、自己紹介のパターンを確

立させる。新しく習う文法事項を付け加え、

１年の後半ではさらに詳しい自己紹介がで

きるようにめさず。

ｇまとめ

ＰISA調査の指導と改善の方向に、「学習指

導要領のねらいとするところの徹底が重要で

ある」とされている。自己紹介は、学習指導

要領で取り上げるよう示されている。

自己紹介は、他人とコミュニケーションを

とるために不可欠なもので、効果的に社会参

加するためには、身につけておかなければい

けないものである。他の人の前で自分のこと

について話すことや何かを説明する能力の育

成は、英語科で意欲的に取り上げることがで

きる。その際、人前で自己紹介やプレゼンな

どをする場合に、相手を意職して豊かな表情

で話す、相手が気持ちよくうけいれてくれる

ような表情や雰囲気を作るなどの効果的な方

法を身に付けさせたい。そのほかにもペアで

道案内をする、自分が昨日したこと、自分の

感じたことや考えたことを述べるなど発表す

る機会をもうけ、相手にわかりやすく表現で

きるようにしたい。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)入学して初めての活動なので、間違えを恐

れず、積極的に取り組むように配慮する。

(2)アイコンタクトをしっかりするなど適切

な発表の態度と発表者の話しをしっかり聞

く態度を確立する。

(3)適切な声の大きさ、強勢、イントネーショ

ンなど、基本的な英語の音声の特徴に憤れ、

正しく発音させる。

(4)テキストの本文を暗記させ、自己紹介の

(平間貴志）
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音楽・中２

美しいハーモニーを響かせるために楽譜を読む

ウ（イ）自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

１身に付けたい力

楽譜から、さまざまな音楽のしくみなどが

わかる力を身に付ける。

いう音楽的な構造に着目した。教材は、多声

的、和声的なハーモニーが特徴的な合唱曲と

「小フーガト短調（』.S・バッハ)」とした。

多声的なハーモニーと和声的なハーモニー

を、楽譜を参照しながら歌い比べたり聞き比

べる活動を通して読解力の育成を図る゜

２主たる評価規準

音や音楽、楽譜から、音楽のしくみなどが

わかり、その良さをとらえ、合唱表現にいか

すことができる。 ６使用するテキスト

楽譜が最終的な読解力を育成するための書

かれたテキストと設定したが、授業の展開場

面では、実際の音や音楽そのものもテキスト

としてとらえることにした。音楽の専門的な

学習をした者であれば、楽譜そのものから音

楽を読み取る力はある程度身に付いている。

しかし、中学校の必修教科の中でそこまでの

読譜力は必ずしも必要ないであろう。そこで

生徒たちが実際に歌ったり聴いたりした音や

音楽そのものをテキストの一部として考え

た。授業の中では楽譜というテキストを読む

ために音や音楽そのものもテキストとしてと

らえていくことが大切であると判断したから

である。このテキストのとらえ方が音楽科に

おいて「読解力」育成を考えていく上では大

きな特徴であると考えている。

以上のようなことをふまえ、先に述べた題

材の楽譜を中心として、その他様々な音楽そ

のものというテキストも準備した。

３単元・題材

音楽のしくみなどを感じ取り、より豊かに

音楽を味わう

４指導のねらい

音楽には、大小様々な構造がある。より音

楽を楽しむためには、その作品がどのような

音楽的な構造をもち、どのような表現をして

いるのかを考えた上で表現活動を行ったり、

鑑賞活動をすることが大切である。

今回は、まず、既習した教材から音楽の構

造としての多声的ハーモニーと和声的なハー

モニーを知覚し、その後、楽譜にふりかえる

という取り組みをする。楽譜という視覚的な

ものから音楽のしくみについて考え、そのお

もしろさや美しさに気づき、表現活動にいか

すことをねらいとした。

このような取り組みを通して、生徒一人ひ

とりの様々な音楽に対する興味・関心をさら

に高め、自分なりの価値観の形成が図られる

であろうと考えた。

● 

７指導の実際例

(1)既習の学習から

多声的なハーモニー、和声的なハーモニ

ーについて、既習した合唱曲を歌うことを

通してそれぞれのハーモニー(音の重なり）

５単元・題材について

今回は読解力育成のために、声部の役割と

－９６－ 



を確認する。

(2)知識

それぞれのハーモニーの特徴を知る。（こ

こでは、いわゆる基礎的・基本的な知識と

して押さえる）

(3)能力【知覚・感受力】

他の様々な合唱曲や「小フーガト短調

（ＪＳ､バッハ)」などの器楽曲の楽譜を見た

り、実際の演奏を聴いたりしながら、それ

ぞれのハーモニーの働きが生み出す音楽表

現の効果を感じ取る。

(4)能力【鑑賞力】

新曲を聴き、ハーモニーを味わい、感じ

たことをまとめ、発表し共有する。

(5)能力【表現力】

ハーモニーを感じながら、その良さをい

かして既習の合唱曲をみんなで歌う。

(6)関心・意欲・態度

それぞれのハーモニーについて、進んで

聴き取ろうとしたり、表現にいかそうとし

たり、主体的に自分で考えようとする。

今回の楽譜、音、音楽というテキストを用

いた「読解力」の取り組みを通して、あらた

めて音楽科で取り組むことのできる｢読解力」

の育成が、非常に幅広く、重要であることが

わかった。音楽科の学習内容の中には「読解

力」を必要とする場面が数多く含まれている

ことが明らかになったからである。書かれた

テキストとしての楽譜はもとより、音や音楽

そのものから思考、創造できることは、言葉

やグラフなどよりもより自由なものである。

この点が音や音楽の特徴であろう。このよう

な音や音楽をより深く思考、創造するために

重要な力として「読解力」が位置づけられる

のではなかろうか。音楽における「読解力」

は、生徒一人ひとりがより深く音楽を味わう

ために重要な力であり、この力の育成が、よ

り深い思考、創造を生み、音楽科が担うべき

部分である、「豊かな創造力、豊かな人間性

と感性の育成」へとつながるのであろう。

以上のようなことから、「読解力」の育成

は、音楽の学習において大切な取り組みであ

るということが明確になった。

以下、今回の取り組みの際に、心にとめて

おいたことをまとめる。

（１）「読解力」育成のための新しい計画や授

業を作るのでなく、現在行っている授業

の中から、「読解力」育成につながる学

習内容をより明確にすることが大切であ

ろう。

(2)音楽の特徴を考え、書かれたテキストと

しての楽譜はもとより、音や音楽そのも

のというテキストからの「読解力」育成

についても考えるべきである。

(3)知の側面ばかりに視点がいかないように

留意する。

（４）「読解力」の育成が音楽科の目標ではな

く、音楽科の目標達成のため必要な「読

解力」をどのように身に付けさせるかと

いう視点に立つべきである。

（杉山利行）

Ｂこの授業を行う際のポイント

(】)参考例として聴く曲は、全曲ではなく、

それぞれのハーモニーを特徴的にとらえら

れる箇所のみとし、合唱曲を中心に教材を

選ぶ。

(2)自分の考えをまとめる際に、ポイントを

押さえたキーワードとして短文でまとめ

る。(3)知的な側面ばかりではなく、表現

活動などから、感じる心や表現活動を仲間

と共有するよろこびなどにも十分配慮をす

る。

ｇまとめ

一人一人の子どもが人間として成長･発達

していく過程を大切にしながら、豊かな人間

性を形成していくために、想像力を働かせて

自分の思いをかたちにしていくことが必要で

ある。（中央教育審議会審臓過程報告平成18年２月13）

日より引用）

－９７－ 



１身に付けたい力

「物質のすがた」における課題学習を通し

て、自分の感じたことや考えたことを簡潔に

表現する能力の育成を図る゜

２主たる評価規準

課題（卵スッポンの実験）から見いだすこ

とができる知識・理解やヒントから、実験の

原理をコンセプトマップ(非連続型テキスト）

を使用して、わかりやすく説明している。

ツプ法を使用すれば、リアルタイムに自分た

ちの考えを表出し、話し合いを進行させるこ

とができる。グループのコンセプトマップを

表現する場として、ホワイトボードを利用す

る。ホワイトボードは書き換えが可能で、自

分たちの考えの変容に柔軟に対応することが

できる。ホワイトボードは、それぞれの考え

をコミュニケートする場なのである。このよ

うに、コンセプトマップ(非連続型テキスト）

を利用することで、自分の考えを表現する能

力の育成を図り、自分の感じたことや考えた

ことを簡潔に表現する能力の育成の(イ)］

を図ることを意図した。

６授業の実際（1時間扱い）

卵スッポンの実験は以前から紹介され、科

学の本、Ｗｅｂサイト、科学館やＴＶのサイ

エンスショーなどで見たことがある生徒は結

構いる。牛乳びん（授業では500CCの三角

フラスコ）の中に燃えた紙片を入れ、ゆで卵

より小さな穴を通り抜け「スッポーン」と気

持ちよい音とともに、ゆで卵がびんの中に入

っていく様は、見る者を惹きつける。ところ

が「その原理は？」と問われると、とても

簡単な実験でおもしろい現象ではあるが、そ

の奥の深さに気づかせられるのである。

まさに、「物質のすがた（状態変化、気体)」

における課題学習として適した題材といえ

る。そのときの問いは、もちろん「なぜ、卵

はびんの中に引き込まれるのか？」である。

その問いを解決することは、「物質のすがた」

における学習やこれまでの学習（｢身近な物

単元・題材３ 

単元：（２）身

の回りの物質

物質のすがア

た（学校図書：，‘､…杼
し～J二丁妬'し、

懐:Ｗ気向■｢い'〃
題材：｢物質が』図，卵ｽｯﾎﾟﾝの実験
すがた」におけ

る課題学習：卵スッポンの実験（図１）

４指導のねらい

「物質のすがた」における学習で獲得した

知識・理解や技能をもとに、課題学習「卵ス

ッポンの実験の原理をコンセプトマップ法を

用いて説明しなさい」を解決することを通し

て、「読解力」の育成を図る゜

５使用するテキスト

本題材における課題解決の過程において、

グループにおける話し合いや思考の過程を表

現するにはコンセプトマップ法が適してい

る。その都度、文章で表現していては話し合

いの進行を妨げることになる。コンセプトマ

－９８－ 



理現象」など)、生活経験などにおいて獲得

した知識・理解や技能をフル稼働させ、それ

ぞれの概念を関連付けて卵スッポンの実験の

原理を説明することになる。

７この授業を行う際のポイント

この課題学習は、生徒だけの力では解決で

きない部分もあるので、いくつかのヒントを

出す必要がある。未習得のものに関しては、

当然支援を行い、生徒の思考を発展させなけ

ればならない。

また､この授業の規準を達成させるために、

下記のような点に配虚した。

○認知的な葛藤：既有概念との不整合を自覚

させ､課題を自分の問題として捉えさせる。

○発達の最近接領域：課題が自分の力で何と

か解決できそうだという見通しをもたせ

る。

○自己効力感：課題に対して自分は解決でき

る力があると自身をもたせる。

○問題解決的な学習：これまでの学習や生活

経験で獲得したものから、自ら課題を解決

する。

○協同的な学習：グループの人と協力して課

題を解決する（ホワイトボードの活用)。

○わかる・できるようになる授業：難しいこ

とや未習得の部分についてはヒントを出

す。

○メタ認知：「わかった自分、できるように

なった自分」を認誠させる。

○称賛：課題を解決したことに対して、褒め

称える。

Ｏ達成感・成就感の実感：課題を解決したこ

とによる、達成感・成就観を実感させる。

８まとめ

右の図２は、本実践のあるグループの話

し合いの結果をまとめたコンセプトマップで

ある。卵スッポンの実験の原理を、水素、水

蒸気、水に焦点化し、コンセプトマップに表

したものである。コンセプトマップとしては

不完全であり、科学的に不適切な表現もある。

しかし、授業の最後には、このコンセプトマ

ップをもとに、代表者１名が他のグループ

でプレゼンテーションを行い、相互評価にお

いて本時の目標を達成したと認められた。

つまり、卵スッポンの実験に関連する知識

・理解と出されたヒントから、実験の原理を

説明することができたのである。これまで学

習や生活経験で獲得した知識・理解をもと

に、一般化することができたといえる。この

ことは、理解を深化させたといえる。また、

「読解力」の育成を図ることができたとも判

断することができる。

本実践において、未習得の部分に関しては

ヒントを出した。しかし、「化合物」「化学変

化」「原子・分子」（第２学年で履修する）

などの概念が確立していない１年生にとっ

ては、「化合物（紙が水素を含む)」「化合物

の化学変化（紙の燃焼)」「原子論」などにつ

いては、あいまいさを残している。物質やそ

の変化（化学領域）における３年間の指導

計画を再構築する必要がある。

また、この単元（身の回りの物質）におい

て、この卵スッポンの実験を含めて３つ課

題学習を設定した。しかし、いずれも生活文

脈との関わりが希薄である。ＰISA調査にお

ける「読解力」においても「効果的に社会に

参加するため」とある。理科で学んだことを、

実生活で生かせることを確かめる課題学習の

設定が、今後の課題である。

図２話し合いの結果をまとめた

コンセプトマップの例

（田中保樹）
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国語高１．２

｢羅生門」のクライマックスを決めるグループ学習

ア（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

１身に付けたい力

クライマックスを決めるという活動を通

して、人物設定・構成などに留意した読解

の技術を身に付けさせたい。

明快なこと」「２．その活動を生徒相互

が評価しあえること」「３．その活動に

汎用性があることを実感できること」が

挙げられる。そのための教材としては、

短編で設定･構成のしっかりとしている

教材が望ましい。

②クライマックス決定の過程では､指示を

しなくとも登場人物の心情変化や場面

設定に留意するようになる。（もちろん

この取り扱いのための言語技術習得の

ドリルも必要と考えるが､別の場面にお

いて設定するものとしたい)この点の深

化を図るためには､クライマックスの決

定後､主題について考えさせると有効で

ある。この活動の際に改めて設定・橘成

に目をとめることとなるが､そのために

も人物設定や場面設定の表現がしっか

りとしている教材が望ましい。

２主たる評価規準

①文中に根拠を求めながら､クライマック

スを指摘しようとしている。

②他者の意見の根拠を理解し､クライマッ

クスとして適当かどうか判断しようと

している。

③人物設定･場面設定･櫛成がクライマッ

クスにどのような効果をもたらしてい

るかを考えながら読もうとしている。

３単元・題材

小説「鼻」「羅生門」芥川龍之介

４指導のねらい

①冒頭・発端・山場（の始まり）・クライ

マックス・結末・終わりという物語の基

本構造を知り、これを言語知職として予

測しながら読む態度を身につけさせた

い。

②読みの技術としてクライマックスを決

めるという読み方を言語知識として身

につけさせ､この技術を有機的に活用し

ていくことを実感させたい。

６使用するテキスト

①「鼻」は設定・構成がしっかりとしてお

り、物語の基本構造を確認し、クライマ

ックスを決めるドリルワークに適した

教材である。

②「羅生門｣は設定･構成が明確であり、

人物設定・場面設定における表現も豊

かである。また、クライマックスから

主題を考える際にもさまざまな意見を

持つことが可能な作品となっており、

言語知識の獲得が読解の深化につなが

ることを実感させるのに適した教材･で

ある。

５単元・題材について

①基礎的な技術を習得する際の初期活動

は、「１．その活動ができるだけ単純で
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７授業の実際（５時間扱い）

（１ｈ）「鼻」を使って、物語の基本構造を

確認させる。

①冒頭・発端・山場（の始まり）・クライ

マックス・結末・終わりの定義を確認さ

せる。

②「桃太郎｣などよく知られている昔話な

どを例として､物語の基本構造を確認す

るドリルワークを行わせる。

③「鼻」について、物語の基本榊造を確認

させる。

ア．冒頭の確認

イ．人物設定の確認

ウ．発端の確認

二．山場の始まりの確認

④「鼻｣のクライマックスの一文を指摘さ

せる。

注）冒頭、山場の内容を意識させて、

クライマックスの決定に活かす。

⑤要約を課題とする。

ア．基本構造の各部分について一文でま

とめさせる。

イ．クライマックスの一文を中心に要約

をさせる。

（２ｍ「鼻」の要約文を評価し、基本構造を

知ることが内容理解につながることを

確認させる｡課題の中からすぐれた要約

を提示、評価する。

①クライマックスの根拠が適切で明確

②文構造を意識した指摘

（３ｈ）「羅生門」について、基本柵造を意識

しながら読ませる。（グループ学習）

①物語の基本榊造を意識しながら読む。

②クライマックスの一文を書き出す。

③その根拠を書く。

④グループ内（３人１組：司会、記録、発

言【積極的に発言する。グループの意見

を発表する｡】）で意見交換をする。

ア．発端、山場の始まり、クライマック

スが明確に分けられているか。

イ．クライマックスの根拠が明確か。

ウ．相手の意見をメモしているか。

＝相手の意見を聞いた上で、自分の意

見を再検討しているか。

オ．グループ内で意見を集約しようとし

ているか。

(４ｈ）各グループの意見交換、クライマッ

クスの決定

①「発言｣係が班の集約された意見を提示

ア．クライマックスの一文の提示

イ．理由の提示

②各グループの意見をメモにとる

③各グループで再検討、集約する

(５ｈ）文構造からクライマックスに関する

意見を吟味する。

Ｂこの授業を行う際のポイント

①物語の基本構造を言語知識として身に

つけることを主とし、特に「鼻」ではそ

のテーマを深く掘り下げることを目的

としない。

②言語技術の習得を目的とした活動の際

には、作品を意図的に省略したり、部分

的な提示をしたりして､単純な活動とな

るよう配慮する。

９まとめ

どのような技術も継続的な活動を通じて獲

得されるものであり、その応用には一定の時

間を要する。したがって、技術の汎用性を意

繊できないまま学習活動が行われると技術の

穫得自体が目的となってしまう恐れがある。

言語技術に関する批判的な視点の一つはここ

にある｡言語技術の向上を目的とした授業は、

継続的な指導とともに、授業内での達成感と

身につけた技術の汎用性を確認させる活動が

重要となる。

（高松洋司）
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１身に付けたいカ

ディベートにより、評論を複数の視点か

ら考察し、筆者の視点（立脚点)、論の客観

性などを評価し､読み進める能力を高める。

り、例には対比が多用され、また幅広い

論証が進められている。

②一方で、「鹿おどし」など現代の生徒に

は理解しがたいものとなっている例が

あったり、「自然に流れる」という表現

が文脈から解釈される必要があるなど、

内容や表現を吟味しながら読み進める

クリテイカルリーディングの教材とし

て適している。

７授業の実際（５時間扱い）

（１．２ｈ）三角デイベート(マイクロデイベ

ート)の確認

①役割分担

・肯定（１／２名）否定（１／２名）

司会・ジャッジ（１／２名）

・それぞれの担当を入れ替えて、３つ

ポジションをすべて行うことを予告

しておく。

②課題を提示し、三角デイベートを行う。

２主たる評価規準

①筆者の主張に対して賛成の立場に立ち、

本文に根拠を求めた意見を言うために、

読解をしようとしている。

②筆者の主張に対して反対の立場に立ち、

本文に根拠を求めた意見を言うために、

読解しようとしている。

③賛成・反対の両方の意見を、主張の明確

性、根拠の客観性、信頼性などから吟味

し､どちらが有利か判断しようとしてい

る。

３単元・題材

評論「水の東西」山崎正和

⑭ 
４指導のねらい

筆者の主張を客観的に吟味するために、

批判的な立場から考察する有用性に気づか

せたい。

５単元・題材について

高校生が目にする評論は、その対象が一

般的（環境、高齢化社会など）であり、そ

のため筆者の視点（立脚点）や主張の独自

性が明確な作品が教材として適している。

肯定側立論２分

準備１分

否定側質疑２分

否定側立論２分

準備１分

肯定側質疑２分

準備１分

否定側反駁２分

肯定側反駁２分

司
会
Ｏ
ジ
ヤ
ツ

… 
６使用するテキスト

①「水の東西｣は構成がしっかりとしてお

※場合により立論・質疑・反駁

を各１分にする。
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※ナンバリング（理由の数などを先に

明示する)、ラベリング（何について

述べるかを先に明示する）の確認を

する。

※メモを取ることを確認する。

※ジャッジの仕方を確認する。

③「水の東西」を提示し、賛成・反対それ

ぞれのシナリオを作ってくることを課

題として指示する。

※否定する際は、本文の表記・内容を

吟味し､批判することに留意させる。

させる活動が重要と考える。このことはクリ

ティカルリーディングの技能を身につけさせ

る際にも重要なポイントとなる。

クリティカルリーディングは｢批判的読解」

「批判的読書技術」などと表されるが、これ

は作品に対して否定的な態度で臨むことを意

味してはいない。文章を分析し、筆者がなぜ

その考えに至ったかを考察し、自身は筆者が

対象とする事柄についてどう考えるのかを明

らかにすることである。よって、根拠が明確

で客観性を伴った意見であることを前提に、

生徒個々の意見が出てくることに重点があり、

意見の集約にあまり拘りすぎないように注意

する必要がある。

(３ｈ）三角（マイクロ）デイベート

９まとめ

生徒自身の視野を広げる手段として、評論

を読むという活動が適していることを実感さ

せたい。

直接体験による思考の深化、自身の世界観

の広がりには限界がある。というよりも、こ

れらには読書活動など疑似体験が多く関わっ

ており、読謬活動の重要性が指摘される理由

でもある。

評論は特に自身の世界の境界を意識する契

機として、高校段階で質の高い評論（ここで

は、一般的な襲象に対して、筆者の独自性が

明確に打ち出され、例示や文構成において筆

者の論拠が適切な抽象化によって客観的信頼

性を持っている文と位置づけたい）に数多く

触れさせたい。そのためには、筆者の主張を

鵜呑みにしないクリテイカルリーディングの

視点が必要であるが、一方で筆者の象徴や論

拠をまず受け入れる肝要な態度も重要である。

言い換えれば、客観的に批評する態度を持つ

ということである。このことを意識しながら、

生徒の言語知職を身につけさせる活動を心が

けたいものである。

（高松洋司）

①図のように、Ａ（肯定側）Ｂ（否定側）

Ｃ（ジャッジ・司会）を順次入れ替わ

っていく。

②Ａ→Ｂ→Ｃ入れ替わってディベートを

行った段階で、本作品についての意見

を書く（課題とする）

(４．５ｈ）課題の中からすぐれたものを提

示し、評価する。

※否定側立論の中から全体に反映させ

たい主張を取り上げ全体で考えさせ

る。

※肯定側反駁の中から具体的例として

すぐれたものを提示し、評価する。

Ｂこの授業を行う際のポイント

ディベートの最も重要な活動はアブターデ

ィベートにある。言い換えると、賛成・反対

という対立形式から離れ、複数視点で筆者の

考えを捉え直す、また対立する意見の妥協点

を探ることを意識させる、これら２点を意識
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国語総合高１

新聞記事を読み､自分の考えを発表する

ア(ウ)課題に即応した読む能力の育成

１身に付けたい力

与えられた課題を意識してテキストを読み、内

容を要約･分析し、自らの意見を課題に即応する

形で表現する能力を高める。

次に、学習者が互いの意見を述べ合うこと

で相互評価・自己評価を行い、自らの考えを

深めることを２つめの目標とした。

さらに、課題を与えられてテキストを読む

ことから－歩進んで、自ら問題意識を持って

テキストを探すことで、実生活の様々な場面

で直面する課題に対応する力を身に付けるこ

とを最終目標とした。

２主たる評価規準

与えられた課題に必要な情報を、新聞記事

から的確に読み取っている。

３単元･題材

新聞記事を読み、自分の考えを発表する。

５単元･教材について

本事例ではテーマを設定し、それに従って

集めた新聞記事をテキストとした。普段の授

業の中で、複数の新聞記事を比較検討、分析

するというクリテイカルリーディングを念頭

に置いた学習活動はあまり行われてこなかっ

た傾向にある。今回の単元においては「あな

たが経営者であるならどのようなハンバーガ

ーショップをつくるか」という課題を与え、

テキストを分析、批評しながら自らの意見を

構築する活動を通して、課題に即応した読む

能力の育成を目指した。

４指導のねらい

本事例では、ＰＩＳＡ型読解カー自らの目

標を達成し、自らの知識と可能性を発展させ、

効果的に社会に参加するために書かれたテキ

ストを理解し、熟考する能力を身に付けるこ

とをねらいとしている。

学習者にとって身近でタイムリーな新聞記

事をテキストにすることで、まずは読むこと

への苦手意識を軽減することを意図した。同

様の意図から、学習者が実体験をもとに感想

を述べ分析することが容易な設問を、最初に

用意した。

６使用するテキスト

生徒にとって身近な話題である、ハンバー

ガーに代表されるファストフードを取り上げ、

ファストフード各社の動きや最近の流行メニ

ューを特集したもの等、複数の新聞記事の切

り抜きを準備した。

学習者が感想を述べ分析することにより、

それまで漠然と捉えられていた外食産業各社

の個性や営業戦略が明確なものとなり、そこ

に新たな発見や疑問・意見が生まれることを

1つめの目標とした。
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７授業の実際（５時間扱い）

○第１時

①単元の目標を確認する。

②テキスト（新聞記事の切り抜き）を配布

し、漢字の読み、語句の意味を確認する。

③テキストを読んだ感想、疑問点をワーク

シートに記入する。

○第２時

①前時のワークシートをもとに、感想、疑

問点を共有する。

②テキストをもとに、ファストフード各社

の個性を分析しワークシートに記入する。

③なぜそのような個性（経営方針）を打ち

出したのか、そのような経営方針をとる

ことのメリット・デメリットは何かにつ

いて、自分の考えをワークシートに記入

する。

○第３時

①前時のワークシートをもとに、ファスト

フード各社の経営方針の違い、その方針

のメリット・デメリットについて共有す

る。

②自分が経営者であれば、どのようなハン

バーガーショップを作るか、ワークシー

トに自分の考えを記入する。その際、な

ぜそのような方針をとるのか、その方針

をとることで期待できる効果について、

根拠を挙げて説明する。

○第４時

①前時に考えた経営方針について発表し、

質疑応答を行う。

②他の学習者の発表について、賛同できる

内容.できない内容とその理由、発表の

しかた等について相互評価を行い、評価

シートに記入する。

○第５時

①前時の発表を参考に、自分の経営方針を再

検討し、改善案をワークシートに記入する。

その際、方針を改善した理由を、根拠を挙

げて説明する。

③この単元を学習したことで身についたも

のは何かについて、自分の考えをワーク

シートに記入する。

○事後学習として

次回の新聞記事を読む授業の時までに、興

味・関心のある記事を集めておく。

この授業を行う際のポイント

①往々|こして正解の提示を求める学習者がい

るが､答えはひとつではないことを理解させ、

様々な意見の違いを楽しむように指導するこ

とがポイントである。

②授業者は各時終了時にワークシートを回

収・点検し、学習者の理解の程度や興味・

関心の方向を確認する必要がある。状況に

応じて次時の導入時に､補足説明や単元の

目標の再確認を行うためである｡

③本事例は、学習者の状況に応じて繰り返し

行うことが望ましい。初めは授業者が記事を

用意するとしても、徐々に学習者自身が、興

味・関心の有る記事で、なおかつ様々な意

見を持つことが可能なものを見つけられるよ

うにアドバイスしたい。

８ 

ｇまとめ

情報を受け入れて分析し感想を持つこと

は、誰もが特に意識をせずに行っていること

であるが、本事例では、それを段階を追って

意識的に行うこととした。他の学習者の意見

を聞くことは、様々な情報分析･批評のしか

たがあることを学習する良い機会ともなる。繰

り返し学習することで、意見を書くこと、発表

することに対する抵抗感をなくすこともねらい

としたい。

（西村礼子）
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国語・高１（国語総合）

本の紹介文を書く

イ（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

１身に付けたい力

内容を的確に理解する力を高めるととも

に、他の生徒たちが興味を持つよう、理解し

た内容を明確に表現する力を育成する。加え

て副次的にはワープロソフトを操作し表現す

る力も高める。

により自ら表現する能力の育成を期した。

５単元・題材について

単元：「本を探す｣。

題材：図謹室及び国語科教室の本。

（夏季休業中の課題：紹介文を書く。）

単元：「紹介文をまとめる｣。

題材：生徒の選定した本、紹介文。２主たる評価基準

読んだ本の内容について理解したことが明

確に表現され、その内容が的確で、かつ他の

生徒にも興味の持てる紹介文となっている。

６使用するテキスト

「ブックリスト」（約２３０冊）を提示した

が、「ブックリスト」以外の本も可とした。

※本校国語科では14年度よりブックリス

トを作成し、ＨＰで閲覧可能としている。

ブックリストは年度ごとに改訂し、現在

は教員による推薦文と合わせて閲覧可能

となっている。

３単元・題材

「本を探す」・「紹介文をまとめる」

４指導のねらい

読書は本来、個人で「好きな時に、好きな

本を読む」という姿勢が望ましいが、昨今の

若年層の読書離れへの対応は個人への読書喚

起だけでは不充分な状況にある。読書の力は

単に国語科の力だけでなく、他教科の学習活

動にも及ぶ根幹的な力の一つであり、卒業ま

でに着実に育てたい力である。本校では平成

14年度より国語科全教員で推薦図書を選定し

本校生徒にブックリストとして紹介してき

た。しかし単発的な読書紹介だけでは読書習

慣の定着を図ることは困難であり、３年間を

見越した継続的・計画的な読書指導ならびに

読書生活指導が必要なことを確認した。そこ

で、生徒が読みやすい（読んでみたい）本の

リスト（ブックリスト）を毎年改訂し、また

月ごとや長期休業中ごとに教科全体での読書

指導を計画した。更に本授業では紹介文作成

、…
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７授業の実際（４時間扱い）

(1)図書室及び国語科教室で本を選定し、選

定した作品を読み、作品の紹介文（短文）を

書く。（｢本を探す」２時間）

(2)夏季休業中の課題として、選定した作品

の紹介文（長文)を番く゜

(3)夏季休業中の紹介文を基に、紹介文を短

くまとめる。まとめた紹介文をＦＤやＣＤで

提出する。（｢紹介文をまとめる」２時間）

(4)紹介文を「市高生による本の紹介」とし

てＨＰでの閲覧を可能とする。

Ｂこの授業を行う際のポイント

(1)指導者側が用意したプックリストは、所

謂名作や評価の安定した作品が殆どで、生徒

もそのような本を選び読書するものと考えて

いたが、選定された本は生徒にとって読み易

いドキュメント系のものが大勢を占めた。生

徒が普段読んでいる本や読みたい本と、指導

者側が読ませたい本との乖離は大きいが、図

書選定が読醤習慣定着の第一歩と位置づけ、

本の選定の際には、特に指導は行わない。

(2)紹介文は何らかの手段を講じて､.必ず生

徒同士が閲覧できるようにすること。他の生

徒の紹介文を読むことで、読書意欲を喚起す

ることができるようにする。

(3)－冊の本を深く読む生徒もいれば、多読

に走る生徒もいる。更に読書の質までを含め

ると、評価は一層困難になる。そのためこの

授業では、本を手に取ること、自分の読んだ

本を自分の言葉で紹介することに重点を趣く。

qOOi盟騨i2f賦醗灘眉幻趣§Jｉｎ

Ｋの船1ｌｂ十（蕊』ＩＤＴ型

、ｌ三二
ｇまとめ

１学年２クラスを対象に、１月にアンケー

トを実施したところ「入学時と現在を比べて

読書量が増えた」といった結果は読み取れな

かったが、「読書の幅が広がった」「読書への

興味がわいた」という意見は多く見られた。

目に見える効果はすぐに現れないにしても、

地道に読書指導や自分の言葉で表現する指導

を続ける必要があろう。プックリストの改訂

や他教科の教員による推薦図書の改訂も求め

られる。また、読書や表現の必要性について

国語科内での共通認識を継続的にとるために

研修会等を定期的に設定し、教科及び学校全

体で「テキストの内容を要約・紹介したり、

再構成したり、自分の知識や経験と関連付け

意味付けたり、自分の意見を書いたり、論じ

させたりするなどの機会を設ける」（「読解力

向上に関する指導資料』Ｐ､15)必要がある。

（松岡豊）

蕊繍…
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国語・高３（国語表現Ⅱ）

文化祭の模擬店に必要なモノをリストアップする

イ（イ）日常的・実用的な言語活動に生かす能力の育成

１身に付けたい力

文化祭の模擬店で、ホットドッグとジュー

ス・ウーロン茶等の清涼飲料水を販売すると

仮定して、ホットドッグの販売や模擬店の装

飾に必要なモノを具体的にリストアップする

ことで、抽象的な事柄を具体的に表現する能

力を高める。

要である。

５単元・題材について

単元：プレゼンテーション

題材：文化祭企画書一模擬店(加熱調理団

体)－

６使用するテキスト

『文化祭規定』（｢加熱調理団体細則｣）２主たる評価基準

実際の模擬店で販売や装飾に必要な物品を

具体的にリストアップできている。リストア

ップした物品で実際に模擬店販売を行うに十

分である。

７授業の実際（４時間扱い）

(1)当該の単元に入る前に授業の導入として

以下の二つの文を示し、文の区別に「正／誤」

だけでなく「具体／抽象」のあることを説明

する。具体と抽象の違いについても説明する。

「世界は、馬である｡」

「世界は、物質である｡」

(2)当該単元に入る前に、以下の説明文を具

体的に書くことで、日常の動作・行動・手順

を再認識し、具体的に表現することに憤れる。

「ババヌキの遊び方」（600字～800字）

「○○駅での切符の買い方」（600字～800字）

（○○には具体的な駅名が入る）

(3)(2)に引き続き、以下の題名で具体的に書

くことによって、自分の個別具体の体験を再

認識し、具体的に説明できるようにする。

「私の高校生活」（600字～800字）

(4)(3)に引き続き､以下の題名・条件により、

抽象的に言い換えることで、個別具体の体験

が高校生一般に当てはまることを学ぶ。

．「楽しい高校生活」（600字～800字）

・具体例は「私の高校生活」と同じとする。

・結論を「充実感と達成感」とする。

３単元・題材

「プレゼンテーション」

４指導のねらい

本校生徒は基本的にまじめで授業態度も良

好であり、文化祭や体育祭、或いは球技大会

等の学校行事には特に積極的に取り組む。学

力実態を概括すると、中学時代にはトップク

ラスであった生徒が大半を占めている。従っ

て定期試験などへの取り組みもおおよそは満

足できるものと言える。ただしその学習方法

は記憶力に頼る傾向が強く、範囲の明確な定

期試験等では好成績を収めるものの、範囲の

広範な実力試験や模擬試験等にはうまく対応

できない面が見られることもある。

以上の点から、記憶力に加えて応用力を身

に付けさせるために、「抽象を抽象に」「抽

象を具体に」「具体を抽象に」「具体を具体

に」と言い換える能力を高めていくことが必
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（５）９月に行なわれる文化祭に向け、文化祭

企画書提出時期（５月～６月）に合わせて「文

化祭模擬店に必要なモノ」をリストアップす

る(書式を用意する)。３０項目以上をリストア

ップすることとし、可能な限り購入先・単価

・個数も記入する。

．「『ホットドッグ』『ジュースやウーロン

茶等の清涼飲料水』を販売する模擬店に

必要なモノ」（２時間。集約したリスト

の配布を含む）

.「模擬店の装飾に必要なモノ」（２時間。

集約したリストの配布を含む）

(3)リストは提出させ、教員が全項目を集約す

る(重複する項目は削除)。集約した全項目を

リストにして生徒に配布することで、自分の

気付かなかった点に気付かせ、具体的に思考

する幅を広げる。

ｇまとめ

３０項目以上が条件だが、３０項目を記入でき

ない生徒もいれば40項目以上を記入する生徒

もいるというように生徒間で較差が見られた。

また、購入先はある程度記入できたものの単

価・個数については満足のいく記入とはなら

なかった。ちなみに'7年度文化祭の入場者数

は、土曜・日曜の２日間で約3800名であった。

今回のような単元を実施する際は、予め入

場者数の把握や単価についての市場調査を行

わせ、企画書の内容をより具体的にすること

で、「抽象→具体」の言い換えが身に付くよ

うにしていく必要がある。

（松岡豊）

８この授業を行う際のポイント

(1)単元に入る前に日常生活の中での具体と

抽象の区別や言い換えに慣れるようにする。

(2)授業の導入段階では、「抽象→具体」の

言い換えを重視する｡生徒が良く使用する｢楽

しい」「面白い」「頑張る」が、日常生活の

中では、具体的にどのようなことかを答えさ

せたり書かせたりするのも一つの方法。

迦祁
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国語・高１（国語総合）

文章や資料から、作者（作家）の紹介カードを作ろう

ウ（ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

１身につけさせたい力

図表や写真などの非連続型テキストを含む

国語便覧の作者（作家）紹介ページから、必

要な情報を読み取る能力を高める。

紹介カードは下書きをしたうえで、滴書し

て提出する｡パソコンでの加工も許可するが、

加工技術を問うものではいことを伝える。な

お、カードの横に、どのような点を特に意識

して作成したかを書いてもらう。

紹介カードを印刷し、生徒に提示し、印象

を述べ合う。読み取った情報を上手に整理し、

効果的に表現している作品を選び、批評し合

う。

読み取った情報を受信するだけではなく、

発信することで、読解を深める効果が期待で

きる。

また、他の生徒の紹介カードを提示するこ

とで、人によって読み取る情報に違いがある

ことや、同じ情報でもより効果的に表現すれ

ば、他者に対して強く印象づけられることも

学ばせたい。

２主たる評価規準

いろいろなテキストから、作者（作家）を

紹介する必要な情報を読み取っている。

３単元・題材名

「作者（作家）の紹介カードを作る」

４指導のねらい

国語の授業で読解力の育成を考えるとき、

どうしても文字情報をまとめる取り組みを考

えがちである。しかし、日常生活や社会生活

を送る上では、文字情報ではない非連続型の

テキストの内容を的確に読み取る力も必要と

なっている。特に、現代のように様々な情報

が視覚を通して強く働きかけてくる時代には、

正確に情報を整理する能力が不可欠である。

そこで、ここでは国語便覧の作者（作家）

紹介ページの情報を読み取り、それを分類・

整理しながら、紹介カードにまとめていく。

図表や写真などの非連続型テキストを含む

国語便覧の作者（作家）紹介ページを読む。

紹介カードに書き入れるべき最低限の項目

にはどのようなものがあるかを出し合う。(氏

名、肩書き、生没年程度のものとし、生徒各

自の独創性を尊重するために、あまり細かい

制約を設けない｡）

５単元・題材について

この活動だけで独立した単元とはならない。

例えば、「小説『羅生門』の導入部分で芥川龍

之介の紹介カードを作る」のであれば、小説

『羅生門』の単元の－部の活動ととらえる。

国語総合の授業では、他に太宰治、井伏鱒

二、谷川俊太郎、中原中也などの作家や詩人

でも可能である。

６使用するテキスト

・国語便覧の、該当する作者（作家）のペ

ージ。文字情報だけでなく、図表や写真

も含んでいる。
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･生徒によっては、図書館の本またはイン

ターネットからの情報。

にあるが、漢文調の文体で生徒は理解が

しづらいと感じるようだ。しかし、カー

ドを作ると親近感がわくようで、それ以

降、あまり抵抗感を感じなくなる｡）

多くの生徒が知らない人物の場合には、

国語便覧を読ませるだけでなく、授業者

からも補足説明が必要であろう。

７授業の実際(単元全体の中の２時間扱い）

（１）小説の導入部分で作者の紹介をする際、

国語便覧を用いる。作者の略歴が年表で

示されていたり、象徴的な図表や写真が

掲載されている。このテキストから、紹

介カードに記すべき必要な情報を読み取

り、それによって得た情報を、カードに

仕上げるという形で表現する。

この授業は、読解力の受信だけでなく

読解力を発信することにも重点を置いて

いる。

（２）必要な情報を的確に読み取り、時には

強調したり、補足したり、重要性に優劣

をつけながら考えることが重要である。

また、読み手に印象深く伝えるための、

視覚的な工夫も必要であることを気づか

せたい。

完成したカードを印刷し、相互批評す

るので、カードの大きさは統一するとよ

い。（縦８ｷﾞﾝ、横９掌の長方形の枠を作る

と、Ａ４サイズに６人分掲載できる）

（２）紹介カードに響き入れるべき最低限の

情報を出し合ったあと、実際にカードを

作成する。

（３）カードを提出する際に、どのような点

を強く意識して作成したかを書く。

（３）カードに､強く意識した点を書くのは、

どのような情報を読み取ったのかを、授

業者が確認するためである。生徒によっ

ては、的確な情報を読み取りながらも、

それを効果的に表現できない者もいる。

このような生徒を評価する手だてとする

ためである。

（４）紹介カードを印刷したものを配布し、

相互批評を行う。このとき、４人程度の

少人数の方が意見を出しやすい。各グル

ープ毎に印象に残る作品をあげ、どのよ

うな点が印象に残るかを全体に向けて発

表する。（このとき、斬新なイメージの作

品に良い評価が集中することがあるが、

構報を的確に読み取り、それをまとめて

いる作品にも目を向けさせたい）

ｇまとめ

国語便覧は文章が中心とはいえ、図や表、

写真など、多様なテキストがそのページの中

に集約されている。その情報を自ら分類・整

理し、体系立ててまとめることは、情報を読

み解く学習といえるだろう。様々な情報が入

り乱れる現代において、主体的に情報を読み

取り、整理する力を身に付けることが必要で

ある。（遠藤広樹）

８この授業を行う際のポイント

（１）できれば、便覧で１～２ページ分が掲

載されている作家がよい。国語総合に限

らず、高校の国語では、芥川龍之介、中

島敦、森鴎外、高村光太郎などでカード

を作成した。（中島敦『山月記』が教科書
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国語・高２（国語表現Ｉ）

作家の文章に触れ、洗練された表現について考える

ウ（イ）自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

１身につけさせたい力

作家の洗練された文章をヒントに、自分が

表現したい世界を、簡潔な文章で効果的に表

現する能力を高める。

も読んでもらいながら、相互批評する。身近

な友人が表現した文章に触れることで、刺激

を受けつつ理解が深まることが望まれる。こ

うして、お互いの表現した世界を読み解く力

を高めていくことを考えたい。

２主たる評価規準

自分が表現したい世界や伝えたい心情を、

一定の条件の中で楠潔に、効果的に描くこと

ができている。

５単元・題材について

単元名「洗練された表現を知り、表現の能

力を高めよう」

古典文学や現代文学の表現に着目し、自ら

も豊かに表現することを意職した単元である。

・小説の中の表現で、風景や人物の描写に優

れている部分を提示し、そこに描かれてい

る表現世界について意見交換をする。

・文章を響くための一定の条件を与え、その

枠組みの中で、効果的に表現できるよう意

識し、生徒が二百字程度の文章を書く。

･生徒の作品を印刷し､互いの作品を吟味し、

批評し合い、理解を深める。

３単元・題材．

「洗練された表現を知り、表現の能力を高め

よう」

４指導のねらい

一般的に、小説を読むことは、読んだ個人

の中で完結すると思われている。一方向性で

受け身の読書を、意図的に立場をかえて、作

家になったつもりで表現してみようというの

が、この取り組みの特徴である。小説を読ん

だことはあっても、鱒いたことがない生徒が

ほとんどである。なにげなく読み過ごしてし

まう表現の中に、作者の意図や伝えたい世界

観があることを感じさせたい。

特に、小説の中での風景描写には、登場人

物の心理も描かれることが多いことを伝え、

作家は短い文章の中で、的確に世界を表現し

ていることを実感させる。洗練された文章を

意識的に読解することで、表現する難しさを

感じ取るとともに、表現する喜びも感じ取ら

せたい。

自分の世界を表現した作品は、他の生徒に

６使用するテキスト

心理描写や情景描写にすぐれている小説の

中の－部。（二百字程度が望ましい）

実際の授業では、幸田文『おとうと』の冒

頭の一段落を紹介した。ここには川や土手、

天候や季節感を描写しながら、人々の姿も描

かれ、冒頭にあることから、小説全体を貫く

イメージが表現されている。

７授業の実際（４時間扱い）

（１）これまでに読んだ小説の中から、その

表現が印象に残っているものを出し合う。
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意見が出づらい場合は、高校の授業で印

象に残ったものを思い出す。（すると、例

えば『羅生門』の冒頭の場面「ある日の

暮れ方のことである。一人の下人が、羅

生門の下で雨やみを待っていた」などが

出てくる）ここでは、小説の中の比較的

短い表現でも、読み手の印象に残ること

を気づかせる。

（２）次に、二百字程度の作家の文章を提示

し、この文章から読みとれる情報を話し

合う。

前後関係がないので正確な読解を要求

するのではない。話し合いのポイントと

して、その文章から読みとれる事実と感

じられる印象に分けて分析するとよい。

（３）状況設定に一定の条件を加えた上で、

二百字程度の文章を書いてみる｡その際、

自分が描きたい世界を強くイメージし、

そのイメージが読者に伝わるように推敲

を重ねる。

幸田文『おとうと』の冒頭を使った授

業では次のような条件で、印象に残る文

章を書かせた。

「○○、△△、川と土手」

○○には季節や月など一年のうちでいつ

頃かを書き、△△にはその文章を象徴して

いる言葉を書く。例えば「二月、風がさす

ような、川と土手」「夏の終わり、夕方の、

川と土手」などとする。以下は「一月、寒

い冬の夜の、川と土手」を表現した生徒の

作品である。

川が静かに流れている。周りには、枯れ

た木に白い雪の花が咲いている。ふわふわ

と天から落ちる雪は、±に吸収されずに積

もっている。川は冷たく、触れると皮膚に

不快感が走る。しかし、川の澄み切った流

れに安心感を覚えた。白い吐息に白い雪、

川の静かな流れと少しだけ明るい家の光。

－ 

つ。

Ｂこの授業を行う際のポイント

（１）この授業は、自分の世界を自由に表現

することを重視している。そのため、あ

る程度、文章を書くことに憤れている必

要があり、また自分の文章が紹介される

ことから､学習集団内の人間関係も成熟

している必要がある。このことから、実

施時期として年度当初でない方がよい。

（教科響でも「豊かな表現」を目標とし

た単元は後半にあることが多い）

（２）提示する作家の文章は二百字程度で、

季節感、人物の心情等がイメージしやす

く、なおかつ洗練された部分がよい。小

説の冒頭は、前後関係に関係なくイメー

ジでき、使いやすい。文章から読みとれ

る情報を話し合う時は、少人数のグルー

プ活動が有効であり、グループ毎に発表

すれば全体で情報を共有することができ

る。

（３）実際に文章を書く場面では､例えば｢○

○、△△、川と土手」のように、一定の

条件を設定すると書きやすい｡それでも、

文章を書くと行き詰まることも多く、洗

練された印象的な文章を書くことは容易

でないことがわかる。なお、生徒作品は

季節順に並べて提示すると、同じような

季節や場面の設定でも、表現法によって

全く印象が異なることに気づいたりもす

る。

ｇまとめ

自分が表現したい内容を、正確に印象深く

他者に伝えることの難しさを感じるとともに、

文章表現によって、奥深い情景描写や豊かな

感情表現ができることを実感させたい。日頃

から、文章に接する機会を多く確保し、文章

を通して自己表現できる生徒を育てることが

大切である。（遠藤広樹）

C●ロﾛ●●

（４）提出された文章をパソコンで打ち直し、

生徒は互いの文章を読み、意見交換を行
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鯛「識力'１上|潤す6艫鯛-P1SA雛(舗力)O柵iiと艫Oカル｣より緋

ⅡＰISA調査(読解力)の結果を踏まえた指導の改善

１指導の改善の方向

（２）改善の具体的な方向

教科国語を中心としつつ、各教科、総合的な学習の時間等を通じて、次のような方向で、
改善の取組を行う必要がある。

①テキストを理解･評価しながら読む力を高めること

読む力を高めるためには、テキストを肯定的にとらえて理解する（「情報の取り出し」）

だけでなく、テキストの内容や筆者の意図などを解釈することが必要である。さらに、

そのテキストについて、内容、形式や表現、信頼性や客観性、引用や数値の正確性、論

理的な思考の確かさなどを理解・評価したり、自分の知識や経験と関連付けて建設的に

批判したりするような読み（クリテイカル・リーディング)を充実することも大切である。
特に、授業の中では、何のためにそのテキストを読むのか、読むことによってどうい

うことを目指すのかといった目的を明確にした指導が必要である。

すなわち、テキストを単に読むだけでなく、考える力と連動した形で読む力を高める
取組を進めていくことが重要である。

②テキストに基づいて自分の考えを書く力を高めること

読解に当たっては、単に読んで理解するだけでなく、テキストを利用して自分の考え

を書くことが求められる。テキストの内容を要約・紹介したり、再構成したり、自分の

知識や経験と関連付け意味付けたり、自分の意見を書いたり、論じさせたりするなどの
機会を設けることが重要である。

特に「自由記述(論述)」に不慣れな生徒には、授業のまとめのときに、自分の考えを

簡潔に書かせるなど日常的な授業の工夫が必要である。そして、こうした活動を踏まえ

て、自分の考えをＡ４－枚程度にまとめて表現するなどの活動を重視する必要がある。

すなわち、一方でテキストを読んで理解することによって得られた知識について、実

生活や行動と関連付けて書く力を高めるとともに、他方で書いたものをさらに深めるこ

とを通じて読む力を高めることが期待される。このように、考える力を中核として、読

む力、書く力を総合的に高めていくプロセスを確立することが重要である。

③様々な文章や資料を読む機会や、自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実すこと。

読むことについては、朝の読書の推進を含め．、読書活動を更に推進することが求めら

れる。その際、文学的文章だけでなく、新聞や科学雑誌などを含め、幅広い範畷の読み
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物に親しめるよう、ガイダンスを充実することが重要である。

授業の中で、自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実することも求められる。

その際、自分の経験や心情を叙述するだけでなく、目的や条件を明確にして自分なりの

考えを述べたり、論理的・説明的な文章に対する自分なりの意見を醤いたりするなどの

機会を意図的に作っていくことも大切である。

また、家庭や地域に対して、読書や読み聞かせ、自分の思いや考えを話したり、書い

たりする取組の大切さなどについて周知していくことも求められる。

２読解力を高める指導例

１の「指導の改善の方向」を踏まえ、指導のねらいをアヶ)～ウ(イ）まで７つに分類する。

その上で、教科国語を中心としつつ、各教科や総合的な学習の時間における指導例を示す。

（１）指導のねらい

アテキストを理解･評価しながら読む力を高めること

（ア）目的に応じて理解し、解釈する能力の育成

自らの目的に応じてテキストの意味や榊成を理解したり、表現の細部が全体において

どのような役割を果たしているのかなど、鉦者の表現意図を解釈したりする力を高める

必要がある。そのためには、小学校低学年の段階から何のためにそのテキストを読むの

か、読むことによってどういうことを目指すのかといった明確な目的を設定し、その解

決のためにテキストを読む活動に慣れさせることが重要となる。

具体的には、「(国語)筆者がなぜこういう轡き方をしたのかを考える」【指導例２】、「(社

会)２つの社員募集広告のうちどちらが最近のものかを答える」【指導例３１「(数学)与

えられた情報の関係を読み取り、目的に応じて判断する」【指導例４】など、表現に着目

させる指導を展開することが考えられる。

(イ）評価しながら読む能力の育成

与えられたテキストについて、主張の信頼性や客観性、科学的な知織や情報との対応、

引用や数値の正確性、論理的な思考の確かさ、目的や表現様式に応じた表現法の妥当性

など、様々な幅広い観点から評価しながら読む能力を育成することも大切である。従来

は、本文を絶対視して指導することが多く、テキストの内容や表現を吟味・検討したり、

その妥当性や客観性、信頼性などを評価したり、自分の知誠や経験と結び付けて建設的

に批判したりすることは少なかった。今後は、このような批判的な読み(クリテイカル・

リーディング）も重視する必要がある。

文章等を十分に吟味、評価しながら読む能力の育成については、学習指導要領にも「様

々な文章を比較して読む」という言語活動例が示されているなど、その視点は含まれて

いる。しかし、これまで必ずしも十分取り組まれてこなかった点であり、今後は重視し

ていく必要がある．加えて、メディア・リテラシー(メディアが形作る『現実』を批判的

（クリテイカル)に読み取るとともに、メディアを使って表現していく能力）にかかわる指

導も必要となってくると思われる。

具体的には、「（国語）自分の考えを明確に伝えるための文章の組み立ての工夫を考え
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る」【指導例６Ｌ「(国語)説明的な文章を読んで根拠の適否や筋道の妥当性を検討する」
【指導例７】「(総合的な学習の時間)一つのテーマについて異なる立場から情報を集めて
議論する」【指導例１１】などの学習指導が考えられる。

(ウ）課題に即応した読む能力の育成

課題に即応することのできる読みの能力の育成も大切である。例えば、短時間で分析
的な読みを行い、相手を明確に意織し相手に訴えかける表現や発表を行う能力である。
一つの単元(教材)が終了しても、単に活励をしただけで、どのような能力を習得したの
かを学習者が明確に自覚できないようでは、課題に即応した読みを行っていくことはで
きない。

そこで、「(国語)ブックトークの原稿を蕎<ために読む」【指導例121「(社会)歴史の
変化を理解するために絵画資料を読む」【指導例１７】、「(美術)ポスターを作るために、
主張の根拠となる情報を読む」【指導例18】など、課題や目的に応じた読みのために、
既に身に付けた知識や技能を自覚して使いこなす学習指導を構築することも大切である。

イテキストに基づいて自分の考えを轡〈力を高めること

（ア）テキストを利用して自分の考えを表現する能力の育成

生徒の多くは、自らの考えや感想を自由に記述することはできても、テキストの内容
を課題や条件に応じて関連付けて表現することは不得意である。そのため、テキストで
述べられている事柄を相互に関連付けて解釈したり、それらを総合して自分の考えや生

活経験と結び付けて考えをまとめ、表現したりする能力を育成することが大切となる。
具体的には、「(総合的な学習の時間)複数の調査結果を組み合わせて説明の文章を書

く」【指導例２０】、「(保健体育)悩み相談の事例テキストを読み、アドバイスについて話
し合って記述する」【指導例２３】、「(技術・家庭家庭分野)グラフで示されている内容を

自分なりの言葉で説明する」【指導例２４】などの指導を展開することが考えられる。

(イ）日常的･実用的な言語活動に生かす能力の育成

取り出した知織や情報を、自らの目的に沿った日常的・実用的な言語活動に生かすこ

とによって、より明確にかつ必要な範囲で関連する事項を抽出したり意味付けたりする
ことが可能となる。そこで、ただ単に、テキストの内容や構成を読み取る指導で終わる

のではなく、読んだ結果を生かした表現活動を十分取り入れることが大切となる。それ
によって、必要かつ重要な本質的なことと、枝葉末節的なこととを区別する能力も育成
することもできる。

また、解釈には、本文の内容相互を関連付け意味付ける能力と、筆者やそのテキスト

の背景となる現実や文化と関連付け意味付ける能力が必要である。このような言語経験
によって、筆者の立場に立った読みの展開も可能となるはずであり、深い解釈が行われ
るようになることが期待できる。

具体的には、「(国語)毎日の学級日誌の形式を工夫し、簡潔に書く」【指導例２５１「(総
合的な学習の時間)体験的な学習の成果を、様々な表現方法を使ってまとめる」【指導例
２８】などの指導が考えられる。
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様々な文章や資料を読む機会や、自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実すること

(ア）多様なテキストに対応した読む能力の育成

読むことについては、読書活動の一層の推進、読むためのテキストについては、文学

的な文章に偏るのではなく、新聞や雑誌記事なども含め、説明的・論説的な文章をはじ

めとした幅広い範嶬の読み物を対象とすることが求められる。また、そのためのガイダ

ンスの充実も重要である。学習用に整えられすぎたテキストや、同じような形式のテキ

ストのみを取り上げるのではなく、パンフレットや図表なども含めた多様なテキストと

の出合いを大切にする必要がある。いろいろな図を読む能力や図を解釈する能力は、学

校教育全体、さらには、日常生活、社会生活を送る上での重要な能力の一つであり、そ

の育成も大切である。

しかし、多様なテキストをただ読むだけでは自覚的な読みの能力にはならない。指導

目標や学習課題を明確にして「様々な表現様式の特質をつかむために読む。」、「同じ作

者の他の作品を読む｡」、「同じシリーズの本を読む｡」、「論理性の高い難しい文章に挑戦

したり、優れた表現に触れたりするために読む｡」などの工夫が大切である。また「(社

会)図の表現と現実に生起する諸現象との関係について考える」【指導例３４】、「(技術・

家庭技術分野)電化製品のカタログや説明書から、自分が必要とする情報を得る」【指

導例36】などの活動も有効であると考えられる。

ウ

自分の感じたことや考えたことを簡潔に表現する能力の育成

読むことには、楽しんだり、心を豊かにしたりする情緒的な側面もあり、何らかの表

現によって伝える必要もない場合があるが、時によっては、読んで感じたことを意見や

主張としてまとめたり、一定時間内や期間内に報告をしたり、紹介や推薦、宣伝をした

りすることもあろう。そのような場面においては、読んだことと関連付けて自分の感じ

たことや考えたことを簡潔に分かりやすく表現する能力が大切となる。

このような場面での読む能力は、書く能力や、話す・聞く能力の育成とも系統的に関

連付けていく必要がある。例えば説明的文章を読む能力と、説明文を書く能力、他の人

の前で説明をする能力の３者は、いわば説明力として国語科のみならず、各教科等や総

合的な学習の時間等でも意識的に取り上げる必要がある。

また、授業の中で、自分の意見を述べたり書いたりする機会を充実していきたい。そ

の際、自分の経験や心情を叙述するだけでなく、目的や条件を明確にして自分なりの考

えを述べたり、論理的・説明的な文章に対する自分なりの意見を書いたりするなどの機

会を意図的に作っていくことも大切である。

具体的には、「(理科)実験を行っていて気付いたことを記録する」【指導例３９１「(音

楽)楽器の音色や奏法を鑑賞し、感想を記述する」【指導例４４】などという、学習過程

で得た考えや思いをまとめて、自分の言葉で表現する言語活動を取り入れる指導を展開

することが考えられる。

(イ）
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学力向上拠点形成事業・文部科学省委嘱「わか

教科指導向上プログラム」研究会（国語）読解；
「読解力向上のための指導事例集」作成委員会

委員長

高木展郎横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総

｢わかる授業研究会」推進委員（６名）

高木展郎：横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総
林正直：横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総
永池啓子：横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総
佐藤裕之：横浜国立大学教育人間科学部附属教育実践総
岩間正則ｉ横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校
高橋励：横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校

P読解力向上のための指導事例集」作成委員（38名）
今村，高治：京都府京都市立衣笠中学校
遠藤広樹：横浜市立横浜商業高等学校

栗本郁夫：群馬大学教育学部附属中学校
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